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例 言

1. 本報告書は、新潟県長岡市が平成12年度に実施した馬閥 ・三十稲場逍跡環榜整備事業に伴う発掘調究

（一部、平成11年度の調査成果を含む）の概要をまとめたものである。

2. 発掘調査の対象は、史跡馬高・ 三十稲場迅跡 （長岡市関原Ill『1丁目字中原 ・遠藤）である。

3. 発掘調在は長岡市教育委貝会が主体となり、国の緊急地域扉用特別交付金を得て実施した。調査体制

は以下のとおりである。なお、発掘調査及び整理作業の支援業務は、 （掬大石組に委託した。

調究主体長岡市教育委貝会 （教育長： 笠輪春彦）

調査総括駒形敏朗 （科学t専物館副主幹） 調査担当小熊博史 （科学博物館主任）

調壺貝鳥居美栄 （科学博物館学芸貝） 事務局科学t専物館 （館長：渡辺央）

4. 発掘調杏は平成12年 6 月 71—1 から 11 月 15 日の期間に行った。

5. 発掘調査の出土追物・調究記録は、長岡市立科学博物館で一括して保管している。

6. 辿物の注記 （略号）は、馬高辿跡分を 「UD」または 「ウマタカ」、 三十稲場辿跡分を「三十」とした。

7. 本報告書全体の編集は小熊が担当し、遺構辿物概要編は小熊が執筆した。

8. 自然科学分析絹 Iについては、高濱信行氏 （新潟大学積雪地域災害研究センター）、 卜部原志氏 （同）、

渡辺秀男氏 （三島町立三島中学校）、IIは洒田泰民氏 （新潟県立歴史博物館）、M・ホール氏 （同）から

分析結果をまとめていただいた。また、同編皿~VIIIについては、 （梱古環境研究所、パリノ・サーヴェ

イ（樹、（有）追物分析研究所、 （肋元興寺文化財研究所に委託して分析を行った。

9. 発掘調査及び整理作業にあたり、文化庁、新潟県教育委員会、馬高 ・三 卜稲場追跡保存会をはじめ、

多くの機関・研究者 ・市民の方々から御指禅や御協力をいただいた。厚くお礼申し上げる。
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I 遺跡の環境及び調資に至る経緯

1 . 遺跡の環境

馬翡・ 三十稲場辿跡は、新沼県長岡市の中央部を流れる信濃川の左岸段丘 （関原面）上に立地する （図 1)。

「馬高」「三十稲場」は当地域の俗称地名で、現行の所在地名は長岡市関原町 1丁 1::1字中原 （馬高辿跡部分）

及び辿藤 （三十稲場追跡部分）である。標高約60~65rnの平坦な地形で、 「遠藤沢」と呼ばれる小規模な沢

を挟んで東側に馬高追跡、西側に三十稲場追跡が位置する （図2)。

信濃川左岸沿いの段丘や丘陵には、縄文時代に営 まれた大小の辿跡が多数分布している。その辿跡数

は54か所に上り、時期別には草創期 3、早期 3、前期 3、中期27、後期24、晩期 4か所を数える 〔小熊

1995〕。大規模な集落跡としては、中期の馬高辿跡・後期の三十稲場辿跡のほか、深沢町の岩野原辿跡 （中・

後期）や西津町の藤橋辿跡 （晩期、同指定史跡）があり、当地域における中心的な集落であ ったと考えら

れる。

2 調査に至る経緯

馬高 ・三十稲場追跡の発見は古く、地元では明治のころから石器が多数採集される場所として知られて

いた （表 1)。特に関原町の素封家である近藤家では、勘治郎 ・篤三郎父子が昭和10年代に発掘調企を行い、

膨大な臼料を蓄積した。この近藤家賽料は戦後、科学博物館の中村孝三郎によ って整理・研究が進められ

〔中村1958〕、特に馬高追跡は 「火焔上器」発祥の地として全国的に著名にな っていった。

昭和43(1968)年以降、追跡周辺で開発事業が進展する状況に対応して部分的な発掘調査が行われてい

たが、昭和47年 (1972)に、馬裔辿跡と 三十稲場追跡の全域に及ぶボーリング及び分布調査が実施され、

大規模な集落跡であることが明らかにな った （図3)〔中村1972〕 その成呆もあ って、昭和54年 (1979)に

は両辿跡のほぽ全域が国史跡に指定された。指定而梢は馬高と 三十稲場を合わせて45.704.54n-iに及ぶ。 ま

た平成 2年 (1990)には、近藤篤三郎によって発見された 「火焔土器」（深鉢形土器）が国重要文化財に指

定されている。

現在、長岡市教育委貝会では、馬高・ 三十稲場辿跡環境整備事業を進めており、平成 9年度に史跡指定

範囲の公有化を完了し、隣接地の発掘調奔 〔駒形1999〕等を行っている。 また平成11年から市民代表や学

識経験者からなる馬麻・ 三十稲場辿跡保存整備検討委員会を発足させた。今後、保存や整備を具体化させ

るためには遺跡の実態を明確にしておくことが必要であるが、これまでの調壺では多数の辿物は得られて

いるものの、遺跡中心部を対象にした本格的な発掘調査は行われおらず、集落の構造や造構の内容に不明

な部分が多く残されていた。

このような情勢を踏まえ、長岡市教育委員会 （担当 ：科学栂物館）では、馬高追跡の史跡指定地全域

の様相を把握し、保存整備に向けた基礎資料を収集するため、平成11年度に試掘調資を開始した 〔小熊

2000〕。続く平成12年度には、馬高辿跡と 三十稲場追跡を対象に発掘調査を実施した 〔小熊2001〕。史跡範

囲のうち、 三十稲場辿跡部分では全域の様相を把握するための試掘確認調査を、また馬高追跡では平成11

年度の調査成果に基づき 、全域の試掘確認作業と集落中心部の追構発掘作業を行っている。発掘調森終了

後、平成13年度に出土辿物等の整理作業を継続し、その成果の概要を本報告にまとめた。なお、平成13年

度には長岡市馬高 ・三十稲場逍跡環境整備事業基本計画を策定した 〔長岡市教育委員会2002〕。

-2-



図 1. 馬高 ・三十稲場遺跡の位置 (l50.000地形図）

図2.馬高・三十稲場遺跡の史跡範囲 (1/5.000地形図）
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表 1. 史跡「馬高 ・三十稲場遺跡」に関わる主な動向

年 f t 主 な動向

明治30年(1897)頃 I地元で石器が多数採集される場所として知られる。

近藤家の勘太郎が馬高逍跡周辺で辿物採集を始める。

昭和10年(1935)頃 近藤家の勘治郎 ・篤三郎父子が馬高・ 三十稲場逍跡で発掘を行う (~ll{j和16年）。

昭和11年(1936) 近藤篤三郎が馬高追跡で 「火焔上器」を発見する。

馬高辿跡出土品に関する研究成呆をまとめる 〔近藤他1936ほか〕

昭和15年(1941) オランダの考古学者G・グロートが篤三郎と 三十稲場追跡で小規校な発掘を行う 。

昭和20年(1945) 近藤篤三郎死去

昭和24年(1949) 近藤勘治郎死去

昭和25年(1950) 早稲田大学の瀧「l宏らが三十稲場辿跡で小規模な発掘を行う 〔瀧17・ 西村1951〕。

昭和26年(1951) 長岡市立科学栂物館開館。馬高 ・三 卜稲場辿跡の出土品を含む近藤家収集資料の

大半が拇物館に寄贈される （馬麻の追物約50箱、復元品約70個休など）。

順 133年ngss) I近藤家の馬高追跡収集品をまとめた 『馬高No.l』団村孝三郎背）がFIJ行される 〔中

村1958〕e, 

昭和35年(1960) 馬裔追跡出土の 「火焔土器」（近藤家所蔵）が県文化財に指定される。

昭和40年(1965) 馬翡 • 三 卜稲場追跡保存会 （関原町）の設立、土地の一部が長岡市に寄付される。

昭和42年(1967) 科学栂物館の馬高追跡出上晶一括 (5点）が市指定文化財となる。

昭和43年(1968) 関原バイパス建設に伴う 三 卜稲場磁跡 （南三 卜稲場地点）の発掘調壺 （対象： 1771 

ni、炉跡26・柱穴471、辿物150箱以上出上）［中村1970〕

昭和44年(1969) 馬邸辿跡の一部が県指定史跡となる。

昭和45年(1970) 国道 8号建設に伴う馬高北辺部の発掘調在 （対象：約5.000面、辿物極少鼠）

昭和47年(1972) 馬高 ・三十稲場辿跡全域のボーリング及び辿物分布調在 （対象：馬高46.325面、石

昭和54年(1979)

平成 2年(1990)

平成 7年(1995)

平成 9年(1997)

平成10年(1998)

平成11年(1999)

平成12年(2000)

平成13年(2001)

組炉椎定106基、 三十稲場45.900面、石組炉推定158基）〔中村1973〕

農迎の敷設・拡幅に伴う部分的な発掘調杏 （対象 ：馬尚の小地，点、石糾炉計 3碁

他 ・辿物約30箱出上、 三 卜稲場696面、炉跡計11基他・辿物約55箱出 I::.)〔前掲〕

馬高・ 三 卜稲場逍跡が国指定史跡となる （約45.700面）。

馬翡辿跡出上の「火焔土器」が国重要文化財に指定される。

スペースネオトピア関連道路建設に伴う馬高東縁の確認調在 （辿構なし ・辿物少

屈）〔小熊1991〕

馬高隣接地 (rlT道）の発掘調n (対象： 3.700面、造構なし ・辿物少址）〔駒形1996〕

馬高・ 三 卜稲場遺跡の史跡指定地の公有化終了

馬高隣接地 （駐車場予定地）の発掘調介 （対象： 1.385面、Tピット 4基 ・辿物約10箱）

〔駒形1999〕

史跡環淡整備に向けて 「縄文辿跡を訪ねる会」を開始 （市民対象）

「馬麻 ・三十稲場追跡保存整備検討委貝会」の設置 （～平成13年度）

環様整備事業に伴う馬高辿跡の確認調1tT(対象：1.400面、辿物約50箱 ・追構多数）

〔小熊2000〕

環境整備事業に伴う馬高 ・三 卜稲場辿跡の発掘調資③ （対象： 3.500ni、辿構 ・追

物多数）〔小熊2001〕

「第二次新長岡発展計画後期基本計両」に縄文館 （仮称）建設が盛り込まれる。

重要文化財 「火焔土器」が近藤家から長岡市に寄贈される。

「屯要文化財考古賓料展ー火焔七器と小瀬ヶ沢・室谷洞窟出十」山一 」のlitl催 〔長岡

市立科学抽物館編2001〕
馬邸 ・ニ ト稲場辿跡環境整備事業基本計画書の策定 〔長岡市教育委員会2002〕
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＂ 
調資の方法と経過

調査は平成12年6月711から11月15日までの期間に実施した。まず調査に先立ち、 三十稲場辿跡部分の

史跡指定地全域 (20.239rri)を対象にグリッド測最を行った。平成11年に実施した馬高追跡部分のグリッ

ド測批の座標原点XO・Y O (X = 160180.0、Y =23880.0)から南へ100m、西へ180mのポイントを、 今

阿の三十稲場逍跡部分の座標原点XO・Y O (X = 160080.0、Y=23700.0)として、指定地全域に20mメッ

シュの大グリッドを設定、 その各交点に基準杭を打設した。南北ラインは真北に合わせた。大グリッド

の座標名称は南北A~K、東西 I~XIとした （図4)。 また、大グリッドの中を 2x2mの小グリッドに

区分し、南西コ ーナーを基点として南北a~j、東西 1~10とした。標高単点測絋のベンチマークは既存の

KBM (H=65.129m)を使用した。なお、馬高追跡部分については、平成11年度に設定した碁準杭及びグリ ッ

ド名称 〔小熊2000〕を使用している （図20)。

仮設し、必要な機材を搬人した。

グリ ッド測址の後、 プレハブの事務所を馬高追跡駐車場脇に

三 卜稲場逍跡部分では、東西lQx南北 4mを基本形とする発掘溝（トレンチ、略号T)を設定し、 6月

7日から発掘作業を開始した。 トレンチは総計36か所 0~36T)で、指定地内全体に10~20m間隔で配置

した。ただし、 9Tは地形や植生の制約でトレンチの範囲をやや縮小し、

況により部分的に拡張した。発掘調壺面積は総計約l.500niである。

また 7・17・23・32Tは追構の状

発掘作業はほぽトレンチの番号）I頂で、概ね南側から北側へ進めた。各トレンチについては、人力で地山

而まで掘り下げ、堆栢七1M、辿構の有無、辿物の出上状況などを確認した。原則として追構内部の発掘は

行わず、 プランの検出にとどめたが、 7T・17T・32Tについては住居跡等の辿構内部の精査も実施して

いる。出土追物は 2x2mの小グリ ッド及び迫構単位で取り上げ、層位等を記録した。iJ!IJ菰 ・写真撮影等

の記録後には、順次埋め戻し作業を行った。

材を撤収して、馬高辿跡の調森に移行した。

7月31日には全トレンチの埋め戻し作業を完了、 その後に機

馬高追跡部分については、史跡指定範囲を縦断・横断する幅 4mの発掘溝を南北 2ライン・東西 lラ

インを設定、 人力で地山而まで掘り下げ、堆積上層、辿構のイT無、遣物の出土状況などを確認した。 また、

辿跡の中央区を対象に辿構の検出と精査を目的とした発掘を実施している。発掘調壺而梢は、南北 2ライ

ン及び東西ライン約l.400ni、中央区約600rriの総計約2.000rriである。

発掘作業は三 卜稲場辿跡の調査終盤に並行して 7月12日から開始した。南北 I・Ilライン、東西ライン、

中央区の順で発掘を進め、 8月末までに設定した調壺区の包含胴をほぽ除去して辿構を確認した。出土追

物は小グリッド及び辿構単位で収り上げ、層位や出土状況等を記録 した。

Iライ ンの一部について、各辿構内部の精査に滸手し、 10月18

日に発掘作業を終了した。その後、追構の測祉 ・写真撮影、埋

め戻し作業、辿物の整理作業等を継続し、 11月151―1にすべての

業務を完了した。

なお、調査期間中には、馬高 ・三十稲場追跡保存整備検討委

員会委員会の見学会 (8月21Fl)を行い、発掘の途中経過を報

告した。 また、 「馬裔・ 三十稲場辿跡発掘調査見学会」を 8月

26日に開催し、 200人を超える市民が辿跡を訪れた。

9月初旬からは中央区及び南北
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m 三十稲場遺跡の調査

1 . 調査区の概要

史跡指定範囲に設定した甚本形4xlQmの調査区36か所 （計約l.500n-ilを発掘し、縄文時代及び平安時

代の追構・辿物を確認した （図4)。F区とG区の東西ライン付近を境界として、逍跡南半域（南三十稲場

地点）と追跡北半域 （三十稲場地点）に区分されており 〔中村1973〕、本報告でも地点を大別する区分とし

て用いている。

土附の堆積は、 地点によりバラ ッキがみられるが、大半のト レンチの最深値は30cmを超えており、耕

作の影翠展を強く受けていた馬高遣跡に比べてやや安定した堆積状況を示している。平坦部付近の基本的な

層序は、 I層（表上）、 II堺 （褐色上、辿物を多鼠に包含）、II2/苦（黒褐色土、追物を少址包含）、m層 （褐

色～黄褐色土、漸移屑 ） 、 NI科 （黄褐色土） である 。 胴 9見が薄い地点では Il~は単層となる。また、辿跡北

東部及び北西部の25T・29Tでは、沢状の地形に 1I層が匝＜堆積し、 3~4罰に細分される。

2 遺 構

縄文時代中 ・後期及び平安時代の辿構が確認された。縄文時代の追構はほぽ全域で認められたが、平安

時代の追構は、辿跡南半域の17T付近に限られている。確認された辿構には、竪穴住居跡、炉跡、焼七、土坑、

ピット、埋設土器などがある。土坑とピットについては、概ね径 lm以上のものを土坑、それ以下のもの

をピットとして便宜的に区分した （表 2)。また、内部を発掘した辿構については、大グリ ッドごとに辿

構番号を付した 以下、 トレンチごとに概況を記載する c

(1) 遺跡南半域のトレンチ (I叉14~6、写真 1~ 3) 

1 T VIB -6 ~ lOf・g区に設定 堆積は比較的安定し、 III • II碍りが認められる 中央部束寄りに風

倒木痕、北東隅に上坑とみられる追構が位四していた 縄文上器 ・石器類が出じ

2 T VIIB -6 ~ lOf・g区に設定。堆積は浅く、東側では地山上而に耕作痕が残る。西側には溝状追構

や土坑が確認された。少拡の縄文土器 ・石器類が出土。

3T NC-6~10f・g区に設定。1968年の発掘調査の範囲 (2T)に一部かかる地点であるが、東側で

は安定した状況を示し、 II1・II2層が堆積していた。追構は認められない。縄文土器・石器類が出土。

4 T V C -6 ~ lOf・g区に設定 堆積は安定しており、多数のビットや上坑などが確認された n ピッ

トのうち大形の2基は、推定深度80~90cm以上で、黒褐色土の柱痕部と黄褐色土の根固め部が明瞭に区

別され、掘立柱建物の柱穴とみられる 縄文い器 ・石器類が出上＾なお、南西隅の I界には 「浜街道」と

呼ばれた旧逍の砂利敷が残されていた

5 T VIC -6 ~ 10g・h区に設定。 トレンチの北半は1968年の発掘調在の範囲 (5T)にかかる 地山上

面で小ピット 等を確認。縄文土器 ・石器類が出土。

6 T VII C -6 ~ lOf・g区に設定。 I層のみで、耕作により Il・Ill層は削平されていた。ピットには、

柱痕と根固めが明瞭に区別される大形のものが2基あり、掘立柱建物の柱穴とみられる。掘形の直径は約

110~120cmで、ボーリング棒による推定深度は90cm以上。遣構上而から縄文土器が出土。

7T(図5) VD -6 ~ lOf・g区に設定。堆栢は比較的安定。大形土坑状辿構、多数のピットを確認。

大形土坑状遺構を梢介するため、東側及び北側に各 4m (48rri)拡張し、内部を発掘した （底面が深く崩落の
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表2.三十稲場遺跡検出遺構一覧

トレンチ 深度(cm) 辿構 （椎定~~数） トレンt深度(cm) 辿構 mt定枯数）

1 T 12-49 上坑I21・ピット191,風倒木痕Ill 20T 31-34 ,-_坑121

2T 19-37 上坑111,ピットii, 溝状辿構 I 21 T 24-31 ＇：坑121.ピット181

3T 24-63 辿構なし 22T 27-35 ピット1201,溝状逍構Ill

4 T 31-63 上坑 l. ピット30!. 枷！立柱柱穴 21 1こ器埋設炉 Ii.焼 1:121,JII[設」；器111,I: 坑・ヒ ッ

5T 42-44 上坑12). ピット1201.溝状逍構?I I l 
23T 36~ 18 

ト（多数）．集イil21

6T 19-24 t. 坑 [I,ピット 15.掘立柱柱穴 I 24T 30-60 上坑41,ピソト1101

7T 30-40 大形上坑111,ピット（多数） 25T 20-115 辿構なし

8T 33-44 I: 坑131,ピット151,掘!1:柱柱穴Il I JJ/f~ 逍構 l 26T 41-66 ヒット1101

9T 28-57 上坑ill.ヒット151 27T 57-68 焼1:111.埋設 I:器III, 上坑151.ピット（多数）

lOT 31-47 ヒット1201 28T 30-52 1..1)'[13). ピット1251

llT 3.J-40 I: 坑131.ヒット151 29T 31-14S 」:坑 II.ピット1151

12T 12-45 
焼 1:111.!: 坑131・ビット12.51.溝状追構121,集石？ 30T 30-37 ピット?I I I 

Ill 31 T 60-81 ピット161,風倒木痕12)

13T 26-35 上坑1,11.ピット(]OJ
32T 27-36 

竪穴仕），•r (l=地1未炉） 竪穴{U,•r? 21. _I-_器}lj!_設

l<IT 20-32 t坑 31. ピット 3.i,'1/. 状虹構?I I I 炉 II.焼上41. 上坑・ピ ット （多数）

15T 23-24 I沿閲I[設炉111.ピット(40) 33T 35-39 ピット161

16T 25-36 焼 I:11. 1~ 坑 (8).ビット1101.溝状追構II 34T 26-37 喉穴イl:l~Hl= 地 I未炉．周溝） • I: 坑つ12.ヒット 101

17T 18-3] 啜穴住届Ill.上坑151.ピット113).溝状辿構131
35T 33-,15 

竪穴fl:J,,;・ (3= 地J~c炉）．竪穴住居?I I I. I: 坑ill.ヒッ

1ST 21-38 地1米炉111.L坑11, ヒット(30) ト20)

19T 4]-52 ピット 81.集石?I 11 36T 28---19 竪穴m,,;・(l=地床炉.J.¥1溝）．ピッ ト71

|
米
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固4.三十稲場遺跡の発掘調査区 0/2.000地形図）
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危険があるため、途中で発掘作業を終了）。追構の周辺や内部から多数の縄文い器 ・石器類が出上。

大形土坑状遺構 (VD-Pl)(図5) 地山 1ご而で黒褐色上の落ち込みを検出した後、追構内部を発掘。

北西部の墜而 （平面図中の斜線部）を検出したのみで、底而を含むその他の部分は完掘していない。平面

形は不整な楕円形状で、現状では長軸約 6m ・短軸約 4111・深さ2.6m以上の規模が推定される。断面形

は底面部が狭くなるロート状を呈し、墜面には部分(Iりにテラス状の段が認められる。覆土は黒褐色土を主

とする上層と、黄褐色～黄白色上に黒褐色～褐色上が少鼠混在した下層に大別される。その堆梢状況から、

日習部には複数の七坑が重複している可能性が高い。北西端部の壁面は下部で広がり、 トンネル状に掘り

込まれている。下府の堆積は、このような掘り込みによって断続的に崩落した痕跡を示している。覆土か

らは縄文時代後期の追物が多砿に出上、特に上）円の出土斌が多い 三 卜稲場式～三仏生式の上器がみられ

るが、 卜」蜀は二仏生式、下層は南三 卜稲場式を上1本とする。下阿部の掘形から、土器用の粘 tを採掘した

十坑 （粘士採掘坑）の可能性が考えられる。北西端部の壁面で観察されるように、火山灰を含むロ ーム陪

である NI陪の下部には、粘性のある土層 (N2・N4など）が堆栢し、それらを採取する日的で構築された

ものか。なお、覆土出土の炭化材については年代測定を実施した (130頁参照）。

8 T VII D -6 ~ lOf・g区に設定。 II層相 ''1の堆梢層は明褐色を呈する。 ヒ坑やビッ トのほか、掘立

柱建物の柱穴とみられるピット 1基と方形状の辿梢 1甚が確認された。方形状の辿構は、 一辺約 4mで全

体の1/2程度を検出 覆上は赤褐色と黄褐色のマーブル状で、 地山 上面からの深度は約20cmと椎定される。

仕），叶跡の可能性もあるが明確でない。縄文七器 ・石器類のほか、須恵器 ・七師器が少賊出土。

9 T II E -7 ~ lOf・g区 (4x8m)に設定。地山上面は西側に緩く傾斜する。少数の上坑・ピットを

確認した。縄文上器 ・石器類が出上。

10T illE-6~10f・g区に設定。すべて1968年の発掘調杏の範囲 (4T)にかかる 地点であるが、辿

構内部までは発掘されていない。地山ヒ面で複数の小ピットを確認した。縄文上器 ・石器類が出土。

11 T NE -6 ~ lOf・g区に設定。 II層は暗黄褐色を呈する。土坑 ・ピットを確認。縄文七器・石器

類が出上。

1 2 T V E -6 ~ lOf・g区に設定。堆積は安定し、 III • II郎が認められる。多数のピット・上坑 ・溝

状辿構が直複していた。その他、西端部に礫群、 中央南寄りに焼上 1か所があふ縄文土器 ・石器類のほ

か、須恵器が少砿出 ヒ。

13 T ¥II E -6 ~ lOf・g区に設定。11層の堆秘は薄い。上坑 ・ピットを確認 縄文土器 ・石器類が出土。

14T VIIE-6~10f・g区に設定。全般的に堆梢は薄く、 II附は部分的に残存 土坑 ・ピット・溝状

辿構を確認。縄文 I:器・石器類のほか、須恵器25点、土師器22、点が出土。須恵器・土師器の出土点数は

17Tに次いで多い。

15T illF-6~10f・g区に設定。全般的に堆栢は薄い。多数のピットのほか、中央北寄りで埋設土

器 1個休を伴う地床炉 l基を確認した。炉体の東半部は別のピットにより壊されている。不整楕円形状で、

残存長約60cm。縄文士器 ・石器頬が出土。

1 6 T VF -6 ~ 1 Of・g区に設定。全般的に堆積は薄い。 ヒ坑 ・ピット ・溝状追構のほか、焼土 1か

所を確認。少悶の縄文土器 ・石器類が出土。

17T (図6) VIIF -6 ~ 10g・h区に設定。堆桔は比較的安定し、東側で II舟 （褐色土）、112陪（明褐色土）

が認められる。地山は砂粒を多く含む黄褐色砂質 I:。竪穴住居跡 l基、土坑、ピッ ト、溝状逍構などを確認、

その大半は平安時代の所産とみられる 竪穴住居跡を精査するため、南側に 4X7mの範囲を拡張。縄文
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土器 ・石器類のほか、多数の土師器 ・須恵器が出土。竪穴住居跡のみ遺構内部の発掘を行った。

竪穴住居跡 (VIIF-Hl)(図6) 地山上面で褐色～黒褐色土の落ち込みを検出した後、内部を完掘。確

認されたプランは平面不整長方形状で、長軸4.5m・ 短軸3.3mの規模をもつ。壁高は東側で25cm、西側で

40cm。周溝はない。北半の毅土上部に黒褐色士 （炭灰層か）が広がり、西辺側ではその下部に焼土がレン

ズ状に堆積していた。この部分がカマドに相当する とみられる。焼土下の床而には焼成により内部が赤褐

色に変色した浅い窪みがあり、その両側には被熱を受けた大形の礫 2点が位置していた。礫は支脚として

利用されたものであろう 。カマド自体の構造の詳細や煙道の有無は不明。床面は全体的にやや硬化し、直

径約10~30cm・深度約 5~20cmの円形の小ピット 17基が認められたが、不規則な配置で主柱の構成等は

明瞭でない。覆土及び床面から土師器 ・須恵器がまとまって出土しており、 9世紀代の平安時代に構築さ

れたものと考えられる。

(2) 遺跡北半域のトレンチ （図4・7・8、写真 4・5)

18 T (図 7) IIIG-6~10f・g区に設定。堆積は西側でやや薄いが、東側では安定し、 III・恥層が

認められる。多数のピット・土坑 ・溝状遺構等を検出。中央北寄り (8g区）に位置する土坑 l基は平面

円形で、直径約20cm、推定深度60cm以上の規模をもつ。その上面で土器片がまとまって出土した。また、

中央南寄りで地床炉 1基を検出。平面楕円形状で、長軸約80cm・短軸約60cmをはかる。辿物は縄文土器 ・

石器類が出土。

1 9 T NG -6 ~ lOf・g区に設定。 II層は明褐色～褐色を呈する。少数のピットのみで、南西部で礫

がややまとまって検出さているほかは希薄な状況であった。縄文土器 ・石器類が少批出土。

20 T VG -6 ~ lOf・g区に設定。 II層は明褐色を呈する。北東部に重複した土坑とみられる追構 l

か所があるのみで、追構は希薄。少醤の縄文土器・石器類と須恵器片が出土。

21T VIG-6~10f・g区に設定。全般的に堆積は薄い。東半部で士坑 ・ピットを確認。土坑のうち

1基は平面円形で直径約130cm、推定深度約60cm。縄文土器 ・石器類のほか、須恵器片が出土。

22T VIIG -6 ~lOd・ e区に設定。堆積は全般的に薄く、地山面は東側に緩 く傾斜する。小ピ ット・

溝状辿構を確認。縄文土器・石器類と須恵器・土師器が出土。

23 T V H -6 ~ lOf・g区に設定。 トレンチ西側及び北側の一部を2m (20面）拡張して発掘した。全

般的に安定した堆積で、多数の土坑 ・ピットのほか、土器埋設炉 l基、焼土 2か所、集石 2か所などが密

集して検出された。北西部の断面にかかっていた土器埋設炉は、恥層上面から長軸約1.4mの掘形が認め

られ、その中央に土器が埋設されていた （写真 4⑤)。土器の両側には円礫が組み込まれており、円形あ

るいは楕円形の石組を伴う形態であろう 。土器は取り上げていないため、詳細は不明であるが、突瘤文を

施した深鉢で三十稲場式直前段階 （後期最初頭）の所産と考えられる。まだ炉跡の周囲は貼床状で硬化し

ていた。焼土も地床炉の可能性があり、複数の住居が電複した地点とみられる。多数の縄文土器 ・石器類

のほか、土師器 l点が出十:o

24 T VIIH -6 ~ lOf・g区に設定。西側から東側に向かって堆積が厚くなり、地山而は東側に傾斜する。

II脳は黒褐色、恥層は明褐色を呈する。不整形な土坑 ・ピットを確認。縄文土器 ・石器類のほか、少量

の須恵器が出土。

25 T III I -1 ~ 5 f・g区に設定。西側の堆梢が厚く 地山面まで約115cmをはかる。地山面は西側に

向かって急激に傾斜している。 旧層は褐色土、恥層はII音褐色土、恥層は黒褐色土で礫を含む。小規模な
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沢状地形に土砂が堆梢した状況とみられる。 トレンチ北半部のみ地山面まで掘り下げ、南半部は旧層を

除去した段階で発掘を終 Fした。検出した地山而に逍構は認められない。縄文七器 ・石器類が出土。

26 T IV I -1 ~ 5 f・g区に設定。比較的安定した堆栢で、 III・恥層が認められる。辿構は少数のピ ッ

トを確認したのみであった。多数の縄文土器 ・石器類のほか、須恵器 ・士師器が各 l、1罰出上。

27 T V I -6 ~ lOf・g区に設定。安定した堆栢状況で、 II屈約30cm、II2陪約20cmの附厚を示す。

多数のピ ット・土坑のほか、焼上 lか所、埋設土器 l基が確認された。中央西寄りの焼 1こはプロ ック状で

II恩中の検出、北束部 (lOg区）の埋設土器は中期終末の深鉢 （図12-117)で、 II2/杓上l面付近から掘り込

まれていた （写真 4⑧)。縄文七器 ・石器類のほか、須忠器 ・上師器が少最出士。

28 T VI I -6 ~ lOf・g区に設定。 1I層は明褐色を星する。多数のピ ット・土坑を確認。縄文土器 ・

石器類のほか、須恵器 l、点が出上。

29T (図7) VI I -6 ~ 10d・e区に設定。西側から東側に向かって堆積が原くなり、地山血は東側に

傾斜する。東側では 1Iが1厚く堆積、旧層 （暗褐色上、黒味強）、II2層 （暗褐色上、黒味やや強）、恥層 (II音

褐色土、黒味弱）、II恩 （黒褐色土） に区分される。 1こ）酔部は多鉱の追物を包含し、 1こ器捨て場状の様相

を星している。西側には七坑・ピ ットを確認。多数の縄文土器 ・石器類が出七

30 T ill J -6 ~ lOf・g区に設定。堆積は西側で安定しているが、東側では耕作による撹乱がみられる し

地山面は西側に緩く傾斜する。明瞭な辿構は認められない 縄文土器・石器類が出七。

31T VJ-1~5f・g区に設定。堆積は比較的安定し、 II I・恥層が認められる。少数のピ ットのほ

か、風倒木痕 2か所を検出。多数の縄文土器 ・石器類が出上。その贔は7Tに次いで多い。

32T (図8) VI J -6 ~ lOf・g区に設定。堆栢は比較的安定。竪穴住居跡、土器埋設炉、焼1こ、土坑、

ピットを確認。竪穴住居跡を精壺するため、北側に 4x6mの範囲を拡張。竪穴住届跡 1基のみ内部を発

掘。その他、 トレンチ北東部及び南西部に円形とみ られる黒褐色土の落ち込みがあり、 竪穴住居跡と推定

される。多数の縄文七器 ・石器類が出上。

竪穴住居跡 (VIJ-Hl)(図8) 地山上面の黒褐色」：：の落ち込みを検出した後、辿構内部を完掘。そ

の規模は長軸3.5m・短軸3.2mで、平面形は不整な円形を呈する。壁の掘り込みは中央セクション西部の

立ち上がり付近で25cm、東部の立ち上がり付近で20cmをはかる。北東部では壁の 立ち上がりが不明瞭で

あった。床面の範問内に大小複数のピ ットを検出、直径約20~60cm・深度約25~40cm 上柱はPl~P5 

の5本構成とみられる。炉は床面中央に位置し、 長軸55cm・ 短軸50cmの不整な楕円形状の地床炉である。

中央に直径18cm・深度10cmの小ピ ットが認められ、焼上直ヒか ら炭化物及び少絨の骨片が検出されてい

る。床面は小規模な1111凸のあるクレーター状で、著し く硬化していた。出七逍物としては、毅土及び床而

から縄文士器、石器類 （石JJll)、炭化材等を検出した。炭化材は年代測定を実施 030頁参照）。出土上器の

様相から後期中巣 （三生仏式段階）に構築されたものとみられるが、放射性炭素年代測定値とは調和して

いない。

33 T N K -1 ~ 5 c・d区に設定。 1I層は黒褐色を呈する 地山面は西側に緩く傾斜している。若干

の小ピ ットを確認したのみで、辿構は希薄。縄文土器・石器類が出土

34T (図 7) VK-1~5d・e区に設定。堆積はやや薄い 住居 l基のほか、上坑 ・ピットを確認。

長方形状の住居はトレンチの中央に位置し、幅20cm程度の部分的な周溝や主柱とみられるピットととも

に、床面の中央に細長い焼土帯 （地床炉、検出長約 3m)が検出された。周溝の配骰から短刺I約 3m・長

軸5m以上の規模が推定される。長軸方向の周溝にズレが生じていることから、 2棟が重複している可能
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性もある。床面及び地床炉付近からは、縄文時代中期後半の上器が出土した 住居の形態的な特徴は、馬

高辿跡の長方形住居に類似する。その他、縄文時代後期の七器及び石器類も多数出七。

35 T VI K -1 ~ 5 d・e Iiに設定。西側の堆柏が薄く、 ITI曽が認められない。 I:: 坑 ・ビットのほか、

地床炉とみられる焼ヒ 3か所がある。そのうち l砧は埋設日器を伴っていた。焼土の周囲には貼り床状の

黄褐色七の硬化部分も認められ、住居跡が重複しているとみられるが、平面形態は明瞭でない。縄文上器 ・

石器類のほか、上師器 l点が出上

36 T V L -1 ~ 5 b・c Iiに設定，束側で堆梢がやや安定しており、 III'II 2lfi'iが認められる。地山面

は緩く西側に傾斜している。 トレンチ北西部で、H:1;,+1 J店とピ ットを確認した。長方形状の住居は、細長

い焼上帯 （地床炉）、閻溝、七柱とみられるピ ッ トがあり、 1未而の範囲は部分的に硬化しているっ部分検

出のため詳細は不明であるが、短軸約2.5m以 I::.、長車1!14m以上の規模が推定される。形態的には34Tの住

屈に共通。 縄文十．器 • 石梱類が出上。

3. 遺 物

総数はコンテナで約150箱を数え、縄文時代及び平安時代の辿物が多数出士した （表3参照） 以下、種

別ごとに概要を記載する。

(1) 土器類 （図9~14) 

上器類の破片総数は約lOJj点（約1.300kg)に及ぶ。辿跡北半域の地点では縄文時代中期後半～後期初頭 ・

前業の土梱が、また南半域には後期前業～中業の七器がt体的である。平安時代の十．器としては、須恵器

と土師器があり、主に辿藤沢沿いのトレンチから出上した。

①遺跡南半の トレ ンチ ( 1 ~ 17 T) 出土の土器 ( !~9 ) すべてのトレンチで縄文い器が出土している。

その主体は後期の土器で、特に前業の南三十稲場式 ."'業の三生仏式が多い。その他、後期後菜や中期末

葉の日器が僅かに認められる 麿的には7Tが最も多く、 4T・lOTがそれに次ぐ 平安時代の須恵器 ・

t師器は17Tのほか、 14T・8 T・12T・7 Tで出上した

1 ~30は縄文土器。 l・ 2は刺突を加えた隆帝文をもつ深鉢で、中期終末に位ii"tづけられる。 3~6は

刺突文を施した上器で、後期初頭の三 I—•稲場式0 3 . 4は柏状把手をもつ深鉢、 5・6は蓋 7 ~15は縁

偕文や沈線文等で文様を構成する深鉢。後期前葉の南三十稲場式である。20~26は斜行縄文と沈線の帯状

文をキとする後期中葉の三牛仏式の類。20~23は深鉢、 24~26は浅鉢。27~30は入糾僻状文を施す波状n

縁の深鉢。東北地方南部の新地式 （稲付土器群）に並行する類で、後期後策の所産。

31~35は平安時代の上描。31~33は須恵器で、31・32は佐渡産の無台杯、 33は壷。31の底部は圃転ヘラ

切り不調整。34・35は土f:1li器の無台椀である。

②遺跡北半の トレ ンチ (18~36T)出土の土器 (1i110) 全般にわた って縄文上器が出上している。後

期前菓～中築の士器が主休的で、辿跡南半に比べて前業の三 卜稲場式段階の上器がII立つ その他、中期

後半の土器も少批みられる 出巳せでは31Tが蚊多で、 26T・29Tがそれに次いでいる。平安時代の須恵

器 ・上師器は、 20~24T・26~28Tで少最出土した

36~65は縄文土器。36~43は中期後半の深鉢である。36~38は渦巻状の隆線をもつ。中期中葉の所産で

束北地方南部の大木8b式に並行する。この類は34Tでまとまって出土した。磨梢縄文を伴う 39は大木 9式。

40~43は刺突を加えた隆帯文をもつ類で、胴部には斜行縄文や撚糸文を施す。中期終未に位i筏づけられる

44~54は後期前業のニ 卜稲場式。44~50は橋状把手をもつ深鉢で、把手が捻じれた形態は新段階に位置づ
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表3.三十稲場遺跡出土遺物一覧

縄文上器 石器類 t製品 'I勺安時代

トレンナ 爪祉： 板状 H製 1/-'i製 砥 If¥,,(i 上製 球状 その 須恵 Hili 
点数

(g) 
ィj柏 ィ，鏃 ィ;錐 イi匙 掻器

石器 石斧 イi斧
イi錘

./i 類
イillll£類 石棒 日閲

fl)板 I. 製 他 器 器
上錘

IT 1.383 1,1,930 2 I I I l 2 I 31 I J I 

~T lll 1.125 J I 

3T 573 5.590 l l l I 

IT 3.cJ70 50..J70 l 7 I 7 I 

5T !Ol 1.370 I 4 

6T 92 l.035 

7T 25.050 270.575 8 l 3 1 II 17 19 54 16 2 I 2 8 I 2 3 

8T l.~80 18.835 I 2 2 I 5 

9T 633 3.8,10 2 3 I 3 

!OT 2.610 28.237 I I 8 5 2 l 

!IT 855 10.485 I I l ll I I 

12T 988 11.729 2 1 I I 2 3 I I 5 

13T 274 3.901 l 1 5 

I IT ,166 3.-133 -I I 3 .J l 1 25 22 

15'1' 561 7.215 I 2 

16T 127 1.885 2 J 

17T 632 H80 3 I 5 8 l 2 I 73~24 

18T 1.324 22.329 I 3 2 ， I 

19T 188 3.270 I 3 1 

20T ;)3 585 I I 

21T 176 1.983 2 l 2 2 I 10 

22T 553 5.09-1 I 3 I :, 10 

23T 3.24-1 47.737 2 l ~ 8 I 30 4 l I 10 I 

24T 1.459 17.353 2 2 2 3 I 8 I 5 

25T 521 6572 l I I 6 2 

26T 9.787 15l.440 3 :J l5 7 8 2 I I 1 1 1 

27T 1.313 53.651 I I 2 2 I ， 1 26 4 3 21 I l 

28T 1.681 16.905 3 I 6 (i I I 1 

29T 8.355 1~3.887 6 l l 2 I ~ 2 3 2 11 2 

30T 918 10.590 I 2 2 

31T l.6.'106 243005 8 I 2 -I ::, 10 56 5 26 I I I 16 

32T 7A60 9U90 6 I 2 3 I 12 3 13 2 I 2 2 

33T 376 5 780 I 6 I 

31T 3.288 55.017 I 3 I 2 2 8 I ， J 1 I I 

35T 2491 36.135 L I 7 I 6 I 3 1 

36T 1.320 23.185 2 2 7 I 7 

表採 16 295 I I I 2 

総，汁 103.968 1.385.071 3 65 6 I 7 22 22 60 200 58 311 10 3 7 l6 81 2 7 136 16;, l 

けられる。胴部には刺突文や突瘤文が認められる。51は浅鉢で、新段階の所産っ52~54は疵である。55~

58は前業の南三 卜稲場式の深鉢。55は古段階で、 三 卜稲楊式からの過渡的な様相を残す 56~60は縁帯文

等を施す類である。61~64は後期中菓の三生仏式で、 61・62は波状II縁の深鉢、64・65は帯状文を施す浅

鉢。65は入組帯状文で区両する波状u縁の深鉢で、後期後業に位骰づけられる。

66~68は平安時代の七器。66は上師器の無台椀で底面に回転糸切り痕を残す。67・68は須恵器で、 67は

型の口縁部片、 68は杯蓋の端部である。

③主要トレンチ出土の土器 （図11~14) 7T・17T・18T・27T・29T・32T・34Tから出上 した主な上

器を記載する。

7 T (図11)・大形上坑状辿構 (VD-Pl)から出土したヒ器の一部を示した。69~87は毅上上層出土

で、後期中業の三生仏式段階を主体とする。69・70は後期初頭の三十稲場式の深鉢、 71~73は後期前業の

南三十稲場式の深鉢。71~86は三生仏式で、74~77は大振りの波状口縁をもつ深鉢、 78~80は人り組んだ

磨消縄文を施す深鉢または壷の胴部片、81~83は帯状文等を施す浅鉢。84~86は小形の土器である。84は壷。

85・86は浮彫風の人組文様をもつ鉢と注口土器で、 85の外而は朱彩されている。87は後期後業の荊付土器
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の類で、壷とみられる。浮線上に細かい刻目を）111えている

88~105は覆土下／祠から出土した土器で、 三生仏式段階を主とするが、底面部付近では南三十稲場式段

階の土器がややまとまって検出されている。88~92は刺突文を施す三十稲場式の深鉢。93~96は南三十稲

場式の深鉢。93・94は円孔状の刺突を巡らす古段階の深鉢で、土坑底面付近から出土した。95・96は縁帯

文もつ類。97~105は三生仏式で、 97~101は深鉢、 102・103は浅鉢、 104は浮彫風の入組文様の注口土器

である。105は小形土器で、底面には網代痕が残る。

17T (図12上） 106~116は17Tから出土した平安時代の土器。109・110・113は竪穴住居跡(VIIF-Hl)

の毅上、その他は包含層から出土。 トレンチ全体では須恵器片73点 ・土師器424点を数え、住居跡出土も

同様に土師器が多数を占める。なお、全般的に細片が多く、図化可能なものは少ない。

須恵器には無台杯と有台杯があり、その大半は無台杯である。106~107は無台杯で、底部は回転ヘラ切

り不調整、その他はロクロナデ。108は墨書土器で、底面に「上」の字がみられる。109は無台杯で、底部

は同転ヘラ切り不調整。107のみ佐渡産。その他、壷の破片が少鼠ある。

上師器には、多数の無台椀と小甕 3点がある。110は無台椀で、底部は回転糸切り不調整、その他はロ

クロナデである。111~113は内面黒色処理した無台椀で、底部から体部下半に回転ヘラケズリし、内面を

ヘラミガキしている。114~116は小甕の破片。114はロクロナデを施した体部、 115・116は底部で回転糸

切り不調整。なお、 トレンチ全体でも土師器の長胴甕や鍋などの破片は認められなかった。

18 T (図12中） 118~126は土坑 （皿G-8g区）上面出土の土器。複数個体の土器破片がまとまっていた。

118・119は縁帯文を施す深鉢で、同一個体片。125は入り組んだ磨消縄文の深鉢。120~126も縁帯文や沈線

で文様を表現している。いずれも後期前葉の南三十稲場式の新段階に位置づけられる。

27T (図12上左） 117はVI-lOg区検出の埋設土器である。口縁部が直線的に開く深鉢で、刺突を加え

た逆三角状の隆帯を口縁部に 4堆位で配し、その下端から底部にかけて同様の隆帯を垂下させている。ロ

縁部は 3条の波状隆帯で連結 し、その間にも刺突を施す。また、隆帯の結節部等には小突起を付す。胴部

の区画内には縦位施文気味の斜行縄文を充填する。中期末業の在地系土器とみられる。

29T (図13) 141~168は堆積の厚い斜面部から出土した主要な土器である。 ヒ層は多菌の辿物を含む

下／褐の追物は少ないが、中期末葉の土器がまとまっており、陪位的な傾向が窺われる。

141 ~ 161は上附 (Il1~]]3陪）出土C 141 ~ 145は中期末葉に位置づけられる。141~ 144は刺突を加えた

rill線(Iりな隆幣を口縁部二巡らす在地系の深鉢で、平口縁を主とするが、小波状口縁のも のもみられる。磨

消縄文による曲線的な区画をもつ145は、東北地方南部の大木10式の影評を受けている。146~149は後期

前築の三十稲場式。146・147は深鉢、 148・149は薔である。150~153は縁帯文等を施す深鉢で、後期前葉

の南三十稲場式段階。154は網 1可状撚糸文の小形七器 155~ 160は後期中業の三生仏式の類で、 155~157

は深鉢、 158は小形壷、159・160は浅鉢。161は微隆起線で入り組んだ文様を表現し、その結節部に瘤状の

小突起がみられる。後期後葉の瘤付土器群に伴う類であろう 。

162~ 168は下陪 (]]愚）出土。162~165は刺突を加えた隆幣や連続刺突を「1縁部に平行して巡らす深鉢。

胴部には撚糸文や斜行縄文が施されている。166は小波状口縁に1ll1線的な隆帯を巡らす類で、 144と類似す

る。いずれも中期末業に位箆づけられる。167はU縁部に無文帯を形成し、その下部に縦位の撚糸文を施

す深鉢、 168は無節の斜行縄文の深鉢である。

32T (図14) 竪穴住居跡及び包含層から出土した土器である。169~190は竪穴住居跡 (VIJ-Hl)の

覆土出土。後期初頭～中葉の時期幅がみられるが、械的には中業の三生仏式段階が多い。169~171は刺突
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文を施す後期初頭の三十稲場式。172~175は後期前葉の南三十稲場式。177~181・183~ 185は沈線間や隆

術の連続刻目、幅広の帯縄文などで文様を構成する類で、 178のみ浅鉢でその他は深鉢。深鉢の文様は三

生仏式でも新段階 （ 関東地方の）~u 酋利B3式並行） の様相を示す。 183~ 185は床面付近から出上した。 182

には荊状の突起があり、後期後業の瘤付土器の段階とみられる。186~190は粗製的な深鉢。186~188は櫛

歯状工具による条線文、 189・ 190は粗大な網目状撚糸文を施している。190は炉の直上から出土した。

191 ~203は包含陪出上。191~ 194は後期初頭の三十稲場式で、191・192は古段階の深鉢、 193・194は新

段階の盗。196~198は縁帯文を施す深鉢で、後期前業の南三十稲場式。199~203は後期中菜の三生仏式の

深鉢である。

34 T (図12下） 127~140は長方形状の住居部分 （毅土相当）から出土した土器である。中期後半と後期

前業の土器が混在していた。127~130は渦巻状の隆線等を施す深鉢で、中期中葉に位置づけられる。131

は17縁端部に撚糸側面圧痕を巡らした斜行縄文の深鉢。132~134は「l縁部に隆帯や円形の判l圧を加える深

鉢で、中期末葉の所産とみられる。135は平行沈線を施す浅鉢。136~140は縁帯文等や沈線で文様を構成

する深鉢で、前業の南三十稲場式段階に位岡づけられる。

(2) 石器類 （図15~19、表4)

縄文時代の石器類は総計798点に上る。石鏃 (65)、石柏 (3)、石錐 (6)、石匙 (1)、打製石斧 (22)、

麻製イi斧 (60)、板状石器 (22)、石錘 (200)、砥石 (58)、石皿 ・磨石類 (354)などがあり、特に石鏃．磨製

石斧・石錘が多い。また、石製品としては、玉類 (3)や石棒 (7)などが出土した。その他、多屈の剥片

類や礫，礫片が認められる。各発掘区の主要な出土品を器種ごとに記載する。

石鏃 （図15-1 ~23) 凹基無茎を主 として、平基無茎 ・円基などの形態が認められる。 1~16は1111

基無茎の類。長さ約 4~l.5cmで、 小形の製品が多い。17~19は平基無茎、 20・21は円基の形態である。

22・23は加工途中の未製品。23はチャートの円礫を両極打法で最lj離した痕跡を残す素材で、石鏃製作の初

期工程を示している。この種の円礫は多数出土しており、後期に通用していた技法の一つとみられる。石

材はチャー ト・ 頁岩・黒曜石 ・緑色凝灰岩 ・鉄石英など。 1・5・10・14・20には基部にアスファルトの

付府痕が残る。

石錐 （図15-24~28) 幅広の摘み部と短い錐身をもつ類と、つまみ部と錐身の区別が明瞭でなく全体

が逆三角形状の類がみられる。石材はチャ ート など。

石槍 (I叉115-29) 横長剥片を素材とし、木菓形を呈する。調整は机く、表面右上側縁を欠く 頁岩製。

スクレイ パー （図15-30・31) 30は楕円形状の素材の縁辺に机い剥離を加えたもの。31は素材の 2fl!ll 

縁に細かな調整が施されている。石材は頁岩。

打製石斧 （図16-32~36) 撥形と知lllJ-形の形態がある。32・33は撥形で、 32は蛇紋岩製の磨製石斧を

転）TIしている。33はfl!ll縁が括れて、メJ部が広がるシャモジ形を呈する。34~36は縁辺が直線的な短冊形で

ある。石材は頁岩など。

磨製石斧 （図16-37~47) 定角式の形態が主体的である。両側辺が刃部に向かって広がるものが多い。

長さ 15~10cm程度の大形品 (37~42)と5~2cm程度の中形 ・小形品 (43~47)がみられる。石材は蛇紋

岩 ・ 安山岩 • 砂岩などで、全体の約半数が蛇紋岩製である。

板状石器 （図17-48~56) 板状の素材を）廿いて、縁辺を粗い剥離で円形 (48~53)・楕円形 (54)・四角

形 (55)・三角形 (56)などに整形する。円形が多く、直径 5cm程度のものが主体を占める。石材には粘
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板岩を主として、安山岩などが用いられている。

石錘 （図17-57~67) 偏平な円礫を素材として、長軸の両端を打ち欠いた礫石錘 (57~64)が大半を占

める。長さ 3cm程度の小形品から10cm程度まで多様なサイズが認められる。65・66は短軸の両端も打ち

欠いた形態で、 67は表哀に十字の浅い溝をもつ切目石錘の類である 。 石材は安山岩• 砂岩など。

砥石 （図18-68~73) 板状の礫を素材とするものが多く、いずれも破片である。砂岩製のものがほと

んどで、表裏面に浅いくぼみや数条の溝が残されている。

石皿・磨石類 （図18-74~78) 安山岩や砂岩などの円礫を用いた磨石 ・凹石 ・敲石 ・石llilの類が多最

に出土している。74は表裏にくぽみをもつ凹石である。75~78は石JITl。偏平な円礫の中央に浅いくほみを

もつものや敲打の痕跡を残すものなどがみられる。78は表面側に縁取り、裏面側には脚部を作り出したもの。

石棒 （図18-79~81) いずれも石棒の胴部破片で、小形品 (79)と大形品 (80・81)がある。完形品や

頭部は認められない。 石材は砂岩• 安山岩・凝灰岩など。

玉類 （図19-82~84) 包含層出土の82は平面長楕円形状の垂玉で、中央の穿孔部で欠損している。蛇

紋岩製。83・84は7Tの大形土坑状追構の覆士下層 （底而付近）で出土した。83は偏平な形態の垂韮で、全

面を研磨している。蛇紋岩製。80は略戸角形状の垂玉で翡翠製。

円環状石製品 （図19-85) 円環状を呈するとみられる石製品の破片で、側而には溝状のくぽみが認め

られる。その形状から指輪形の石製品の可能性も考えられる。石材は滑石とみられる。

(3) 土製品 （圏19、表 5)

縄文時代の土偶16点・土製円板81点、有孔球状土製品 2点、平安時代の土錘 1点などが出土した。

土偶（図19-1 ~ 9) 頭部片はなく、腕部や脚部の細片が多い。 1は乳房を表現した胴部上半、 2は肩部、

3は腕部、 4は下腹部が膨らむ胴下半、5~9は脚部とみられる。その多くは、後期に特徴的な山形土偶

の類であろう 。

土製円板 （屈119-10~15) 土器破片の縁辺を整形して円板状にしたもので、多数出土している。表面

には縄文・撚糸文・条線文・無文などの文様が残る。

有孔球状土製品 （図19-16) 長軸方向に孔が貰通した球状の土製品の一部である。表面には沈線によ

る区画がみられる。

土錘 （図19-17) 長軸方向に孔が貰通し、円筒状を呈する上錘。平安時代の所産である。

(4) その他

7Tの大形土坑状造構や32Tの竪穴住居跡などから炭化材が出土 （年代測定を実施、 130頁参照）。その他、

7Tの大形土坑状逍構の覆土上層から小形壷に入ったベンガラ （写真 2③)が、また32Tの竪穴住居跡の炉

跡周辺から微細な骨片、 23Tの焼士周辺からは焼成不良の粘土塊が出土している。
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表4.三十稲場遺跡石器類属性一覧

魯り JU I Ill 1-Jメ▲ 閤沖Ii Jとさ 糾,,,さ ,T(l,l (1材

I 1178 2iT -I 161 I, 磁 3.8 1.5 0.-1 2.0 チャート

2 3619 32T-¥l J lif i; 錫 :l.5 I I 0.5 2.1 Ji,; 

3 10:36 31T -¥'K北 Ii鏃 :l.5 I 6 0.1 2.0 rm 

., 3616 26T - ~' 12g ,, 繰 2.3 1.0 03 0.6 チャート

5 7:!I IOT-IIIE7f /1鏃 2.5 1.5 0 I 1.2 kill! 

6 1178 27T-¥16g Ii鏃 '1.0 1.5 0.5 2.0 : 謳安111,;

7 3191 2 IT -1lll7f <, 鏃 2.1 1.5 o.:i 0.8 Ii. 髄

8 1211 29T-ll 18d Ir鏃 1.9 1.2 0.3 0.5 チャート

9 2191 7T -¥'DP! ./j鏃 1.6 I I o.:l 0.1 !!、¥Bh[;;

10 :J95J :J2T -11 J 7h {1簸 2.:1 1.3 0.5 I l チャート

II 1270 27T -1・I 6g r; 鏃 2.1 u; o.3 II 以ィi美1赤I

12 1015 ~IT- ¥lG ii鏃 2.5 1.6 0.6 2.0 rm 

13 109 7T -1・09r /1媒 I. う 1.0 0.2 O.:l 十ャート

11 2172 7T-¥.DIOh (i鉱 3.0 I I 0.1 13 鉄石英IV/I

15 1597 31T-¥'J2g I, 鏃 2.6 I I 0.5 1.8 チャー I・

l(i : 花：l7 :lOT -IU J 6g Ii鐵 l I 13 OJ 0.6 Ii髄

17 IWI 27T -1・I 8g h鏃 21 1.6 0.5 Lう チャート

18 608 I IT -¥lEIOf h繰 2.0 lJ 0.3 0.8 チャート

19 3613 28T-¥116g I, 鏃 1.5 11 0 I 0.6 チャート

20 221;o :HT -I J Ii繰 l.!J 1 l 0.-1 0.8 緑色凝灰(i

21 603 8T -11D6g Ir議 1.9 1.6 0.6 1.3 舷色凝'*"

22 .1100 :llT -¥ K2d ／，鎮 2.7 1.7 0.5 2.2 rm 

2:l 28.; 171'-11110g Ii紘 3.1 2.5 0.7 7.1 チャート

21 2J77 n -1・op1 lrW 3.1 1.9 O.i 1.2 Ii髄

2o lll'J2 3-IT -¥ K le f,lll' 5.0 3.5 1.2 11.7 流紋,・t

26 10!)(; 31T-I K:lじ ii錐 3.7 2.1 0.8 1.9 十ャート

27 JOI I 21T -11G6f iilll. 3.1 2.1 I 0 7.0 チャート

28 1161 29T -II I 9e Ii錐 3.2 2.-1 0.9 6.6 凝11<1:

29 1099 3H -I K3d /,Kl 6.3 2.1 0.9 12.8 /!'LI 

30 1593 31T-IJ~g 掻器 o.O 11 1 I 26.1 n・;-; 
:11 2089 25T-llll5g 掻器 6.6 :l.8 12 25.7 H!Hi沿

32 20部 7T-¥"DIOg /fFHi斧 11.., o.:J 26 20(淵 蛇紋fi

33 1711 :JIT -I 13g If製ィi斧 110 6.6 2.0 I 18.9 rm  

:11 1278 27T -¥ 19g If桟ii芹 ll.11 5.1 21 117.1 rm  

35 3735 32T -¥1J71 Im≪ 斧 6.8 5.1 2.0 88.3 rm  

36 I畷 35T -¥1 K5c 打製イi斧 10.5 2.5 1.3 18.6 rm 

37 1165 23T -I 1191 Jft~ イi芹 10.6 GI 1.0 380.!I 砂,;

38 3989 JIT-1 K3e Jflil<i芹 11.3 5.-1 2.7 :u.1.s 蛇紋ti

39 1286 23T-1・1110g 杓骰(i斧 9.-1 6.1 3.7 373.7 砂Ii

10 :!600 28T-l¥'l10f 布,i<i芹 8.8 5.6 2.7 235.3 安111'/c

II 3553 28T -11'151 布桟ィ，斧 13.1 62 3.0 魯 .I 砂<i

12 2362 7T -¥ DP! ｝仔桟Ii芹 12.8 7.1 3.0 115.8 砂"

1:l l9l7 :!5T -11 K3c IFL骰れ斧 8.0 3.5 II 70.fi 蛇紋？；

.,~ 552 l lT-IUE7f ！仔}Hi斧 5.2 2.2 0.7 12.R 蛇紋,:・

15 3500 18T -lllG8f 1仔殺ii芹 6.8 2.8 1.0 32..1 蛇紋,;

16 2031 :!IT —\J ]f 1/l罰{-j斧 3.1 I I 0.5 II I/; 板ti

17 1706 31T-¥ J If urnィj芹 2.1 15 0.5 3.0 蛇紋ti

18 11船 31T -1・J2f 板状{i器 3.6 3.5 0.8 12.9 粘板,:・

.19 ll 5T -llC7h 板状石器 3.9 3.7 1.3 21.0 粘板,:

50 271 9T-IIE9e 枚j~{i 器 3.8 35 0.7 t:l.6 粘板(i

51 1172 27T -I L6g 板状(j器 -1.6 l.;i 0.9 25.7 粘板Ii

52 2:371 7T-1・0 板状ィi器 II 11 1.0 211 粘板府

5:3 115-1 32T-llJ 板状イ［僻 5.0 1.9 l.l '.l!II 安11111

51 IGIO 公)'「-IBl9d 板状イi樅 5.5 1.3 1.0 24.3 粘板,;

55 I rli'I'・ 牧I<採 板状ィ，器 1.6 11 0.6 18.3 枯板府

56 3567 2¥T 板状ィ，辟 1.5 Li I I 2:J.8 粘板,:

57 バ迅 !OTー illE i,i桑 3.0 :l.l 1.2 12.1 安,1,,:

58 558 IT-l"C8f Iii屠 3., 2.7 0.9 1:1.0 安,1,,:

59 1709 :l!T-I }If {i綽 3.6 2.6 0.8 Ill 紗,:
r,o m IT-I℃ 6f (1籍 1.2 ,.fi 1.5 さl.J 安111,:・

61 1799 31T-I J3f h籍 1.5 3.1 1.0 23.1 紗~;

1;2 557 IT-I C8f ii籍 1.5 l~ II 28.0 凝1火,l

G3 1910 :!5T -llK!d jj錘 6.8 5.7 1.-1 76.6 安11,,;

fil 1782 1¥T-I Jog i,I卓 i.9 CW 2.6 185.3 安111≪

65 6:l:l I IT-¥IE6f イi鉾 5ふ ,.6 23 81.3 安111,t

郎 ,JIii :HT-1・, 函 ィil重 1.8 2.8 1.8 28.8 安111,;

67 l lil 29T -II I 11¥d ii錘 1.9 :to 2.0 I0.2 安111,t

岱 3712 26T - ~J:lf 砥イi 15.0 9.6 5.0 711.0 紗,:
69 1702 初T-11I 9e 低イi 16.8 9.6 3.0 122.0 砂,:

70 3769 3tT -¥IJ8g 飢Ii l~J i.9 ;J.,j 391.2 砂料

71 318 7T-I OIOg 飢Ii 11.5 8.8 2.2 287.0 砂,;

i2 1116 23T-1・115g 低イi 10.6 7.3 3.8 335.0 砂,;

73 1719 23T - ~12f 低ィi 9.7 6.5 1.0 92.0 砂,;

71 1i:13 23T-¥'IIIOg I~ イI 6.9 5.2 ;_1 l氾.9 安,1,,・r

75 1180 31T-¥'K (f. (illll 211 20.0 1.9 2927.6 安,1,,;

i6 386 iT-11D2b 11nn 16.0 8.9 5.1 77:l.l 安111,:

77 2117 7T-¥ Dl'l MIi 18.6 10.8 6.-1 l 1Ci7.2 安111,:

78 2233 7T-I UPI /,illl I 1.0 12.9 6.0 733.6 安,1,府

79 1153 31T-I J2f ,ilf 5.0 3.-1 2.(; 81 6 粘板府

80 971 7T-11D2d /jl{I 82 7.0 7.0 617.fi 安1111c

81 1238 23T -¥ 116f fi怜 10.8 9.8 7.:! 1928.1 凝I火・1;

8t 1st; IT-I・C9f ~1, 2.8 1.5 1.5 10.7 蛇紋n
8.1 2.100 iT-I DPI ,, k 1.5 15 0.5 5.9 蛇紋,:

81 21:l!J 7T→ I DP! 届,, 3.3 II 1.3 9.1 ボ翠

邸 llOO ill l:liイ渭I l'I閑状h製品 II :w 0.7 :l.6 冷Ii

備ぢ

e ,tfHi 

t ,, 付?,

奸地分析

e,+fHi 

ヒ,tf寸杓

ヒッtj寸Ii

よ製品

よ製品

ト'IM

／仔慎転Ill

}J,111欠Ill

}J部欠lil

枯，1砂:Ill

JJ, 部欠JII

))部欠Ill

})cli欠Ill

})部欠m

小形，＇,｛，

小形品

敗熟

Iii昇

ド ~1111 I 

脚H

欠m
ト.IM/111:

., ト・1M

欠Ill

表5.三十稲場遺跡土製品属性一覧

番り 収 I: 11¥IY 器柿 )<さ 糾 ''Iさ if(l,t 形状冷

I 2189 l3T-¥'118f !・fill -1-1 5.7 2.3 >I I 胸部

2 3793 32T -¥l J 9g l:flll 17 37 1.8 27.7 腕部

3 2116 27T -1・17g 1:1/Ji 3.2 3.3 1.6 13.1 腕部

I 386~ 32T 1-~ り a.9 47 2.・1 18.7 脱部

o - >o--o - I IT-IIE89g t伐 5.1 3.3 5.0 邸.7 足部

6 l(i26 27T-1・1if l:flll 5.6 :l.3 3.0 泊.7 足部

i J:!58 29T-I> 19d I. 似 :l.3 2.0 2.9 I< I ),l祁

8 609 I IT-¥IEIOg I: 低 3.1 2.0 2.3 12.0 足部

9 1780 31T -1・J 3f I: 似 6., 3.5 ,.3 71.5 足部

10 1667 :wr-1・J 1r l:l'il'I板 2.!l 3.0 1.0 9.1 撚糸文

11 19i6 :!3T - ~' K3c I穀l'I板 2.!l 3.1 1., 12.2 縄文

ll 1559 27T-1・I JJJ<l I・ 製l'I板 3.2 2.9 II 9.8 縄文

13 1553 29T-11 I ilk! I・ 製 l'I板 J.9 o5 I I 19.8 縄文

11 1230 27T -1・16g 1-l!/i'I板 31 3.8 11 12.9 条線丈

15 1037 JIT -1・,5e I: 殷l'I板 3.6 3.7 1.0 11 I 誕文

16 2:m 7T-l'DPI 球状 I:製、：:, 31 :l.8 1.7 18.3 イii倅

17 3672 2GT - ~15f 1:1章 (i5 :1.8 3.7 813 

．：・ 「魯り→は・J;測l'1の憐別番サ、「![(¥・.」 は潟1tll.fのJ[il:番りを・,,,す。

;• 「J,さ」「島I ←I•/ さの 111!,'W,m 、 「 ,rc,,t」の 11\位は g である
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図 11. 主要トレ ンチ出土の土器① (7トレ ンチ出土）
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図 14. 主要トレンチ出土の土器④ (32トレンチ出土）
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図 16.各トレンチ出土の石器類② （打製石斧 ．磨製石斧）
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写真 1. 三十稲場遺跡全景 ・遺跡南半域のトレンチ(1)

1三十稲場遺跡全景 （東側から）

'3'14T検出の掘立柱柱穴 （西側から）

④ 6T遺構検出状況 （束側から） ⑤ 6T検出の掘立柱柱穴 （北側から）
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写真 2. 遺跡南半域のトレンチ(2)

迂

① 7T発掘作業 （南東側から）

~
 

③ 7T大形土坑状遺構上層出土の土器 （北束fllllから）

② 7T大形土坑状遺構検出状況 （南東側から ）

④ 7T大形土坑状遺構下層の発掘作業 （南東側から）

⑥ 7T大形土坑状遺構完掘状況 （南束側から ）

⑦ 10T遺構検出状況 （西側から） ⑧ 12T遺構検出状況 （東側から）
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写真3. 遺跡南半域のトレンチ(3)

↑ 13T遺構検出状況 （西間から）

含 1ST遺構検出状況 （東側か ら） ④ 17T住居跡等検出状況 （西側から ）

⑥ 17T住居跡土層断面 （北側から） ⑥ 17T住居跡覆土出土の土師器 （北側から）

⑦ 17T住居跡発掘作業 （西側から） ⑧ 17T住居跡完掘状況 （西側から）
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写真4. 遺跡北半域のトレンチ(1)

② 18T土坑検出状況 （南側から ）

⑤ 23T炉跡検出状況 （南側から ） @25T沢部検出状況 （東側から ）

へ虎

_, —-· 
⑧ 27T埋設土器検出状況 （西側から）
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写真 5.遺跡北半域のトレンチ(2)

.、しり焦碕ら
； 

,, 叫,... ,,,.,. 
< ., 郭.,.

①つa

③ 32T住居跡検出状況 （西側から）

⑤ 34 T遺構検出状況 （東側から）

ふ9

‘’ 方全 11 

r・ 
⑧ 36T住居跡検出状況 （南側から）
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IV 馬高遺跡の調資

1 . 調査区の概要

史跡指定範囲に設定した南北方向 2ライン ・東西方向 lラインのトレンチ （約l.400rri)及び遺跡の中

央部分 （約600rri)を対象に発掘を実施し、縄文時代中期を主とする遺構・迫物を確認した （図20)。なお、

追構番号は原則として略号 （住居跡： H、土坑・ビ ット： P)と大グリ ッドのごとの通し番号を付した （た

だし、中央区の住居跡については一連の番号とした）。

堆積が良好な中央区 (VIG区北壁）で確認された基本的な層序は、次のとおりである （図24参照）。

I層：現表土、芝貼り及び盛土部分、層原約10cm

I 2層：旧表土、旧耕作土、褐色土、ややしまりあり、層厚約10cm

町層：褐色土 (Hue7.5YR3/l~3/2)、やや粘性あ り、部分的に赤褐色、逍物多砿包含、層厚約15cm

恥層：黒褐色七 (Hue7.5YR3/l~2/2)、粘性なし、部分的に褐色、遣物少品包含、膀厚約20cm

m層：褐色～黄褐色土 (Hue7.5YR5/2~5/3)、漸移居、地山粒多く粘性ややあり、陪厚約 5cm

w層：黄褐色上 (Hue7.5YR5/4)、地山、粘性あり、層原約50cm、その下部は黄白色粘土層

このうち、 II1層が追跡形成時の旧表土に相当するとみられる。追跡の中央付近を除いて、旧来の畑作

の影響もあって全般的に堆租は簿い。層厚が薄い地点では III習は単層となり、削平されている部分もある。

一方、遺跡北西端部では、沢状の地形に II層が厚く堆積し、 3附程度に細分される。

2 遺構

(1) 南北 Iライ ン （図21・26・33-35、写真 6-9) 

遣跡西部を南北方向に縦断するトレンチである。幅4mでVA-VJ区にかけて設骰した。農道等の未

発掘部分を挟んで南北 Ia-Idの4トレンチに区分される （図21)。

① Iaトレ ンチ VA-4・5h~VC-4・5c区に設定 （長さ32m)。地山面までの深度は17~29cm。 I

｝習のみで II層は認められない。炉跡や焼土のほか、土坑・ピ ット等が確認された。直径 lmを超える土坑は

複数あり、貯蔵穴と掘立柱柱穴が混在しているとみられる。VB-Hlのみ追構内部を発掘、その他は地

山上面での検出にとどめた。なお、 トレンチ北端のvc区では耕作による掘削痕が残る。

VB区の炉跡 (VB-Hl)(図26) VB-4a区に位置する。地山上面で長さ165cm・幅150cmの不整形

な焼土の広がり及び石組を伴う埋設士器を検出。その内部を掘り下げたところ、炉跡 2基分の掘形を確認し

た。H1 aは不整な楕円形状で長軸110cm・短軸70cm、南側に土器 2個を埋設する。H1 bは不整な長楕円形

状で長軸145cm・ 短軸80cm。北側に円形で播鉢状のピ ットがあり、内部に焼成を受けた礫が残る。また、中央

部には入れ子状に 2個の土器を埋設する。土器はいずれも縄文を施した深鉢の底部で、中期末粟に位置づけ

られる。石組が破損あるいは欠損した梵鐘形の複式炉とみられる。

VB区の焼土 (VB-H2)(図26) VB-5h区に位骰する。長軸130cm・短軸75cm以上の広がりで焼

土を検出。その南西側には黒褐色土の落ち込みが重複。上面から土器破片が出土し、中期末葉 （大木10式

段階）に位置づけられる。炉跡とみられるが、内部は未発掘のため詳細は不明。

② lbトレンチ VC-4・5i~VE-4・5i区に設定 （長さ42m)。VE(5 b・c)区で 4xlOmの範囲

を東側に接続して拡張。地山面までの深度は18~53cm。vc側では堆積が薄く、 VE側に向かってやや厚
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表4.馬高遺跡検出遺構一覧

調11'1><:グ'/1ド深度(cm) 追構 （推定基数） 湖介区 グ＇）ッド 深度 (cm) 追構 （推定基数）

¥" i¥ 17 -29 埋設上器(JI. I: 坑ill.ピット181 竪穴住｝，叶(2=焼」こ拮Ji,'//). 上器埋設地

上器埋設炉(1).複式炉?: 11. 上坑121,ピッ 1吼l 20-30 床炉Ill.焼上 （多数）．埋設 I:器121.t坑・
VB 17 -23 

ト（多数）
南北ロ ピット（多数）

¥"C 18 -36 I: 坑121. ピット1151 VTI J 10 -27 ピットIIOI

¥'D 21 -44 t坑151 l¥'G 19-44 なし

¥'E 36-53 上坑 ・ピット（多数） VlIG 22-50 t坑(II

南北 I ,・F 36-48 溝状辿構121,ピット(,1) l'IIIG 21 -42 なし
束西I

爪糾炉Ill. 溝状逍構III. I力．坑(11.ピット IX G 30 -51 なし. l'ilJ・Hj! 
VG 22 -45 

171 XG 34 -65 なし．削'I<痕

,. II 17 -36 ピット(31,削杓~i XI G 62-65 なし

V I 24 -91 なし 竪穴f:l:J,,;-(]=石組炉 1l. I: 坑・ピット （多
VG 40-50 

数）
VJ 24 -97 なし

vn F 36-48 
焼ヒ(3),黒 L落込(II,溝状逍構21,」こ坑・

11 G 010-65 
竪穴 iU•H14=地床炉 7. 地I米炉＋石組

ピット（多数） 中央 炉 2. .("j組炉5).上坑 ・ピット （多数）

南北 ロ VIIG 17-31 I: 坑 ・ピット（多数） 竪穴住屈(7=地床炉 5.石組炉 2).上

焼上141,焦 t落込Ill,I阻設上器111,上坑・ ¥1 F 40 -65 器敷辿構(!).集石逍構141. I.: 坑・ピット

¥'IIH 17-23 
ピット （多数） （多数）

図 20.馬高遺跡の発掘調査区 (1/2.000地形図）
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くなる。VD区は I層のみ、 VE区北半から II1・II2府の堆積が認められる。調査区内からは多数の土坑 ．

ピットが確認されている。本調究区のうち VC~VE区については、土坑 ・ピットの性格を明らかにする

ため、追構内部を発掘した。

VC・VD区の土坑 (l.z<.133) VC -P 1及びVD-P 1 ~ P5の計 5基がある。いずれも平面円形または

楕円形状を呈する土坑で、長庫1!1125~180cm、短軸100~115cm、深度15~50cm。毅上は黄褐色上を基調とし、

地山と似た色調を帯びる。桁円形状のVD-Plでは、底面から 3点の玉類 （図50-64~66)が出土して

いる。ほぽ円形の VD-P2の底而南側には、土器 1個体 （図37-5)が逆位に埋設されていた。底部を

故意に欠損したとみられる深鉢で、その下部には小規模な段が形成されていた。その他の上坑からは、追

物はほとんど出土していないが、 VD-Pl・ P2と共通する形態及び規模であることから、いずれも 墓

坑と考えられる。

VE区の土坑・ピ ッ ト（図34・35) 約25基の上坑及びピットがある。平面形は不整な円形または楕円

形を呈し、長軸60~170cm、短庫rlr55~130cm、深度30~100cm。このうち拡張区束側で検出されたPl4・

Pl7・P 2、P5・Pl6・P 4・Pl5は大形のピ ットで、掘立柱建物の柱穴と考えられる。その配列は北東～

南西方向に連続する。毅土には柱を抜き取ったとみられる上附の乱れが観察され、黒褐色上のほか根固め

用とみられる黄褐色士が混在している。底面は硬化しているものが多い。覆土からは中期末業を主とする

上器片や石器類が出上した。また、拡張区西側のP22・P3・Pl8・Pl 9・P20・Pl3も大形のピ ットで同様

の性状を示す。これらのピ ットのなかには、 P2・Pl3・Pl5・P20のように、上部にテラス状の段 （各ピッ

ト平面図の b部分）が残るものがあり、浅い土坑が重複しているとみられる。P2の上部から浅鉢の半完形

品 （図37-6)、Pl5の上部からは硬玉製大珠 (I叉150-63)が検出されており、 墓坑の可能性も考えられる。

大形のPllは底面部がやや広がるフラスコ状の形態で、貯蔵穴とみられる。P21は浅い土坑で、 VD区

の墓坑に近い形態を示す。その他、 P7・P 9・Pl2・Pl 7など、小形のピ ットも認められた。

③ Icトレンチ VF -4・5c~ 4・5 h区に設定（長さ12m)。地山面までの深度は36~48cm。「火焔土

器出土地」の標柱に近接する地点であるが、遺構は全く検出されなかった。1I層相当の黒褐色土がみられ

たが、地山細粒を多く含んでいた。遺物も極少籠の縄文土器片が出土したのみで、近現代の陶磁器片も混

在していたことから、近藤家の調介により既に発掘された地点と考えられる。

④ Idトレ ンチ VG -4・5 g~ VJ -4・5 j区に設定 （長さ67m)。地山面までの深度は、 VG区南半

で50cm、同北半~VH区で15~25cm、VI~VJ区では75~95cm。南側では堆積がやや薄く、北側に向かっ

て厚くなる。特に VJIi付近は緩く傾斜する沢状の地形となり、黒褐色土が原＜堆栢していた。VG区で

炉跡 ・ピット等を地山上面で検出したが、 VH区以北では辿構は認められなかった。なお、 VH区には土

地改良事業に よる大規模な掘削痕 （幅約 2m)が残されていた。

VG区の炉跡 (VG-Hl)(図26) VG -4・5 ~ g・h区に位阻する。平面長楕円形状の石組炉で、長

刺1100cm・ 短軸55Cm。内部は焼成を受けて赤褐色に硬化、中央に土器 1個を埋設する。その周囲には、

主柱穴の一部とみられる 5基のピ ットが認められた。それらの配置から、直径約 4~5m程度の円形の竪

穴住居跡と推定される。なお、壁の痕跡は確認されなかった。

(2) 南北IIライ ン （図22・26・36、写真 9・10)

遣跡束部を南北方向に縦断するトレンチである （長 さ86m)。幅4mでVIIF-6・7a~VIIJ-6・7c区に

連続して設置した （図22)。なお、本トレンチはVIIG区で東西ラインのトレンチと直交する。
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① VII F区 地山而までの深度は38~48cm。 南半側で焼土 • 土坑 ・ピット等を確認。焼上は 3箇所にみ

られ、住居の地床炉の11f能性がある。北半側では辿構はほとんど認められなかった。十．坑 1基の内部を発

掘したほかは地山 I::.面での検出にとどめた。VIIF-Pl(I叉136)は7d区に位置する。小形の貯蔵穴とみられる。

② VIIG区 地山面までの深度は17~3lcm。南側では辿構は認められず、中央部から北側にかけて土坑 ・

ピット等を確認。上坑 4枯 (I叉136)の内部を発掘したほかは地山上而での検出にとどめた。VIIG-P2は7

e区に位置する浅い七坑o VIIG -P3は6g区に位附する 小形のフラスコ状土坑か。VIIG-P4は6j区に

位附する。柱穴とみられる。VIIH-P5は7i・j区に位置する浅い土坑である。

③ VIIH区 地山面までの深度は17~23cm。焼土 ・土坑 ・ピッ ト・ 埋設土器等を確認。土坑及びピ ット

の重複が著しく、黒褐色土の不整形な広がりを呈している。埋設土器 l基を発掘したほかは地山上面での

検出にとどめた。 7f区の地設七器は火焔型土器のJJI,樟11t半であった。また、 6h区の焼七は長庫11175cm・

短庫11160cmの楕円形状の広がりで、住居の地床炉の可能性がある。なお、 6・7e区付近には トレンチを横

断するかたちで幅約 2mの掘削痕が残されていた。これは VH区で確認された掘削痕に連続する。 6f・g

区には撹乱の痕跡があり、それに伴うとみられる集石が検出されている。

④ VII I ~VII J区 地山而までの深度は10~30cm。住居跡 ・炉跡 ・焼土 ・土坑 ・ピット等を確認。土坑 ．

ピット 4基の内部及び住居跡の I::.部を発掘したほかは地山上面の検出にとどめた。

VII I区の住居跡及び炉跡 (I叱126) 竪穴住居跡とみられる黒褐色土の落ち込みは、 6c・d区 (VIII-Hl)

及び6f・g区 (VIII-I-I2)付近の 2箇所。いずれも 'I勺面楕I―'1形プランの一部とみられる。VIII-I-Ilは部分

的な周溝と、地床炉とみられる焼土 2箇所を検出、焼上の 1箇所には土器が埋設されていた。また、 VIII 

-I-I2では部分的な周溝と焼上 4箇所を検出した 焼土のうち 1箇所は楕円形状の範間外にはみ出してい

る。楕円形状の範囲内で多屈の炭化材が検出されていることから、焼失住居の可能性が考えられる。ま

た、6a区の土器を埋設した焼土 （長軸160cm・短Iliilil30cm)と7j区の焼士 （部分検出、長軸190cm・短軸

90cm)は、焼成に より著しく硬化しており、地床炉の可能性が裔い。その他、小規模な焼士が複数確認

されている。

VII I区の土坑及び埋設土器 （図36) VIII -P 1は7d区に位置する。楕円形状で上面長軸110cm・ 短軸

75cm、深度35cm。VIII-P4・5は7£区に位置する円形の土坑が重複。上而長軸110cm・短刺165cm、深

度20~30cm。P4上部に焼土が認められ、地床炉の可能性もある。VIII-MP3は7h・i区に位置する。楕

円形状で小ピットが重複した状況を堪する。上面長軸80cm・ 短庫1h60cm、深度15cm。中央に,-.器 1個体

を埋設していた。

(3) 東西 Iライン （図20、写真10)

辿跡中央部を東西方向に横断するトレンチである。幅2mまたは 4mでNG~ XI G区にかけて設置し

た 農道等の未発掘部分を挟んで東西 Ia~ ICの3トレンチに区分される （図20)。

①東西 Iaトレンチ 幅 2mでNG-1~7a区に設定（長さ14m)。地山而までの深度は19~44cm。沢

側に向かって緩く傾斜する。 III晋相当は杉林中の腐植 I:で地山粒を多く含み、根による投乱がII立つ。追

構は認められず、辿物は上器細片が極少麗出上したのみ。

②東西 Ibトレンチ 輻 4mでVIIG-la・b~VIIIG-8a・b区に設定 （長さ36m)。西側で巾央区と接続

し、 VIIG区で南北 IIラインのトレンチと直交する。地山而ま での深度は約21~50cm。中央区との接続部

付近では 11層が残存するが、その他では認められない。辿構はほとんど検出されず、辿物は上器片等が少
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址出七したのみであった。

③東西 Icトレンチ 幅 4mでIXG-3 a・b~ X I G-2 a・b区に設定 （長さ40m)。地山而までの深度

は30~65cm。IXG区は30cm程度の堆積で III舒は残存しない。XG区中央付近は大規模な掘削痕が残り、

地山上面も削平を受けていた。東側の XIG付近では約60cmの堆積となり、 IIi/M及び恥屑が認められた。

全般的に追構は検出されなかったが、 XIG付近では多量の辿物が出士している。

(4) 中央区 （図23~32・36、写真11~ 16) 

辿跡中央部分のVIF・VIG区を中心に設定した発掘区である （図23)。VIF-1 ~lOeから vlG-1 ~lOj 

にかけての南北30mX東西20mの範囲で、西側の VG区 (8~lOa・b)に4X6mのトレンチを拡張して

いる。東側は東西ラインのトレンチ (Ib)と接続する。

地山面までの深度は、南側のVIFIヌで40~65cm、北側のVIG区で40~70cm。東側でやや薄く、西側で

匝くなる （図24)。その層序は、 I濁 （現表土）、 12層 （旧表土）、町層 （褐色十．、追物を多址に包含）、II2 

層 （黒褐色上、辿物を少誠包含）、m層 （褐色～黄褐色土、漸移附）、N層 （黄褐色土）が確認され、追跡本

来の堆積状況を示しているとみられる。

本調究区では、住居跡 ・炉跡 ・上坑 ・埋設土器のほか多数のピットが検出されたが、それらの詳細を明

らかにするため辿構内部の発掘を実施した。

①住居跡及び炉跡 (I叱123・25~32) 住居跡 ・炉跡は23基を数え、このうち住居の平面形態が明らかな

ものは 7基で、長方形状4基、楕円形状3基である。炉跡の内訳は、地床炉12基、石組炉を付設する地床

炉 2基、七器片敷きの地床炉 l基、石組炉 8基である。

第 1号・第 2号住居跡 (VIF-Hl・H2)(図25) VIF-8・9f区に位薗する。重複した石組炉 2基を

恥層ヒ部で検出。Hlは長楕円形状の石組炉で、長軸150cm・ 短軸65cm。炉内中央に土器 1個体を埋設、

北辺の石列には石棒破片 l点が組み込まれていた。炉内には部分的に焼土を含む。北東側のH2ば炉全体

の約‘ド分が崩れて残存。本来は桁円形状の石組炉とみられる。残存長軸90cm・ 短軸60cm。炉内中央に士

器 1個体を埋設。周辺に主柱穴とみられるビ ットが確認されているが、周壁の痕跡がなく対応関係は不明。

その切り合い関係から、 H2の後にHlが構築されたと考えられる。

第 3号住居跡 (VG-H3)(図25) VG -8a・b区に位骰する。長栴円形状の石組炉で、長軸200cm・

短軸70cm。地Lil上面で検出。炉内ば焼成を受けて赤褐色に硬化し、北側に上器 1個体を埋設する。周辺

に上柱穴とみられるピ ットが確認されているが、周墜の痕跡なく対応関係は不明。

第 4号住居跡 (v1G-H 4) (I叱125) VIG-3e・d区に位骰する。長楕円形状の石組炉で、長liilil55cm・

短庫11165cm。 l]堺ヒ部で検出。炉内は部分的に焼上を含む。周辺に主柱穴とみられるピットが確認されて

いるが、周壁の痕跡なく対応関係は不明。

第 5号住居跡 (VIG-H5)(図25) VIG-4f・g区に位置する。西辺と南辺の一部を欠く長方形また

は長楕円形状の石糾炉で、北辺の石列は一部二重に巡る。残存長軸120cm・短軸60cm。 恥陪上部で検出。

炉内は部分的に焼士を含む。周辺でピットが確認されているが、対応関係は不明。

第 6 号• 第 7号住居跡 (VIG-H6・H7)(図25) VIG -4 g・h区に位低する。 恥層上部で璽複する

2基を検出。長方形または長柁円形状の石組炉とみられる。H6は残存長軸75cm・短軸65cm。H7は残存

長軋165cm・短刺175cm。炉内は部分的に焼土を含む。周辺に主柱穴とみられるピットが確認されているが、

周壁の痕跡なく対応関係は不明。切り合いが不明瞭で、先後関係は不明。
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第 8号住居跡 (VIG-I—I8) (図27) VIG -7 ~ 10h ~ j区に位置する。平面形態は長方形。地11」上面で炉

跡 ・柱穴 ・周溝を検出、東端部及び北西端部は未発掘区に続く 。周壁は確認できなかった。炉は長大な地

床炉の中央に 「こ」の字形の石組炉を付設する。地床炉の検出長11i111620cm・短刺140~110cm、石糾炉部分

の長li1hllOcm・短軸100cm。赤褐色の焼土部分は地山面よ り約 5~15cm浮いた状態で検出 された。その

表而はクレーター状で、焼成を受けて著しく硬化している。 また、石組炉部分の中央と地床炉束側に各 l

個休の土器が埋設されていた。その他、地床炉の西側などにも小ピ ッ トが残されており、土器を埋設して

いた可能性がある。炉跡周辺で検出されたピッ トのうち、 P4・P 3・P 2・P93及びP5・P6・P 7・P51の

8本が主柱とみられ、上端長軸65~80cm、深度45~60cm。 ピットの断面に柱の痕跡をとどめるのはP6の

みで、その他は不明瞭であった。住居の規模は柱間で長軸約 7m・短軸約 3mで、 P4-P3及びP5-P6 

の桁行が他の間隔よりやや長い。P7の上部には風倒木痕が残る。周溝 （幅10~30cm・深度 5~15cm)は、

住居南側で長軸に沿ったラインと地床炉を横断するラインが部分的に残る。前者は外周を取り問むもので、

後者は拡張または建枠えに伴うものか

第 9号住居跡 (VIG-H9)(図28) VIG-4~7f~I区に位骰する。平面形態は楕円形。地山上面で炉

跡・柱穴 ・周溝を検出。周壁は確認できなかった。炉は地床炉で、長軸100cm・短刺180cmの不整桁円形

状を呈する。炉内は焼成を受けて硬化、 床面より 5cm程度盛り上がる。周溝は桁円形 （倒卵形）状に巡り、

北西側で途切れる。幅20~55cm・ 深度 5~10cm。)，与l溝からtft定される規模は長刺l約 7m・短軸約 6mで

ある。その範囲内に小規模な ピットが複数あり、 P77などが主柱とみられるが、やや不規則の配i性で構成

本数は明瞭でない。

第10号住居跡 (VIG-HlO) (I叉129) VIG -7 ~lOf~ h区に位附する。平面形態は長方形。地山七面で炉

跡 ・柱穴を検出、 東端部は未発掘区に続く 。周溝 ・周壁は確認できなかった。炉は地床炉で、長さ 6m・ 幅

lmの範囲に不整形な広がりを示す。焼土の性状はH8に同じ。P8・P 9・Pll・Pl8などが屯柱の一部と

みられる 。 上端長哨h70~ 110cm 、 深度30~50cm。 全休の規模はイ~ Iリ j

第11号住居跡 (VIG-Hll)(I当130) VIG -6~lOd~ f区に位四する。平面形態は長方形。地山上而で

炉跡 ・柱穴 ，｝告j溝を検出。周壁は確認できなかった。炉は長大な地床炉の中央に 「こ」の字形の石組炉を

付設する。焼上は長さ6.5m・ 輻1.5111の範囲に広がり、 一部途切れてやや不整な形状を星する。石組炉部

分は長軸80cm・短軸60cmで、 中央に土器 1個休が埋設されていた 焼土の性状はH8に同 じ。P35・P44・

P32、P22・P20・P27、Pl37・Pl72の 8本がt柱とみられる。上端長軸60~90cm、深度35~55cm。柱間

で長1li1h約 7111・短軸約 3mの規模を示す。）関溝 （幅20~40cm・深度 5~10cm)は長軸の両側でほぽ検出

されている。北側は1こ柱を連結し、南側は主柱の外側に配置。短11i1h側では部分的にしか確認できない＾地

床炉を横断する溝もあり 、建替え等に より複数の住居が重複しているか、あるいは拡張を行っている可能

性が翡い。北西部ではH21と璽複していた。なお、東辺に位置するP46では、雌設七器が検出されている。

第12・20・22号住居跡 (VIG-Hl2・H20・H22) (図31) VIG -5 ~lOb~ d区に位置する。平面形態

は長方形。地山上面で炉跡 ・柱穴・周溝を検出。周壁は確認できなかった。炉は地床炉で、長さ8.5m・

幅 2mの範囲に断続的な焼土が分布する。その西側のプロ ックをHl2、周溝で区り）られた中央のプロ ック

をH20、東側のブロ ックをH22とした。焼土の性状はH8に同じ。P29・P31・P42・P43などが上柱の一部

とみられるが、軸線が揃わず対応関係が不明瞭。周溝はHl2及びH20の南東側に部分的に残る。少なくと

も3棟の長方形住屈が重複しているとみられる。

第13号住居跡(VIG-H13) VIG-2~5a~dlえに位憤する。平1面形態は不明。地山上而で炉跡 ・柱穴 ．
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周溝を検出。炉は地床炉で、長さ 4cm・ 幅0.8cmの範囲に断続的な焼土が分布する。焼土の性状はH8に

同じ。炉の周辺に多数のピ ットがあるが、 主柱は明らかでない。北東都に残る周溝は緩く弧を描いており、

平而楕円形状の可能性が考えられる。ただし、焼土は長方形住居に近い状況を示す。

第14号住居跡 (VIG-Hl4) VIG-1・2c区に位協する。長楕円形状の石組炉とみられる。北東側を

欠損し、残存長軸100cm・短軸70cm。 I]濁上部で検出。炉内は部分的に焼上を含み、南側に土器 1個体

を埋設する。周辺に柱穴とみられるピ ットが確認されるが、周壁の痕跡なく対応関係は不明。

第15号住居跡 (VIF-Hl5) (図32) ¥/IF -5 ~ 7 f~ h区に位置する。平面形態は桁円形。地山上面で

褐色土の浅い落ち込みを確認、その内部で炉跡 ・柱穴を検出。周壁はほぼ全周するが、北西部で途切れ

ている。壁高は最大 5cm程度で緩く立ち上がる。炉は地床炉で、床面中央付近に 7か所の小規模な焼士

がみられる。住居の規模は長1111h6.4m・短軸4.4m。その範囲内に小規模なピットが複数あり 、P1・P2・ 

Pll・P8・P4・P6の 6本が中柱とみられる。Plは風倒木痕が重複し、多最の辿物を包含していた。な

お、本住居跡の上部 (Il2附）には、躾石逍構 2基が残されていた。

第16号住居跡 (VIF-Hl6) (図26) VIF -8・9 g区に位置する。土器片敷きの地）禾炉とみられる。地

山上面で検出。不整形な焼土の上面に複数個体（図41-144~ 148)の土器破片を桁円形状に敷き詰めていた。

焼上の長軸130cm・ 短軸80cmで、周囲には石組を抜いた痕跡はない。周辺にピ ッ トが確認されるが、対

応関係は不明。

第17号住居跡 (VIF -I-Il 7) VI F -9 f区に位置する。不整な楕円形状の地床炉で、長車11170cm・短軸

45cm。地山上面で検出。周辺にピ ットが確認されるが、対応関係は不明。

第18号住居跡 (VIF-Hl8) VIF-9・lOg~ i区に位四する。平面形態は長方形とみられる。地山上

而で炉跡 ・柱穴を検出、東部は未発掘区に続く 。周溝・周壁は確認できなかった。炉は地床炉で、長軸

110cm・ 短軸50cmの長桁円形状で、西側に土器 1個体を埋設していた。P6・P7などが主柱の一部とみ

られる。全体の規模は不明。

第19号住居跡 (VIF-Hl9) VIF -7 ~lOh~ j区に位骰する。平面形態は長方形とみられる。地山上

而で炉跡・柱穴．）剖溝を検出、東端部は未発掘区に続く 。周壁は確認できなかった。炉は小規模な地床炉

で、長軸50cm・短軸 30cmのイ＜整な楕円形状を呈する。P4・P5などが主柱の一部とみられる。周溝は10

j区付近で柱穴の外側に部分的に残る。全体の規模は不明。

第21号住居跡 (VIG-H21) VIG-7~9e~g区付近に位置する 。平面形態は楕円形とみられる。地

山上面で炉跡及び周溝の一部を検出。周壁は確認できなかった。H9・10・11と重複する J 炉は地床炉で、

不整楕円形状の焼七 2箇所がある。東側は長軸50cm・短車11130cm、西側は長軸55cm・ 短軸35cm。性状は

I-I9と同じ。弧状の周溝は幅20~25cm・深度 5~10cmでHllのI禾面に残る。その一部に地床炉が被ってい

ることから 、本住居廃絶後にHllが構築されたことがわかる。 また、 H9やI-IlOにかかる溝の痕跡も本住

居の周溝に関連する可能性もある。周辺にはピ ットが確認されるが、対応関係は不明。

第23号住居跡 (VIF -H23) VI F -8 g区に位附する。楕円形状の地床炉で、長1li1h60cm・短軸45cm。

地山上而で検出。周辺にピ ットが確認されるが、対応関係は不明。

② その他の遺構 集石辿構 4甚 (I部123)があり、 ¥/IF-5 ~ 7 e~ f区に位置する。集石 2と集石 4はHl5

と重複 （図32)。いずれも円礫を楕円形状に敷き詰めたもので、焼成を受けて赤化した礫と焼成を受けて

いない礫が混在している。 I]堺上部で検出。集石 lは長軸90cm・短1!i1l165cm、集石 2は長軸135cm・ 短軸

80cm、集石 3は長軸80cm・短1li1h55cm、集石 4は長1!ill185cm・短iliih65cm。下部にピ ットが梢築されている
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可能性も残るが、未発掘のため詳細は不明。

その他、住柑跡に関連する柱穴以外にも、性格不明の小規模なピ ットが多数認められる。VIG-Pl・

P59・Pl20 (図36)は小形の浅いピ ットで、 P59には立石状の円礫を伴っていた なお、フラスコ状上坑な

どの大形の土坑は、本調壺区内では確認されなかった。

3. 遺物

総数はコンテナで約150箱を数え、縄文時代中期のほぼ全般にわたる追物が多数出土した （表5)。以下、

種別ごとに概要を記載する。

(1) 縄文土器 （図37~43)

破片総数は約 8万点 （約1.400kg)に及ぶ。辿跡北部～中央部は中期前菓～中菓 （大木7b~8b式段階）、

辿跡南部では叫り後業の土器 （大木10式段階）が主体的である。

①南北 Iライン出土の土器 （図37) 1 ~21は辿構出土の土器。 1~4はVB-Hlの炉内に埋設されて

いた深鉢の破片。 1は斜位施文気味の縄文を施す。 2は磨梢縄文で区画するもので東北地方南部の大木

10式の影評がみられる。 3・4は同一個体片で斜行縄文を施している。いずれも中期末菓に位骰づけられ

る。 5~21は土坑及びピ ット出上の土器。 5はVD-P2で逆位に埋納されていた深鉢で底部を欠く 。外

面には無節の斜行縄文を施す。 6はVE-P2出上の浅鉢。注「1部を設け、 [111線的に入り組んだ磨消縄文

で文様を構成する。大木10式新段階の所産。精練された胎土は他の上器と全く異なり、丁寧につくられて

いることから、東北地方南部からの搬入品と考えられる。VE-P4・Pll・Pl5出土の 7~11・13~16は

渦巻状の隆線問に綾杉状の沈線を加えるキャリパー形の深鉢を主とし、中期中業に位置づけられる。VE

-Pl3・Pl8~20出土の12・17~21には、磨消縄文を施すもの、刺突を加えた隆帯を巡らすもの、条線文・

無節や結節を含む斜行縄文などを施すものなどがあり、いずれも中期末業の所産とみられる。

22~33は包含陪出上の土器。VE区付近までは中期末葉、 VF区以北からは中期中業や前業の七器が主

体的である。22・23は刺突を加えた隆帯文をもっ深鉢で中期末菓に、また24~32は渦巻状の隆線等で文様

を表現する深鉢で中期中葉に位骰づけられる。26は火焔型土器の「l縁部片。33は竹管沈線及び辿続爪形文

で文様を構成する北陸系の深鉢で、 34は撚糸文を施す。いずれも中期前葉の新崎式段階。

②南北 IIトレンチ出土の土器 (I区138)35~43は逍構出土の上器。35~39はVIII区のピット毅上から出土

した深鉢で、 39の火焔型七器の破片など、中期中菓のものが多い。40~43はVIII-H2・H3の七器で、 40

はH2の地床炉に埋設されていた深鉢の底部、 41はH3毅土出土の浅鉢で、縄文を主とするため時期の詳細

は不明。42は竹管沈線及び連続爪形文、 43は矢羽状の細沈線で文様を描く深鉢で、いずれも中期前葉に位

置づけられる。

44~70は包含附出七の土器。VIIF~¥IIIG区は中期中葉を主とし、 Vl!H以北では中期前菓の土器が日 立つ。

44は火焔型士器に類似する深鉢、 45~50は渦巻状や仙線状の隆線や沈線等で文様を構成する深鉢である。

53は火焔型土器の「l縁部破片。51~53は中期前業の北陸系深鉢で、竹管沈線や辿続爪形文で文様を表現し

ている。55は浮き彫り状の入り組んだ区両に細かい刺突を加える深鉢。関東地方の阿国台 I式の影押を受

けたものとみられ、前業に位置づけられる。56は渦巻状の隆線に刻目を加える類で、 北陸地方の天神山式

58・59は竹管沈線や連続爪形文による中期前業の北陸系深鉢。60は口縁部に円孔を巡らす有孔鍔付土器で、

外而に朱彩の痕跡が残る。61・62は口縁部が内湾・屈曲する浅鉢。63・64は火焔型土器の口縁部片、 65~

68は各種深鉢で、中期中葉に位骰づけられる。69は肉彫風の文様をもつ小形七器。70は斜行縄文の深鉢で、

-45-



表5. 馬高遺跡出土遺物一覧

縄文上器 石器類 上製品

湖ff.Ix: ゲリ ッ ト ~~

．点数
屯屈 板状 打製 ／朽製 磨石 二/fJ形 t製 その

(g) 
イ1柏 .{j鏃 石錐 石匙 掻器

石器 石斧 ,Ii斧
砥石

類
,1;1111 T. 類 石悴 日閲 耳飾

1-. 版 円板 他

¥. A 21 223 

¥'B 307 9,097 I 2 1 1 

¥'C 10 165 
,. D 131 3.531 2 I ， 3 

南北 I
,. E 1.388 33.877 7 2 I 6 

¥. F 199 3.273 

¥'G 760 10.696 1 l I 

¥. II 35 377 
,. I 91 822 l I 

¥'J 123 JA67 

II F 536 8.269 l 3 I 

\~G 332 4.332 2 2 1 

南北 n vTI H 1.401 19.321 l 3 3 l 2 1 

¥TI I 2.753 46468 I 5 3 l 3 2 ］ 

¥TI J 61 1.021 

I¥. G 14 255 

¥'G 2.583 41.339 I l I l 

\~ G 4,350 68.303 l 8 3 I l I 

東西 l
VTI G 647 9.695 2 l ］ 1 

¥'Ill G 63 1.118 

IX G 63 850 

XG 1.581 21547 8 I I l 

XI G 1.764 27.871 l 2 I 

中央区
\~F 27.729 448.295 2 ， 2 3 l 35 15 14 88 ， l 4 6 8 6 l 

¥1 G 40.489 668.950 2 19 3 2 2 88 35 51 153 23 ;:) ， 7 23 ::, l 

総，n 87.13-1 1.431.162 4 35 2 4 6 3 155 72 68 265 39 ,1 6 14 13 37 20 2 

底而にも施文している。

③中央区出土の土器 （図39~41)多数の住居跡が確認されているが、周壁が明らかでないこともあって、

確実に住居跡に伴うと判断される土器は少ない。包含層からは多紐の土器が出土 している。時期的には、

中期前菓 （大木7b式段階）から 中菓 （大木8b式段階）の ものが認められ、前業から中葉古段階 （大木8a式

並行）を主とする。

71 ~ 148は遺構出土の土器。71~91はVIG-HS出土で、 71~75は地床炉部分、 76~91は主柱とみられ

るピッ ト毅土から出土 した。73はモ冠型土器、 80・81は火焔型土器の口縁部で、その他を含めて中期中葉

（大木 8a式段階）の深鉢を主としている。85は角張った把手で、大木8b式段階の所産。

92~97はVIG-H9の覆土相当部分から出土したもので、中期前築の土器が主イ本的であ った キャリパー

形の92は中期中業の在地系か。竹管沈線を施す93・95は北陸系の新崎式、撚糸側面圧痕文をもつ94は東北

系の大木7b式で、中期前菜に位骰づけられる 96・97は底部片で、底面に網代痕を残す。

98~ 111はVIG-Hll出土で、 98~104は地床炉部分、102~105は周溝及び床而付近から検出された。98

は埋設土器で斜行縄文を施す深鉢底部。99・104など、隆線に よる文様をもつ中期中葉を主とするが、 101

のような前葉の北陸系土器も混在していた。107~111は主柱とみら れるピ ットの覆土出土。107・108は小

形土器で、同一個体片。110は火焔製または王冠型士器の胴部片。111はP46に埋設されていた大形深鉢で

ある。

112~ 131はVIF-Hl5のピ ット毅土から出土 したもの。中期前菓と中葉の土器が混在して認められるが、

比較的前業の土器が多い。112・113・ 120・127・131などは竹管沈線による文様を主とする北陸系の深鉢、

117は浅鉢で、前築 （新崎式段階）に、また118の浅鉢、 125・126・130の深鉢は撚糸側面圧痕文を施す東北

系で、同じく前葉 （大木7b式段階）に位置づけられる。114・116は火焔型 ・王冠型土器の口縁部片、 115
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は渦巻状の隆線と矢羽状沈線による在地系の深鉢で、中期中菜の所産。129は橋状の把手をもつ東北系の

大形深鉢で、大木 8a式の影響がみられる。

132~143は長楕円形状の石組炉である VG-H3J吉］辺のピットから出士した土器で、中期中菓のものが口

立つ。132・141は火焔型士器の文様に類似した深鉢、 135・142・143は火焔型土器とみられる。キャリパー

形の136は東北系の深鉢で、縄文地に波状の沈線で描く 。大木8a式段階に位骰づけられる。

144~148はVIF-Hl6とした士器片敷きの地床炉で検出されたもの。複数個体が認められ、 144の破片

が最も多い。144は口縁部が 「く」字状に外反する深鉢。斜行縄文を施し、横位と縦位の沈線区画内に連弧

状の沈線を加える。147はその底部片とみられる。束北系の所産か。145はLJ縁部に無文帯をもつ斜行縄文

の深鉢、 146は口縁部に渦巻状の沈線を施す深鉢である。

149~158は包含陪出上の土器。151・156は火焔型土器、 152は王冠型土器の17縁部～胴部上半である。

157は中音闘高地の焼If「［式の影態を受けたものであろう 。149・150・155は在地系及び北陸系の小形深鉢で中

期前葉～中葉、 154は北陸系の深鉢で前葉 （新崎式段階）に位置づけられる。153は深鉢の底部片で、底面

に網代痕が残り、拓図右下部には円形状の線刻が加えられている。158は斜行縄文を施す深鉢の胴下半部

である。

④平成11年度調査各トレンチ出土の土器 （図42・43)追跡全域の土器様相を補足するため、平成11年

度の試掘調査の各トレンチから出土した土器を時期及び系統別に記載する。追跡中部から北部のトレンチ

は中期前菓～中業、追跡南部のトレンチでは中期末菜及び後期初頭の土器が主体的である。

159~ 171は中期前菓の北陸系土器で、 159~168は深鉢、 169~171は浅鉢。竹管沈線や連続爪形文などで

文様を構成する。新崎式の影押を強く受けた土器で新旧の段階が認められ、比較的新しい段階のものが

多い。格子目文をもつ161や撚糸文を組み合わせる163などは時期的に古く、竹竹沈線のみで文様を描く

168などは新しい様相を示す。浅鉢は 「く」字状に屈illlする器形である。172~177は中期前業の東北系土器。

172・173は深鉢、 174~177は浅鉢で、組成では浅鉢が日立つ。口縁部の撚糸側面圧痕文を特徴とし、浅鉢

には渦巻状のモチーフもみられる。大木7b式段階に位置づけられる。

178~ 184は在地系の火焔型 ・玉冠型土器。中業古段階 （大木8a式並行）を1ことする。178~182は火焔型、

183・184は王冠型に分類される。178は13Tの地床炉をもつ円形住居の床而付近から出土 179は浅鉢で、

深鉢がほとんどの火焔型土器にあ っ て極めて珍しい存在である ~ 185~188は火焔型土器に類似した隆線を

もつ類で、中部地方で発達した焼IIJJ式土器に関連するとみられる

189~ 195は中期「11業新段階 （大木8b式並行）をtとする在地系土器。彫刻的な隆線による大振りの把手

をもつもの (189・190)、平口縁で剣先状や矢羽状の沈線文で文様を構成するもの (192・ 195など）があり、

火炎土器様式でも披終未に位附づけられる。195は逆位で検出された埋設土器である。

196~208は中期前葉～中菓の上樅。196・197は渦巻状の隆線に刻 l=Iを加える類で、北陸地方の上山田・

天神山式に類似する。201・202・203は眼鏡状の突起やキャタピラ状の沈刻が施されており、関東地方の

勝坂式の影響を受けた類とみられる。208は北陸系の台付鉢か。

209~214は中期末業～後期初頭の土器で、いずれも追跡南部のトレンチ出七。209・210は幅広の沈線で

楕円状の区画を表現する深鉢。東北地方南部の大木10式の影牌が在地化した文様とみられ、 211も同様で

あろう 。212は）枯荊文をもつ後期初頭の三十稲場式、蓋受け状の口縁をもつ213も同時期の所産である。後

期初頭の土器は3Tに限られていた。214はllTの土坑上面から出土した一括上器。斜行縄文を施す深鉢で、

墓穴に埋納したものか。中期末業の可能性が高い。
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(2) 土製品 （図44~46、表8)

土偶14点、 三角形土版（三角形上偶）37点、土製耳飾13点などが出土した。平成11年度調査の出土品も

含めて、各発掘区の主要な土製品を器種ごとに記載する。

土偶 （図44) 頭部が逆三角形で頭頂部が皿状にくぽむ 「河童形土偶」の形態を主とする。 1~3は頭部。

2は顔面が剥落している。 3は顔面を省略して刺突文のみで表現したとみられる。4~6は胴部。4は寸

胴で下腹部が膨らみ、沈線による細かい文様が表現されている。 5は頭部を全く省略した無頭の形態。6

の首の剥落部分には、未貰通の穿孔痕が認められる。7~10は腕部で、手を十字形に広げた形態が推測さ

れる。11・12は胴下半部で、沈線や刺突で文様を表現する。

三角形土版 （図45-13~27) 平面が正三角形または二等辺三角形状の土製品で、多数が出土している。

長さは 5~2.5cm程度。文様は外面に施され、刺突文や沈線を組み合わせた左右対称の構成となるものが

多い。20は無文。中央の下端寄りにやや深い刺突を加えるもの (13・23など）や、上端部に乳房状の突起

をもつもの (17・21)もみられ、土偶と共通しだ性格が窺われる。

土版 （図45-28) 1点のみ出上。平面長方形で、表媒面に 2条と 1条の弧状の沈線と細かい刺突文で

文様を構成し、沈線区画の中央にはやや深い刺突痕がある。また、側面には細かい刺突文を施す。

土製耳飾 （図45-29~41) 滑車形と臼形がある。径約3.5~1.5cmで、多様なサイズが認められる。29~

38は滑車形、 39~41は穿孔のない臼形である。

士製円板 （図45-42~47) 土器破片の縁辺を円板状に整形したもの。表面には縄文・撚糸文・無文な

どの文様が残る。

平成11年度調査各トレンチ出土の土製品 （図46) 48~52は土偶。48は頭部で顔面は小さくつくられ、

首部には棒状の刺突痕が残る。49は無頭の形態の小形品。50は大形土偶の胴部下半で、表裏及び側面に沈

線等で文様を表現している。51・52は腕部である。53~62は三角形土版。刺突文や沈線で文様を表現して

いる。58は無文。突起や隆帯をもつもの (54・57)もみられる。63・64は土製耳飾で、いずれも臼形の形

態である。65・66は土製円板で、縄文や竹管沈線の文様が残る。

(3) 石器類 （図47~50、表9)

縄文時代の石器類は総計653点で、石鏃 (35)、石槍 (4)、石錐 (2)、石匙 (4)、打製石斧 (155)、磨

製石斧 (72)、板状石器 (3)、砥石 (68)、石皿 ・磨石類 (304)などがある。また、石製品は玉類 (4)や

石棒 (6)が出土した。その他、多批の剥片類や礫 ・礫片がある。各発掘区の主要な出土品を器種ごとに

記載する。

石鏃 （図47-1 ~23) すべて凹基無茎の形態である。長さ約 4~2cmで、比較的大形の製品が多い。

石材は頁岩 ・チャート・ 黒曜石 ・鉄石英・流紋岩など。12には基部にアスフ ァル ト様の付浩痕が残る。

石槍 （図47-24) 木葉形を呈する。24は横長剥片を素材として周縁に粗い調整を施す。石材は王髄 ・

頁岩など。

石錐 （図47-25・26) 幅広の摘み部と錐身をもつもの (25)と、摘み部と錐身の区別が明瞭でなく全体

が逆三角形状のもの (26)がある。石材は頁岩 ・凝灰岩。

石匙 （図47-27・28) 横長剥片を素材とした横形の形態 (27)と、縦長剥片を素材として裏面側から平

坦剥離を施す縦形の形態 (28) がみられる 。 石材は珪質頁岩 • 砂岩など。
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打製石斧 （図48-29~35) 短冊形 (29・30など）と撥形 (34・35など）の形態が多載に出土した。刃部

や周縁の調整は主として片面側から行われ、礫面を残しているものが目立つ。長さ約20cmの大形品から

5cm程度の小形品まで、多様な大きさが認められる。石材は頁岩が多い。

磨製石斧 （図48-36~44) 定角式の形態が多く、長さ10cmを超える大形品 (36~39)と5cm前後の小

形品 (41~44) がある 。 また、側面などに擦切痕を残すものもある 。 石材は蛇紋岩 ・ 凝灰岩 • 安山岩• 砂

岩など。40は蛇紋岩製の素材で、 三つの擦切面がみられる。VIF-Hl5の床面から出土。

石皿 ・磨石類 （図49-45~57) 安山岩や砂岩などの円礫を用いた磨石 ・ 凹石・敲石 • 石1ll1の類が多籠

に出土している。45~52は磨石類、 53~57は石皿。表裏にくぼみや摩滅痕 ・敲打痕がみられる。

板状石器 （図50-58~60) 板状の素材の縁辺を粗く打ち欠いて、円形や四角形に整形した石器。表面

には礫面、裏面には剥離面が残る。石材は砂岩など。後期に特徴的な褐色の粘板岩はみられない。

砥石 （図50-61・62) 板状の素材で、表裏面に浅いくぼみや数条の溝が残されている。石材は砂岩を

主とする。

玉類 （図50-63~66) 63はVE-Pl5の覆土上層出土の硬玉製大珠。淡緑白色の翡翠で、不整な楕円体

を呈し、長軸方向に穿孔している。表裏の研磨は部分的で、ほとんど行われていない。64~66はVD-Pl

出土の玉類で、底而の外縁付近で検出（図33参照）。64は板状の半月形を呈する大珠。緑白色の滑石を全

面研磨している。65は偏平な長楕円体を呈する大珠。褐色を帯びるf馬瑞系の石材で、全面を研磨し、光沢

を生じている。66は長桁円体状で断面略三角形の垂玉。赤褐色の琥珀製で、先端部を欠損する。ほぽ全面

を研磨し、稜は丸みを帯びる。

石棒 （図50-67~71) いずれも破片。67は2条の鍔を巡らす単頭石棒である。68は両端部が欠損した

頭部片、 69は低い隆帯をもつ頭部先端。70は3条の鍔が巡り、その下に斜位の隆帯が続く 。71は3条の連

続した隆帯の下に桁円状と 三叉状の文様を彫刻している。石材は安山岩・凝灰岩など。

(4) その他

南北 IIラインのVIIH区や中央区などで炭化材 ・炭化種子が出土 している。これらの一部については、年

代測定及び樹種同定を実施した (130・132頁参照）。

炭化材 南北 IIラインでは、 VDI-6f・g区の住居跡 (VIII-HZ)の床面付近から多址に出土した （写真

10⑤)。また中央区では、 VIG-H8(地床炉直上）やVIG-3d区のほか、包含層やピ ットの毅土から炭化

材の細片を検出している。

炭化種子 南北 IIラインのVIII-6h区の焼土上部から多爵に出土。中央区では、 VIG-4c区の II層上

部 （写真16⑧)でややまとまって検出されたほか、VIG区の住居跡や II層中か ら少鉱の炭化種子が認めら

れた。

’
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表8. 馬高遺跡土製品属性一覧

番り・ 収 L ill I.I•: 器積 I<さ 船 I•/ さ i[（は 形状守

1 1186 ¥1F7g I偶 1.8・1.6 I; ;12 頭部

2 1691 ¥lG7f 11111 5.9 1.9 19 95.3 VII部

3 1126 ¥lG3f L叫 6.0 5.6 II 95.; 到1部

I 1162 ¥lG9」 1:1111 10.1 5.4 2.5 12ll.2 f¥ 部

5 1587 11G如 I: 偶 s.1 ;.o 2.2 沿.3 胸部

6 223 I GIOb I: 偶 6., i.l 2.8 102.1 州部

7 18.15 llGSe I→ :ill 3.2 I; 1.8 23.0 腕部

8 1286 11G3<' le~ り 2.8 I.O 2.5 11.9 腕部

9 1088 ¥lGIOg L偶 3.3 1.6 1.9 21.6 腕部

10 1122 ¥lGJ; Lill 1.6 6.0 l l 11.7 腕部

11 1002 ¥lFIOh I偶 6.5 3.i 3.0 61.0 胴祁 FT、

12 10"12 ¥lF6i I. 偶 1.8 5.0 2.3 56.6 胴部 F'i'

13 1378 llG・li 'Iり形 1版 1.8 3.6 15 23.9 溢祁欠り1

11 2il0 ¥lG -Pl5I 9角形 I.版 5.1 -11 II 23.8 端部欠Ill

15 1~62 11G2j ：． 角形 1版 1.6 3.5 I 6 22.7 沿部欠り1

16 1113 11G5g こ/IJ形 I・版 17 3.5 I 3 16.6 端部欠り1

17 1~27 11G2e ：角形,,版 11 3.7 2.1 26.2 沿部り,m
18 ll91 11Fig こ｛り形 I・版 11 1.2 I 8 227 澁部欠り1

19 11扮 11G3; 9角形 1版 3.9 3.2 I 5 13.7 端部欠り1

20 1225 ¥1G8j 'fり形 1版 1.0 3., I 5 15.9 

21 1621 llG汝 ,r,, 形 1版 1.0 3.3 I 9 11.9 端部ク:m
22 1932 11G5b '111形 l・故 11 3.0 1.2 117 濯部欠り1

23 1800 ¥1G5g 渭J形 1故 3.6 3.1 1.5 13.1 

21 1259 llG5j iffJ形 I.版 3.1 3.2 1.6 11.3 

25 l:JOI ¥lG It:., ．． 角形 1版 3.9 3.1 1.3 12.9 溢部欠m
26 388 .¥Gob iffJ影 I.版 3.1 3.2 II 8.3 

z, 312 IIG2b :,,, 形 1版 2.1 Ii II 2.9 端部欠m
28 11;6 llGIO. I: 版 3.9 2.9 II 21.5 

29 G91 ¥1G6h t製斗・飾 3.6 35 1.8 20.0 

:m 100s 11G6g I: 製J.j"飾 3.6 3.6 1.8 20.2 

31 15<迅 11G5d 1.1:i斗・飾 3.7 31 1.6 11.9 端部欠Ill

32 1380 11F7g t閲1f飾 3.1 31 1.9 16.0 

3;1 1260 11G2c l:'l!lf飾 3.0 2.8 12 ,7 端祁欠Jll

31 1821 11G7g 1関M飾 2.5 2.5 16 77 

35 1337 llG3; 1・ 製 1f飾 2.5 2.5 12 6.5 漏祁,,m
3/i 1151 11F7h le製lf飾 17 1.7 13 3.3 

3; 1101 11G2d I: 製lf餓l I 7 1.6 1.1; 1.0 

淡I 1071 11F8g L製耳飾 13 1.3 II 2.1 

39 785 llFJOi I製耳飾 2.5 2.1 2.3 10.0 端部Xlll

10 18改 ¥1G6g l!i!J.f飾 17 1.6 1.8 17 

II 2295 ¥lG-11151'5 t・. 製耳飾 16 1.5 LO 2.0 端部欠り1

12 ;lll ¥.B焼 I. I製 l'I位 3.1 3.1 12 117 縄文

13 公119 I E~PII I製 I'll< JS 3.; 1.5 20.6 条線文

11 28: 沿 I E~Pl5 I製 l'I板 3.3 3.1 0.9 9.0 縄必

15 公'ii 1・E~Pl6 I. 製l'I板 3.i 1.0 II 151 縄文

Hi 125li llF 7 g I: 製I'!板 '.l.7 1.0 1.0 11.6 縄文

17 866 ¥1F5h t製I'!枚 12 3.9 II 21 I 縄文

18 695 2TT-XIG2i 1~Iり 2.6 3.6 2.0 15.8 頭部

19 316 18T-11F恥 I偶 3.3 5.1 I, 16.8 腕胸部

5() 800 3IT-11Jlg IIIJI RI 9.0 2.0 I 18.1 嗣部 F'I'

51 3;2 IST-11F7c i偶 :l.8 5.1 1.8 27.9 腕祁

5~3.'xi 18T -11 Fie L似 ~-9 5.0 21 28.7 腕部

ぷ； 711 21T ,,,, 形 1版 1.2 II 1.2 16.3 

51 816 32T -¥Ill lg ・角形 I~, 11 1.0 17 19.6 

55 702 18T-11Fld '/IJ形 1版 li.O 3.2 1.8 29.9 溢部欠111

56 869 扮T — \IH2d 'fり形 1版 1.3 1.3 1.6 23.5 

57 358 ,IT-XFI訳 ,,,, 形 1脱 :!.5 3 I II 11.8 

述 8il 扮T-IUll5d ・/<1形 I.版 3.5 3.1 11 I 1.0 

59 873 29T -IIH Id 'fり形 1版 1.3 3.3 1.3 Ill 

60 臨 2H -11G7h '/11形 1版 3.:1 3.1 1.3 9.8 

61 ,33 18T→ 11F3e ；角形 1版 :u~.6 1.3 i., 端部欠捐

62 771 32T -¥I 13f ：角形 1けA 3.9 3.1 1.3 1:1.1 

63 I 10 27T-X IG2; I裂耳餓i 2.2 2.3 2.0 8.:! 

61 的 l 21T -llG,h L没耳餓i 2.0 2.3 II 3.!I 欠捐

65 38 16T-Pl I製l'I似 I; 1.9 11 23.7 縄文 i:I:線

66 総 29T -¥lH2e I剥'I板 1.6 12 II 19.; 縄文

「番サ」は実iUり1,1の個り11番サ， 「取 I・.」は、il;'f.11,fのlf(I・.爵りをぷす

,. 「J!さ」「附,IJ「I'/さ」の'II.I立はcrn、「,f(I,し」の11'1.'(はgである

偏ど 番り J[, L 

I 878 

頓[fl[剥lih l 1070 

:J ;53 

I 1613 

o 1099 

rj部びイL 6 1202 

; 876 

8 1293 

9 1258 

10 1613 

11 731 

12 1810 

1:i 1761 

11 182 

15 J;;J 

16 50"1 

17 16¥15 

18 128 

19 2119 

20 10;2 

21 1578 

22 162 

23 2112 

21 1180 

25 1()19 

以; !)3; 

27 1837 

28 1193 

29 551 

朱彩 30 752 

31 531 

32 1033 

33 812 

3-1 102 

1、彩 お 1318

36 568 

3; 1680 

米彩 38 1900 

木彩 39 1913 

10 2832 

II 1051 

12 2~9-1 

-13 12;6 

11 2022 

15 2il5 

16 2210 

17 762 

18 2071 

(jなし ~9 1502 

50 1161 

51 2111 

52 877 

53 1187 

5"1 2967 

55 2338 

5(; 18・10 

5i 2592 

58 3013 

59 1925 

60 1821 

61 1110 

62 2023 

63 2831 

61 而9

65 23;1 

66 2869 

67 2071 

邸 2109

69 3013 

iO 1180 

ii i10:1 
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表9.馬高遺跡石器類属性一覧

Iii I I<: 器種 J! さ 似 I'/さ ,r,1,1 ィ1材 1屑与

11F9" ／，鎌 12 1.5 0.1 2.1 以｛，炎（仇I

¥lF6 i Ir鎌 3.9 I 6 0.1 1.8'.l.\l~fi 

¥lFIOf /1錫 3.8 I 6 0.3 11 ・I・ ャー ］ヽ

11G5d /, 紘 3.6 l.O 0.5 3 I ・/・ ャート

llGlc ィ［鏃 3.5 l.i 0.5 21 J'iri 

¥lF,d h鏃 3 I 1.3 0.5 ］］凝i,c,:

11F9i ィ1鏃 3~1.8 0.5 2i n,; 

11G3e h雄 3.2 1.8 0.5 2.9 1H, 

¥lGIOg Ii鏃 31 I I 0.1 1.6 9髄

llG H鉗． 3.1 II 0.1 1.5 チャート

¥lF9g ／，鐵 2.9 1.2 0.1 1.3 流紋'Ii

11 Gig れ鐵 2.8 1.3 0.6 Iii 材L紋(i t・ff寸,,
11G5 i /1磁 3.2 l.i o.; 2.6 l!.\l~i, 牙地分析

~G2b Ii鎮 2.8 I.'.! 0.3 1.3 チャート

11G6f Ii絨 27 1.3 0.5 I 3 ll、i,141,v,1

m6e Ii煤 2.6 1.8 0.5 2.1 ,,,; 
11F6e h鏃 2.6 L3 0.3 I 6 ,c,; 
1・c1g /1銑 2.5 2.0 0.1 1.8 凝'1<,l

¥lF -1115 I, 鏃 2.1 I.~ 0.3 LO ill紋'it

¥lG!Oj (』t 25 I I 0.5 i; I―．髄

11G3d h議 2.1 1.5 0.1 11 凝"'ii

11117 f <, 磁 2.3 1.2 0.3 0.8'1.¥1祉Ii 庁地It析

llG -Pl (J鎌 13 1.0 0.3 0.1 り.¥It!/,

11 G IOe ｛，桁 5.9 :u 11.8 12.8 E翻

11F6i 石錐 2.9 1.9 0.8 19 i1,: 

11 F9h h錐 3.5 1.¥1 o.; 3.5 凝¼,;

11G6h ィ，匙 4.9 , I LO 28.3 砂府

11G3 j ィ，匙 6.0 2.3 0.8 9.1 JI nn,; 

1117i 打~H,斧 11.3 1.9 12 88 I ilri 摂形

llFIOf 打fHi芹 111 1.9 1.5 12¥1.5 糾緑(1 撥形

Ill 16h 打帳h斧 10.9 6.o to ),'1.8 Jl ,: 撓形

¥lF8f 打製h芹 10., 1.8 2.2 126.8 i1,・, 撥形

¥lF9 IOb 打fili芹 10.3 52 2.0 11~.3 ni: 短冊形

XG8a 打f!/i芹 11.;; I I 21 lll6.2 Jl!1it ,: 撥形

11G9」 打m,芹 9.0 i.O 22 Iぷ.3 11,l 搭形

IIFlic lf'i穀Ii芹 12.5 5.5 t6 319.3 蛇紋Ii ガ活欠m
11G6f 序製i,lf 8.0 5.8 2.0 II沼.I 虻紋,; Jよ部欠り1

11G9f 序穀i,芹 !~.; 5.8 1.3 315.6 蛇紋,'; ｝）祁欠m
11G9f ,r.'I:! ィ,lf I 1.5 5; :1.2 :i~,2 ＂うイト・， })祁欠Ill

llF -1115 If:~! ィI芹 JO. I Ii II 28:l.1 蛇紋'ii 未製品

¥lF8h 1/H)石斧 9.2 15 2.1 161 I 蛇紋も•.

¥lG -P¥05 磨閲ィi芹 1.9 2.2 0.9 lti.6 舵紋府 4ヽ形品

¥1G2c ／仔iii,芹 6.3 3.8 1.; 69.0 凝I火'le Ji,; 部欠Ill

11G9e 1/l~!ii 芹 15 15 0.8 9.3 蛇,rn 4ヽ形品

llG Pl 15 J朽ィ渭I 12.6 s.; s.1 665.5 安111()

11G-P8 }ff!,,1 10.3 8.9 5.5 6;8,0 安111'/c

llFIO• Jf'ili類 10.3 8., I I 泌1.9 安,1,n

llGJc ,t:<i類 10.2 8.5 I., ぶ5.6 安111'/c

¥lGlf 1行1,111 15.5 ; I 1.9 918.0 安,11,1

¥1G6j 1/'il, 類 7, 6.9 3., 231.0 安,1,,:

11G汝 If, ィ渭i 9.0 5.8 22 m.o 安,11,:

11F9h 1/'Jiil!i 11.9 77 12 558.0 如 11,:

11G;j+3c 石LLLL 26.8 21.3 i 1 11311 女,11,: 欠りl

1・E-Pl9 iillll 212 12.2 5.9 9~5,; 安,1,,: 欠m
llF -1115 { I 1111 22.0 120 1.3 lli31 I 安111,;

¥1G8h f I llfl 11.5 11.3 6.5 136~.!J 砂,・: 欠m
¥lG -lllO fillll 12.5 12 I 7.0 1927.5 安1l1r}

¥lF 板状Iii:, 11 37 0.5 8.1 It'/, 

11G5f 板状石岱 56 16 0.8 25.1 砂,:

¥lG7d 板JR/;器 5.6 1.2 1.2 ¥0.6 砂,:

11G9f 砥6 5.6 5.1 1.5 39.¥ 砂Ii 板札

¥lG¥Oe 砥(i 29.2 9.9 II 513.6 砂府

1・E ~ Pio 人珠 5.2 3.0 2.0 ぶ5 す，凍 縦穿{L

¥"D-PI 人珠 5.7 2.7 0.9 23.6 i!t/1 

1・0 -Pl 人珠 5.6 2.5 II 211 息屈

1・0 -Pl 帷Ji 3.1 1.9 1.8 5.1 琥珀 欠Ill

¥lGlc 石1名 115 8.1 ;1 653.1 砂i'i ,11部

11G5c 1,11' 10.1 !l.1 8.9 580.9 如]]11 頭部

¥lF-111 石1¥ 6.7 7.2 6.1 ,51.9 凝1火'/: 頭部

11G汝 ,(i'I伶 6.9 5.7 5.0 169.J 安,11,: 頭部

¥lG -P70 id# 10.3 5.5 5.3 358.6 凝1火'it 別1部
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図 39.中央区出土の土器① （第 8・9号住居跡出土）
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写真6. 馬高遺跡全景 ・南北 Iライン(1)

冴

""'""一....,.; 
①馬蕎遺跡全景 （北側から）

②南北 Iaトレンチ炉跡 (VB-H1)検出状況 （東側から）

., ,• 

-~ 
④南北 Ibトレンチ全景 （南側から）

③南北 Iaトレンチ炉跡測量作業 （南東側から ）

⑤南北 lbトレンチ検出の土坑群 （西側から ）
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写真 7.南北 Iライン(2)

①土坑 (VC-P1)完掘状況 （束側から ） ②土坑 (VD-P1)半載状況 （南西側から ）

④土坑 (VD-P1)完掘状況 （西側から ）

⑤土坑 (VD-P2)半載状況 （南西側から ）

⑧土坑 (VD-P3)完掘状況 （南側から）
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写真8.南北 Iライン(3)

~¥ ら,心、~~-,.. 一..:.
①土坑群 (VE区）検出状況 （西側から）

芯

~ 
毒讀

⑤
 

~' 
； 

： 

④土坑 (VE-P11)土器出土状況 （東側から

⑥土坑 (VE-P15)翡翠製大珠出土状況 （南側から ）

⑧南北 LEトレンチ完掘状況 （南側から）
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写真9. 南北 Iライン(4).南北 1Iライン(1)

ふ

cヽ:" • . ,-. ~.,,--·. ・ー、
こさ,,ニ

②炉跡 (VG-H1)検出状況 （北11111から）

駁

/2. 

,~ . ・

③南北 Idトレンチ (VH区付近）発掘作業 （南東側から）

⑤南北1Iライン (VIIG区付近）発掘作業 （南側から）

な". 鱈

.., •. ~ 細". 

⑦南北IIライン (VIIG区付近）遺構検出状況 （南側から）

④南北 Idトレンチ (VH区付近）完掘状況 （南側から）

⑥南北IIライン (VIIF区付近）遺構検出状況 （南11111から）
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写真10. 南北 IIライン(2)・東西 Iライン

①南北1Iライ ン (VIlI区付近）遺構検出状況 （北側から）

③南北IIライン (VIII区）焼土検出状況 （南側から）

-べ"I 『 -=-;:-_. 合さ
,, . - さふ

⑦東西 Iaトレンチ完掘状況 （西側から ）

②南北 1Iライ ン (VIII区付近）遺構検出状況 （南側から）

曾

•̀ヽ 

⑥南北11ライン埋設土器 (VIII-P3)検出状況 （北側から ）

ヽ

⑧東西 lbトレンチ付近の状況 （東側から）
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写真11. 中央区(1)

①中央区完掘状況全景 （西側から）

②中m

, 

っョr.. f!:' -・-・・ >・`・. . ・`ご:-

④ VIG区南部の土層堆積状況 （南側から） ⑤ VIG区北壁の土層堆積状況 （南側から）
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写真12. 中央区(2)

② VIG区遺構検出状況 （南東側から）

③第 1・2号住居跡 （炉跡）（北側から）

⑤第3号住居跡 （炉跡）検出状況 （北側から） ⑥第4号住居跡 （炉跡）検出状況 （南側から）

⑦第5号住居跡 （炉跡）検出状況 （北側から） ⑧第6・7号住居跡 （炉跡）検出状況 （西側か ら）
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写真13. 中央区(3)

⑤第9号住居跡完掘状況 （東側から）

..、Cヽ・-- こ¥ざ迄，ミ心さざ

②第8号住居跡の石組炉部分検出状況 （北側から）

-.. -
ヽ

_,, -.. ・-. '-・=こ～全’
'.,. . 

、 - ~
1 • 

④ ピッ ト(VJG-P6)半載状況 （南側から）

---'~ 

✓ .,、
⑧ VIG-P9完掘状況 （南11!1]から）
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写真14.中央区(4)

ヽ

祐

①第11号住居跡完掘状況 （東側から ）

⑤第15号住居跡・集石遺構検出状況 （南側から）

禽
i

④第14号住居跡 （炉跡断面）検出状況 （南側から ）

⑦集石 2検出状況 （西側から ）
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写真15.中央区(5)

①第16号住居跡 （土器片敷炉）検出状況 （北側から）

⑧ VIG区完掘状況 （南東側から）
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写真16. 中央区(6)

ヽ奮

①火焔型土器 (VIF-4g区）出土状況 （南側から） ②王冠型土器 (VIF-8g区）出土状況 （北側か ら）

③浅鉢等 (VJG-3j区）出土状況 （西側から） ④遺物 (VIG-9・101区）出土状況 （南側から ）

⑤土偶 (VIG-9j区）出土状況 ⑥磨製石斧 (VIF-3i区）出土状況 （北側から）

⑦石棒 (VIG-4c区）出土状況 （南側から）
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1 . 三十稲場遺跡の言周査

(1) 集落と遺構

V まとめ

今回の発掘調査では、史跡指定地全域に36か所のトレンチを設定し、土層の堆栢状況や辿構の有無等を

確認した。検出された追構は、縄文時代後期を主とする住居跡・炉跡・土坑・ピ ット・埋設上器、平安時

代の住居跡などである。

縄文時代の遣構群は、追跡の北部及び南部と西半側に顕芳で、概ね東側に開いた大規模な馬蹄形状の広

がりが椎測されるが明瞭でない。竪穴住居は32Tにみられたように円形の形態がt休的で、地床炉や石組

炉 （埋甕炉）を伴っている。また、 4Tや6Tの状況は掘立柱建物の共存も示すものである。さらに北部

のトレンチ (34・36T)では、中期後半とみられる長方形状の住居跡も確認された。これによって、中期

の段階から既に本辿跡北部に集落を形成していたことは確実であり、馬高追跡の集落との関連がうかがわ

れる。遺構のなかでも特箪されるのは、 7Tの大形土坑状辿構である。完掘することはできなかったが、

その検出状況から粘土採掘坑の可能性が極めて高い。新潟県内では確実な検出例はなく上器製作の実態を

明らかにする上で稀少な事例となろう 。掘り込まれた墜而部分の土壌及び出上した土器の胎土分析などを

比較し、さらに検証を進めたい。

平安時代の逍構や辿物は、主に追跡東部の遠藤沢沿いに小規模な広がりが認め られた。14Tの竪穴住居

跡は、カマドの構造や柱穴の配骰などが不明瞭な点を含め、平安時代に一般的な形態を示している。長岡

市内では、白烏町蛇山追跡 〔金子 ・駒形他1976〕や深沢町岩野原追跡B地区 〔駒形 ・寺崎1981〕で平安時代

の掘立柱建物跡が確認されていたが、竪穴住居跡としては本辿跡が初めての検出例となった。

今後の調査では、さらに辿跡を縦断 ・横断する試掘溝を設定し、各時代における集落全体の規模や構造

の把握、竪穴住居跡や十．坑など典型的な追構の粘査が必要であろう 。

(2)遺物

各トレンチからは縄文時代中期後半から後期後菓にわたる辿物が多鼠に出土している。辿跡の北部は中

期後半～後期前葉、南部では後期前葉～中葉の追物が多い。後期初頭の 「三十稲場式」及び前業の「南三

十稲場式」は本追跡の；臼料をもとに型式設定されたものであり、それらの成立や変遷を示す多様な土器が

懃められる。また、中業の三生仏式に位置づけられる上器もかなりまとまっており、中期末菓から後期中

業が主体的な時期と考えられる。

石器類では、石JIil.磨石類のほか、石鏃 ・磨製石斧 ・砥石・石錘などの出土がI]立つ。その組成のあり

方は、板状石器が少ない点を除いて、岩野原辿跡の後期集落〔駒形 ・寺崎1981、長岡市編1992〕とほぼ同

様の傾向を示す。石鏃にはチャ ート製の小形品、磨製石斧には蛇紋岩製が顕著である。また玉類は、今回

の調査では 3点と少なかったが、これまでに採集された悶富な玉類や砥石の存在から、集落内で翡翠等を

用いた玉製作を行っていたことは明らかである。

平安時代の須恵器 ・土師器については、関原町下屋敷辿跡〔長岡市編1992〕の様相に共通し、杯類には

佐渡小泊窯の製品も認められることから、 9世紀末から10世紀初頭が主体と考えられる。竪穴住居跡出士

の土器群は、器種の偏りはあるものの編年の基準的な賓料となろう 。
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2 馬高遺跡の調査

(1) 集落と遺構

史跡指定範囲内に設定した南北方向 2ライン ・東西方向 lラインのトレンチ及び中央部分を対象に発掘

を実施し、縄文時代中期の住居跡 ・炉跡 ・土坑 ・ピット・埋設土器等を確認した。

平成11年度の試掘調資の結呆 〔小熊2000〕を合わせてみると、辿構群の分布状況は、追跡北部～中央部

で大規模な馬蹄形状 （集落 1)、逍跡南部では小規模な馬蹄形状 （集落 2)の広がりを示し、いずれも追構

群が東側に削いた集落形態が推測される （図51) 出土土器の特徴から、狛落 lは中期前菓～中菜、集落

2は中期未菓に位岡づけられる

集洛 1の竪穴住居群は、長方形住居を主体として、楕円形住居や円形住居も認められた 特に長方形住

居はその長軸線が集落の中心部 （広場）を指向し、放射状の配列が顕箱である その地床炉は住居の長軸

）］向に焼上が細長く延びる特徴的な形状を呈する 一方、楕円形. I—Lj 形住Jci は軸線が不揃いでややランダ

ムな配閻を示していた。中央区の炉跡の検出附位や追構の切り合い関係からは、 1地床炉の楕円形住居(VI

G -H 9・H21)→ 2地床炉 （一部に石組炉併）TI)の長方形住居 (VIG-H 10・11など）→す石糾炉をもつ

円形とみられる住居 (VIG-H5~7など）の3時期の変遷が明らかにな っており、石組炉が出現する過

程を示している。また、貯蔵穴や給坑については、南北 llラインの状況から住届群の内側に位i筏している

と推定される。なお、追跡の北東部及び北西部 （平成11年調査の27T・34T付近）には逍物廃棄場とみら

れる地点も確認されているが、現状では明瞭でない

新潟県内では、長方形住居を主とする同時期の代表的な集落跡に、北魚沼郡堀ノ内町消水上辿跡 〔鈴木

他1996〕・南魚沼郡塩沢IIIJ五丁歩辿跡 〔高橋他1992〕・中魚沼郡津南町道尻手辿跡 〔佐藤他1999〕などがある

これらの集落の構成や住居の形態には共通した特色が認められる ことから、信涙川流域の地域性を反映し

ていると考えられる J

集落 2では、複式炉 (VB区）、貯蔵穴や墓穴などの土坑群 (VC~E区）、掘立柱建物の柱穴 (VE区）

が確認された。集落や住居の詳細には不明な点も残されているが、円形の竪穴住居と掘立柱建物が馬蹄形

状に配岡され、その内俯に墓域を形成していた可能性が高い＾ 屯複の少ない逍構の分布状況から比較的短

期間に営まれた集落とみられる。特に上坑群では、大珠2点と琥珀製垂玉 l点が出tした上坑や、逆位の

深鉢を埋納した上坑があり、蒻坑としての形態を明確にとらえることができた。

図 51. 馬嵩遺跡の集落推定図

自然科学分析では、辿物包含層の謀色上 (II]表土

相当 ）から浅間火山起源の火山灰が検出され、 「浅

間馬裔火山灰 (As-Ut)」が提唱された (98頁参照）

これは信談川流域の縄文時代中期の追跡で重要な指

標となりうるものである 一方、植物珪酸体及び花

粉分析は丘陵上の士壌で分析を実施したため、植生

や環境の詳細を椎定するには至らなかった。

今後の調査では、 ①住｝，廿群 ・貯蔵穴 ．墓域等の広

がりを確認し、各集落の規模や構成をより明らかに

すること、 ＠住居復元のデータを得るため、長）j形

住居にみられた特徴的な地床炉の生成要因なども含

めて、住居の形態や構造の詳細を把握すること、 ＆
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逍物廃棄場の有無を確認するとともに白然環榜復原の試料を得るため遠藤沢沿い及び沢内部の調査を実施

すること、などが課題となろう 。

(2)遺物

縄文時代中期のほぽ全般にわたる辿物が多砿に出土している。追跡の北部～中央部（集落 1)では、火

焔型 ・王冠型土器を含む在地の土器群を主として、北陸地方の新崎式、東北地方南部の大木7b~8b式、

関東地方の勝阪式、中部高地の焼町式など、中期前菓～中葉に位骰づけられる多様な系統の土器群がみら

れる。特に大木7b・8a式段階に並行する土器群が顕著で、火炎土器様式 〔小林1988〕の変遷過程をよくあ

らわしている。一方、南部（集落 2)では中期末葉の土器にほぽ限定され、大木10式段階で東北地方南部

の影牌が在地的に変容した様相を示していた。現状では大木 9式段階が希薄な状況を示しており、集落 1

と集落 2は時期的に連続せず間隙が生じている。

石描類では、中期の大規模集落に一般的な器種構成が認められ、石皿 ・磨石類のほか、打製石斧の出土

が多い。磨製石斧の点数も安定しており、中期前菜から蛇紋岩製の素材を用いていた。また、集落 1の範

囲では、上製品が盟富で特に三角形土版が多出している。集洛 2で発見された玉類には、縦穿孔の硬玉製

大珠のほか、琥珀製垂玉もあり、県内でも稀少な ・Ji例が含まれている〔小熊2001〕。このような上製品や

石製品の様相からも、本追跡が信濃川左岸中流域で中心な性格を俯びた拠点的集落 〔寺崎1994〕であった

と考えられる。

なお、自然科学分析では、追物に関わる様々な成果が提示されている (97頁参照）。土器の胎上分析では、

火焔咆・玉冠型土器と縄文のみの上器との差異が指摘された。また、炭化材 ・炭化種子の分析では、クリ

材やトチノキ ・コナラなどの種実が同定され、植物汽源の利用状況の一端が明らかになっている。さらに

黒曜石製逍物の原材産地分析では、 三十稲場辿跡ともに信朴l産及び板山産をj::_とする傾向がうかがわれた

追物の特性を明らかにするためには、さらに試料の分析を進め、データを蓄梢する必要があろう 。

長岡市では、史跡馬高・三十稲場辿跡を長岡の古代史を象徴する「火焔土器のふるさと」として、保存

整備することを H指している 〔長岡市教育委貝会2002〕。特に馬高辿跡の部分では、調査の成呆に基づい

て住届群や森林を復原し、縄文時代のたたずまいが感じられる集落の姿を再現する計画である。

今回の調壺はその端緒となるものであるが、辿物の出士量も多いことあって、詳細な報告を行うことが

できなかった 今後、さらに発掘や整理作業を継続し、保存整備事業の進展をはかっていきたい
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1 . はじめに

1 馬高遺跡に関する火山灰分析

高濱信 行 （新潟大学t't'~地域災'.-if研究センター）

ト 部 1厚 志 （新潟大学積’団地域災古研究センター）

渡辺秀男 （そ島町立三島中学校）

本稿では、平成11年度の馬高辿跡試掘調壺 （長岡市教育委貝会2000)27トレンチにおいて採収された試

料に関する火山灰分析を行った。

2 火山灰分析

新潟県内における第四紀末期の火山灰層序については、これまで、河成段丘等のローム陪や段丘上の追

跡等において検討されているっこのうち、信濃川中流域の河岸段丘堆積物rjIに含まれる火山灰のI曽序は、

新潟火山灰グループ ( 1981·1995 ) 、早津• 新）中 (1981)などによって明らかにされている これらの研究

では、基本的にローム）苦中に含まれる火山灰の鉱物組成、屯鉱物組成、構成鉱物の屈折率などにより個々

の火山灰を同定している。近年、渡辺ほか (1999)は、従来の検討に加えて火山ガラスの形態、火山ガラ

スの化学組成を検討し、火山ガラスの化学組成が個々の火山灰の同定に非常にイI効であることを示してい

るまた、 卜部ほか (2000)は、従来の検討によって知られていた姶良Tn火山灰 （町田・新）1こ1976:以下

AT 火山灰 ） や浅間•'?津火山灰 (11「［田・ 新井 1992:以 FAs-K火山灰）に加えて、AT火山灰よりヒ位のロー

ム）惰から黒褐色上附q,に複数の火山灰が挟在されることを明らかにしている。さらに、信浪川ネオテクト

ニクス団体研究グループ （以下信談川団研と略す）(2002)は、いわゆる黒上肘中に複数の火山灰を認定し

て、このうちTst1は、信濃川「ド流域に広域的に確認できるとしている。この火山灰層は、新潟県湯沢町

の川久保追跡の辿物包含層直下にも挟在し、縄文時代中期の代表するものとして注目している

よって、ここではまず基本的な作業として馬高辿跡の各試料の屯鉱物組成と火山ガラスの形態を明ら

かにし、広域火山灰や信濃川団研 (2002)のTstl火山灰との対比について検討する。

(1) 火山灰の分析方法

試料は、 60、120、250メッシュの飾を用いて水洗した。従来の作業方法である椀がけ法は、火山ガラ

スを破砕する可能性が邸いので行わないn また、脱鉄処理も少批含まれる薄い火山ガラスを溶出する可能

性があるので行っていない。

各試料は、水洗し怖分けした後に、構成粒度による構成鉱物の差異を考應するため、 120メッシュお

よび250メッシュの飾分試料を実体顕微鏡により観察した (I叉I1)。 さらに、火山ガラスの屈折率およ

び化学組成を分析した （図 2) 火山ガラスの形態は占川 (1976)による区分を用いた。屈折率の測定は

Yoshikawa (1984)、木村 (1994)の方法により、 1サンプルにつき30個以上の火山ガラスに対して行った

火山ガラスの化学組成は、新潟大学のJXA8600型X線マイクロアナライザー （波長分散型、加速電圧15

KeV、試料電流1.2x 10-8A、ビーム径15μm、ZAF法にて補正）を使用して測定した。測定個数は火山ガ

ラス20個以上を目安に測定した 火山ガラスの化学組成は100%換符した。
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3. 火山灰の対比について

(1) 重鉱物組成と火山ガラスの形態による 同定の限界

これまでのローム陪における火山灰の同定は、屯鉱物組成と火山ガラスの形態によ って行われることが

多かった。 しかし、類似した形態をもつ火山ガラスの中には、複数の火山起源の火山灰が混在している場

合があり、ガラスの形態のみでの同定と対比には問題となることが多い。このような場合は、火山ガラス

の屈折率や化学組成による検討を加え、個々の火山灰を識別していく必要がある （渡辺ほか1999など）。

これまでの各地の追跡の報告曹等に掲載されている新潟県地域の黒褐色上層中に含まれる火iii/火は、火

山ガラスの形態のみの検討から、 AT火山灰の再堆積やアカホヤ火山灰 （町III・ 新井1978:以下K-Ah火

山灰 ） との混在とされ詳細な検討がなされていない現状にある 。 また、黒褐色土}~中には、 K-Ah火山

灰以外の複数の火山灰が挟在している （卜部ほか2000)。よって、屯鉱物組成と火山ガラスの形態のみの

検討による火山灰の同定は限界があり、屈折率の測定や化学組成の検討を合わせて行っていく必要がある。

4 試料の分析結果と火山灰層の対比

一般にローム1曽中の火山灰は、動植物や人為による士層の撹乱により降灰附準の上 ・下位附にも含まれ

る ここでは、重鉱物や火山ガラスの蚊濃集附準を火山灰降灰／習準とする 図 lに示したように、 27トレ

ンチの試料では、辿物が多く産出する界準の 1マ部にあたる試料番号7に上下附と比較して火山ガラスが多

く認められるため、本附準を火山灰降灰層準として以下の検討を進める。

(1) 試料の構成鉱物の特徴

各試料の直鉱物組成は、試料番号2と10で斜方輝石をわずかに含み、試料番号7では、斜）］輝石に加えて

単斜輝石を含む 火山ガラスは、 全体にHb型を含むがとくに試料番号7ではHb型の含まれる割合が上下

陪準と比較して多く、 Ha型と Cb型をわずかに含むことも特筆される （屈 1) そこで、試料番け7について、

火山ガラスの屈折率と化学組成を分析した＾火山ガラスの屈折率は、 n= 1.499 -1.506 (モード： 1.499、1.502

-1.503)を示す。火山ガラスの化学組成は、特にSi02-Ti02、Si02-MgO、Si02-KPの址比の違いによ っ

て、 3つの組成領域に区分できる （図 1)。

(2) 馬高遺跡の試料番号7に含まれる火山灰層の対比

信浪川団研 (2002)によるTst1は、信涙川流域の黒土層中に火山ガラスの集中帯として認められる。野

外では1科厚 5cm以ドのやや黒褐色の黒上層として認定できることもある し咽鉱物は単斜輝石、斜力輝石

を含む 火山ガラスは、 Cb、Hb型を多 く含む 火山ガラスの屈折率はn=l.498-1.521(モー ド： 1.499、1.500

-1.503、1.506)を示す。火山ガラスの化学組成は、 3つの組成領域を示す （図2)

Tstlと同様の形態および屈折率 ・化学組成をもつ火山ガラスは、津南地域外の越後平野の沖積／曽中 （ト

部ほか 2000)、越後平野東縁部の下田 ・栃尾地域の黒土層中 (Choiet al. 2000)や新潟県湯沢町の川久保

迫跡 （新渇県埋蔵文化財調壺事業団 2001)の追物包含層直下にも確認できる （信濃川団研 2002)

Tstlと馬高追跡の試料番号7は、屯鉱物組成、火山ガラスの形態、火山ガラスの1屈折率、火山ガラスの

化学糾成 （図 2)の特徴から、同一の火山灰として対比が可能であるッ馬高辿跡の試料番号7は、辿物包

含Wt(試料番号 5、6にとくに多い ）のI悦準から判断すると縄文時代中期前業 （長岡市教育委員会 2000)

を示すものと考えられる。 したがって、 Tstlの降灰年代は、約5,000年前程度と判断できる。この結果は、

同じ縄文時代中期の火焔上器文化を示す新渇県南部湯沢町の川久保追跡におけるTstlの層準が追物包含

屈の直 Fである （信浪川団研 2002)ことと整合的である。Tstlは新潟県内の縄文時代中期の屯要な指標と
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なる火山灰といえる。

(3) Tst 1の供給火山の推定と浅間馬高火山灰 (As-Ut)の提唱

Tst 1の供給火山について検討する。新渇県内や周辺地域の約5.000年前頃 （縄文時代巾期）の既知の火

"・'こう ぬまざわ

山活動としては、新潟県西部の妙刹火山 （早津 1972等）、福局県西部の沼沢火山 (Nm-1 (町田 ・新井：

くさつしろねくまくら

1992)、沼沢火砕岩屑：沼沢火山団体研究グループ 1999)、群馬県の草津白根山 （草津白根熊倉軽石層 (KS
あさま あさま くに

-Ku): 早田ほか 1988)や長野県と群馬県境の浅間火山 （浅間D(As-D): 新井1972:浅間六合軽石 (As

-Kn): 早田 1990)が知られている。このうち、妙高火山と沼沢火山の活動による火山灰は、普通角閃石

を含むことを特徴とするため、普通角閃石を含まないTstlとは対比されない。重鉱物組成において主に

斜方輝石を含むような火山活動は、罪津白根ー熊倉軽石層や浅間六合軽石があげられるため、群馬県草津

町付近の2箇所の露頭において試料を採取し、 Tstlや馬裔辿跡の火山灰と比較検討を行った（図 3)。

図3のLoc.lは、群馬県草津町において、早IIIほか (1988)が草津白根ー熊危軽石層 (KS-Ku)を記載

した露頭である KS-KuとAs-Kn相当層を含む5層準の火山灰が認められる。 また、草津町Loc.2では、

浅間草津火山灰 (As-K)の上位の黒土層中に3府準の火山灰が認められる。火山ガラスの形態や化学組成

の検討の結呆、草津spl-1に含まれる扁平型の火山ガラスは鬼界一アカホヤ火山灰 (K-Ah)に対比され

る。また、草津白根熊倉 (KS-Ku)はLoc.2の草津sp2-4に対比される。

Tstlと馬高辿跡試料番号7と位津町地域の火山灰陪との対比について検討する。 ＇罪津町地域の約 5.000年

前程度の年代を示すと考えられる複数の火山灰料と重鉱物組成、火山ガラスの形態と特に火山ガラスの化

学組成の特徴に許LJして検討した結果、草津sp2-2、Tstlと馬高辿跡試料番号7に含まれる火山ガラスの

化学組成が一致することから、各膀は同一のものとして対比できる （圏2)。

草津sp2-2の供給火山については、重鉱物組成が斜方輝石を主体とすることや含まれる火山ガラスの組

成領域のうち 1つがAs-Kの化学組成と類似することから、浅開火山起源の火山灰であると椎定できる。

よって、信猿川団研 (2002)のTstlの名称を改め、より広域に分布する指標火山灰層として浅問馬高火山

灰 (As-Ut)を新たに提唱する。

以上のような信津町地域の火山灰／爵序と対比から、 Tst1の年代は、約4.900年前と推定される窄津白根

熊倉火山灰 （早田ほか 1988)の下位にあたり、 K-Ah(6.300年前、町田 ・新井 1992)より上位層準に相当

することから、新潟県内の馬高辿跡、川久保逍跡から推定される縄文時代中期の前半という年代値と矛盾

しない。
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層厚

柱状図 層 相No. 
(cm) 

10 I I 1 
耕 作 土

（褐色）（新規 ：現在）

耕 作 土
Hbわずか

20 I I 2じ1/////1 Ha極わずか

（褐色）（古期） 2 opx. わずか Hb極わずか

30 I ~------=--=----」1黒褐色土

3 Ha. 極わずか

II 1 --- (7 5YR3/l ~3/2) 4[ IHa, Hb極わずか

40ヒーー「 ――'-----==二＿叫足］
遺物多い s I Hb極わずか

遺物多い 6 Hb極わずか

7 opxわずか Hbわずか

50 ピー ・ 一」↓
cpxわずか Ha. Cb極わずか

8 Hb極わずか

黒褐色土 ， Hb極わずか

60 ,~ ← ヒ ー 」
(7 5YR3/1 ~2/2) Hbわずか

10 opx 

極わずか Cb極わずか

僅かに遺物を含む 11 Hb'極わずか

10 I に＝ーニ ー
12 Hb極わずか

80 : 

灰褐色土
13 I I Hbわずか

(7 5YR5/2-5/3) 

淡褐色土
(7 5YR5/4) 

図 1 馬高遺跡 27トレンチにおける層相と鉱物組成

図3 群馬県草津町周辺における黒土層中の火山灰層
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図2 馬高遺跡試料番号7, Tst1およ び草津sp2-2に含まれる火山ガラスの化学組成
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11 馬高遺跡出士の火焔型t器などの胎士分析

1 . はじめに

西田 泰 民 （新裕）県立歴史t専物館）

マーク ・ホール （新褐県立歴史t専物館）

馬高追跡に限らず、新潟県内の中期中菓の追跡からは火焔型土器、王冠型上器とともに大木系、北陸系、

関東系、在地系の土器が混在して出土する。 これらを任意に各少数サンプリングしても慈味のある分析と

はならないため、今阿の胎土分析の H的としては、火焔塑 ・モ冠型と在地系の縄文のみの上器に胎土の差

が見られるのかを検証することに絞ることとした。在地系の I::.器にどれだけの胎上のバリエーションがあ

るのかをまず押さえることが、七器の供給システムの理解の第 1歩と考えられるからである。ホールが元

素分析を西田がマクロ観察を行った叫

2 試料と方法

試料は平成11年度調介の出上上器のうち、集中出上が見られたXIG区27トレンチと VI]区34トレンチか

ら火焔型・王冠型と縄文のみの土器片、ほぽ半数ずつ計42点を任意に抽出した （写真 1・2)

蛍光X線分析はホールが国立歴史民俗薄物館にて行い、 RhX線管、 0.1mmアルミニウムフィルタ ー、

EDAX DX4 X線アナライザーによって構成されたPhilips社製P¥'9550エネルギー分散型蛍光X線分析

装置を用いた。X線源は50kV、75μAの条件で約 1cm径のビームを発生させ、カルシウム (Ca)、銅 (Cu)、

ガリウム (Ga)、鉄 (Fe)、鉛 (Pb)、マンガン (Mn)、ニ ッケル (Ni)、ニオブ (Nb)、ルビジウム (Rb)、

ストロンチウム (Sr)、 トリウム (Th)、チタン (Ti)、イットリウム (Y)、亜鉛 (Zn)、ジルコニウム (Zr)

の元素についてライブタイム200秒でKaとLa.強度を測定した。その後、コンプトン散乱マト リックス補

正と地質調査所の標準試料15点の線形回帰分析により、各試料の元素濃度を得た。Lucas-Tooth、Price

補正によりマトリ ックス効果について補正した。上記の方法はDavis他 (1998)に近い。

検出限界と X線計測値の最小二乗近似誤差を表 l左にしめす また装置の動作を監視するために成分が

既知の試料と未知の試料を同時に分析したしその結果が表 l右である っ正確度は20°0以下であり、精密度

はlOC}o以下である。

測定前に試料の側面の一部をまず#180の炭化ケ イ素研磨紙で磨き、最終的に600ミクロンで仕上げ、脱

イオン化水で洗浄し、風乾させた。

測定面を平滑化することで、表面形状の計測結呆への影牌を最小限にとどめている。試料の埋没時の化

学的変化であるが、鉄とマンガンに関してはあまり考慇する必要はない (Hedges& McLelan 1976)。 ガ

リウム、ニオブ、 トリウム、チタン、イ ットリウム、 ジルコンは強い変成作用の働く環境下では移動する

ことが知られている (Winchester& Floyd 1977)。

このほか、実体顕微鋭により、各試料の表面の観察を行い、砂粒や混入物の記述を西田が行った。

3. 統計的方法

元素濃度は対数をとり主成分分析を行った。対数化はこれによって少砿元素と微誠元素の濃度の桁の違
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いを解消できるので、土器の化学成分の統計処理にはよく用いられている。検出できなかった元素につい

ては検出限界の1/2の値を用いた。

さらに最尤分類法によるモデルベース ・クラスター分析を行い主成分分析値のグループ数を決定するこ

とを試みた。モデルベース ・クラスター分析ではデータを多変薗正規クラスターの集合と見なす。つまり

クラスターの大きさ、形、方向を識別したり検定できると考えるのである。このような最尤法によるモデ

ルベース ・クラスター分析の数学的扱いについてはBanfield& Raftery 0993)、Fraley0998)、Fraley

& Raftery (1998a、1998b)がある。これらの論考ではモデルベース ・クラスター分析のメリ ットとデメ

リットの双方が論じられている。また地球化学データヘの応用例はHall(2001)、Hall& Minyaev (2002)、

Papageorgiou他 (2000)を参照されたい。

モデルベース ・クラスター分析はコンピュータを用いて次のような手順で行われる。はじめのグルー

プは分析者もしくは階層凝集的クラスター法によって求められる。これらはEMアルゴリズムにより下記

のモデルを満足させるように再配置を行う 。この再配置は与えられた数のグループの中で、あるデータが

まさしくそのグループに属するという条件的蓋然性を最大にするように行われる。ベイズ因子の一つであ

る、ベイズ情報批基準 (BayesianInformation Criterion、BIC)を全ての考え得るグループについて計算

し、どの分類モデルがそしていくつに分類するのが有効であるのかを検討するのである (Kass& Raftery 

1995)。もしBIC値が大きければそれだけそのモデルの正しさの証左として有効であるということになる。

モデルを比較するについては 2~6の違いは弱い証左であり、 6~10ならば強力な、また10以上ならば非

常に強力な証左とされる (Kass& Raftery 1995)。

この分析では 「R」mパッケー ジMCLUSTを用いた (Fraley1999、RDevelopment Team 2002)。この

MCLUSTプログラムはBanfieldとRafteryO 993)で開発された方法により、共分散行列を分解した固有

値をもとに多変麓正規モデルを生成する。このアルゴリズムについてはFraley(1998)で公表されている。

MCLUSTでは次のような条件で正規モデルを設定できる。1)同じ大きさと形の球状分布 (EI)、2)同じ形

で大きさの異なる球状分布 (VI)、3)方向、形、 ．大きさとも同じ楕円体分布 (EEE)、4)方向、形、大きさ

全てが異なる楕円体分布 (VVV)、5)方向のみが異なる楕円体分布 (EEV)、6)形が一定で他は異なる楕円

体分布 (VEV)。

比較のためにカーネル密度推定を用いての主成分分析値のグルーピングも行った。この方法はデータの

中からグループを見つけだすノンパラメトリ ックな方法であり、 「R」の中の SMパ ッケージを用いた。よ

り詳しい理論についてはBaxter他 (1997)、Bowman&Azzalini(1997a)、Silverman(1986)を参照されたい。

さらに分類の妥当性について相互検証法による線形判別分析を行った：相互検証法を川いるのはより強

固な分類基準を得るためである (Baxter1994 ) 。 こ の計算には「 R 」用 ~1..\SSパッケ ー ジを用いた。

4. データ値の分析

各士器片の測定値を表に示す。半数以上の試料で検出限界以 Fであったため銅とニオブは表から省い

てある。これらの常用対数値の共分散行列から主成分分析値を求めた結果、最初の 2つの主成分分析値で

60%以上の寄与率であった。固有値は表 lに示した。

モデルベース ・クラスター分析は図式図法 (Baxter1999)によりはずれ値をもとめ、表 lの6点のはず

れ値をしめす試料を除外した上で行った尻

モデルベース・クラスター分析で用いたのは主成分分析値のなかの上位 5つの値である。当初 1から10
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のクラスターが見いだせたが、 5つ以上のグループとなるものでは構成要素が 1つしかないグループが必

ず生じていたc そこで 5つ以下のグループを見いだすよう再計符したのが表 2である。わずかな差ではあ

るが、最もよく適合するというモデルは形、大きさ、方向とも同じ 2つの楕円体 (EEEモデル）を想定す

るものであった。このモデルに関しての不確かさは 1%以下であった。

図 lに示したのは上位 2つの主成分分析値と各グループの95%信頼区間である。 どの試料がどちらのグ

ループに属するかは表 1に記した。

続いてSheather-Jonesのプラグイン法によ ってガウス分布のカーネルとバンド幅を求め、カーネル密

度推定を行った:11。 1番IIの主成分分析値の hは0.136、また 2番[Iの主成分分析値の hは0.157であった。

図2、3に密度雅定の結果を示す。試科の75%が 2つのグループのどちらかに属する結果となり、モデル

ベース ・クラスター分析の結果とよく 一致する。クラスター分析で得られたグループについて対数化した

元素涙度を用いて、さらに相互検証法による線形判別分析を行ったところ、全ての試料について正しく判

別が行われた

付表 3に示したのは各グループの平均元素浪度である。95%の布烈確率 (a=0.05)、検出力 /3= 0.8とし

てこの 2グループの両側 t検定を行うと、鉄 ・鉛・トリウム・亜鉛の誤度にイ子慈な差があることがわかった

5 胎土のマクロ観察

双眼実体顕微鏡で土器表面を20倍から40倍で観察した結果、おおまかではあるが、次のような傾向が認

められた。火焔型上器 ・上冠型土器では径0.5mm程度の砂粒が多批に含まれるものが多い。 また雲母、海

綿骨針などが特徴的な個体も認められた。一方で、縄文のみの土器では砂粒が目立たず、より粒度が細か

いものが多く、 雲l吐を含む個体も少ない。また、これまでも泥岩などと記述されてきたが、爪で偽がつく

ほど軟質で白色もしくは灰色を星し角張った混和材が含まれた個体も多い。実体顕微鏡での観察ではこの

含有物の構成は上器胎土自体とほとんど変わらず、色のみが異な っている、また周辺部が円磨をうけたも

のが認められないという特徴を持っている。薄片を作製した上でWhitbread(1986)の提案した基準に照

らし合わせて、偏光顕微鏡下で確認する必要があるが、いわゆるシャモ ット、すなわち土器の砕片の可能

性が高いと思われる。これに類似した混和材は県内の他追跡でも広く知られており、将米地域性を反映す

るものと認められるならば、土器の供給システムや技法の分布を考察する上で有益なメルクマールとなり

うる。

6. 考察

元素分析では土器試料は大きく 2群に分類され、それぞれの群に火焔型 ・王冠型と縄文のみの土器が

ふくまれていたが、マクロ観察では前節で述べたように、 1群 2群の差 と言うよりは、火焔型 ・王冠型土

器と縄文のみの七器両者に混和材の差が認められる。ただし、色調の面では元素分析で第 1群とされたも

のは赤色系の発色であり、第 2群は白色系の発色である 両者には鉄の濃度に 2ポイントほどの差があ

り、前者の方が鉄含有紐が多いことから、これが器面の色調と関連していると考えることもできるであろ

う。 また後者が多数を占めており、常識的に考えるならば、白色系の色調を示す土器が辿跡周辺で作られ

た上器とみなすことができる。三十稲場遺跡で発見された粘土採掘坑の粘土を焼成してみたところ、白色

系の発色とな ったとのことであり、傍証となろう 。なお残念ながら両者の差は相対的なものであり、色調

のみで在地と外米を弁別するところまでは期待できず、大まかな傾向をつかむというところが限界ではな
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いかと思われる。

元索分析の結果が主として粘土部分の元素組成を反映しているという前提に立てば、マクロ観察で得ら

れた鉱物やその他の含有物の特徴は胎土調整の差を示しているということになるであろう 。より粗い混和

材が火焔型・王冠型上器に使われているのは、大きく外へ広がる把手、頸部を支えるために腰の強い素地

を得る必要があったためという解釈も成り立つかもしれない。これも周辺の土器作りに適した粘土を使っ

て、追試をする必要がある。

今 j1_1j の分析方法では胎土の違いを指摘することはできても、産地をより具体的にtf~定することは難しい。

例えば雲母の混入が多く見られる土器の素材の採取地は県内では魚野）II流域東部あるいは加治川中 ・上流

域などが候補となろうが、混和材を粘土の調整時にまぜることが行われたならば、必ずしも土器の製作地

の証左とはならない。むしろ海綿骨針、珪藻のような粘土の堆梢時に混入する生物辿体を標識とするべき

であり、粘土の成因とあわせて考察しなければならない。

注

1) 本オ翡のうち、 2から 4節はホールが英文で執箪したものを西田が翻訳した。

2) はずれ値とされた Kl9はK6、Kl8と同一個体であり、測定した研磨断面に比較的大きな砂粒があっ

たためにその影牌をうけたものであろう 。非破壊分析の際の留慈点である。

3) プラグイン法の利点はデータの正規分布を前提としないことにあり、データのばらつきにあまり影繹

を受けない。(Bowmanand Azzalini 1997a、34-35頁、 Hermannet al. 1995、171頁参照）
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表 1

上成分 固有伯 寄り叶~(~o) 累梢寄与率（％）

I 903 3904 3901 

2 532 2299 6203 

3 3 77 l632 78.35 

4 226 976 8811 

5 124 5.35 93.46 

表2

モデル グループ数 BIC 

EEE 2 -4663 

EEE 3 -4933 

ET 3 -50.43 
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付表 1

几索 Ca Ti Mn Fe ~ i Cu Zn Ga Pb Th Rb Sr Y Zr >l"b 
検出限界 5000 660 220 6800 25 29 30 15 19 5 15 25 17 20 10 
近似誤差 4500 490 144 5300 14 ， 10 I 8 3 11 16 6 4 3 
JB3測定値 76816 9678 1530 92041 43 192 96 20 n.d. nd 17 430 24 92 n.d. 

JB3標準値 70000 8600 1370 82700 36 194 100 20 6 1.27 15 403 27 98 2 
正確疫 （％） 9 7 12.3 11.7 113 194 1 4 

゜
13.3 6.7 11.1 61 

付表2 各個体の元素濃度 （屯位は ppm、outlier:はずれ値、 nd:検出限界以下）

ID Type Group T1 Mn Fe Ni Zn Ga Pb Th Rb Sr Y Zr 

0001 縄文のみ 1 3999 994 33586 nd 119 18 43 nd 94 60 27 243 

0005 縄文のみ 2 2884 504 13210 62 74 17 21 23 62 82 23 200 

0007 縄文のみ 2 6575 805 30151 71 99 17 27 10 59 78 33 259 

0008 縄文のみ 1 5071 1081 33355 104 136 19 44 nd 102 58 33 251 

0012 縄文のみ 2 7427 866 23690 62 95 18 25 13 54 26 nd 202 

0013 縄文のみ 2 3738 473 20896 68 89 19 19 16 91 94 35 254 

0014 縄文のみ 1 5179 672 36750 82 168 18 35 nd 104 49 28 198 

0017 縄文のみ 2 5703 89] 18304 50 84 18 24 19 70 71 24 233 

0018 縄文のみ 2 2955 583 26210 74 103 18 27 10 43 26 85 162 

0022 縄文のみ 2 3476 1089 23012 191 95 18 nd 14 83 66 26 263 

0027 縄文のみ 2 6763 901 25535 41 83 18 19 15 LOO 88 28 231 

0029 縄文のみ outlier 4513 281 20603 nd 90 17 24 16 86 123 8.5 88 

0034 縄文のみ 2 5910 1232 27970 nd 97 17 31 ， 74 74 23 276 

0035 縄文のみ 2 4425 755 30629 53 121 18 34 6 36 67 27 264 

0038 縄文のみ 2 1687 576 12262 31 87 18 24 24 47 58 27 175 

0040 縄文のみ 2 4532 605 23883 4S 83 17 30 17 49 69 23 162 

0041 縄文のみ 2 7105 956 34953 114 92 19 28 10 47 55 25 260 

0120 縄文のみ outlier 6647 1694 22001 106 92 19 19 15 17 26 nd 182 

1(01 火焔・ 王冠 2 0009 780 18957 39 88 17 37 18 39 l04 22 205 

K02 火焔 ・王冠 1 5624 700 38279 60 l..J7 19 44 nd 74 71 20 242 

11.03 火焔・王冠 2 3323 641 13382 30 80 17 24 24 52 82 22 142 

!{04 火焔 ・王冠 l 9377 865 46704 126 128 19 48 nd 48 26 nd 78 

1(06 火焔・王冠 2 2619 617 20858 35 89 18 nd ]7 30 75 nd 170 

1(07 火焔・王冠 1 3505 911 41267 73 158 18 45 nd 95 68 20 193 

K08 火焔・ 王冠 2 6-153 653 34430 70 106 19 33 8 80 86 27 265 

K09 火焔・ 王冠 2 5616 687 19036 139 55 18 25 24 80 130 32 210 

l(Jl 火焔・王冠 outlier 4227 511 25827 56 100 18 27 ]] 68 98 nd 141 

Kl2 火焔.-E冠 1 3456 686 31881 nd 120 18 27 5 37 157 21 172 

K13 火焔・ 王冠 outlier 6720 944 49667 35 132 16 66 nd 95 114 nd 108 
!(]4 火焔 ・王冠 l 1748 281 33392 nd 91 17 32 nd 61 76 22 167 

K15 火焔・エ冠 2 5977 1457 22108 45 87 18 26 16 64 97 22 201 

K16 火焔.-E冠 2 6473 745 23748 64 60 18 17 21 74 76 28 206 
}(18 火焔 ・王冠 outlier 6011 876 44115 38 l70 19 72 nd 17 26 nd 98 

109 火焔 .-E冠 1 3178 994 54213 135 195 18 42 nd 114 .J3 24 177 

K20 火焔・ 王冠 2 2628 113 21212 110 90 17 25 15 127 66 36 236 

K21 火焔・ 王冠 2 59S3 972 17657 10.! 73 19 nd 19 ふl 49 19 268 

1(26 火焔 ・モ冠 2 2519 928 222-t5 108 93 20 nd 1-1 86 72 18 237 

[(28 火焔 .'f冠 1 5238 689 48298 55 163 20 58 nd 80 139 29 159 

1(29 火焔・玉冠 outlier 2787 527 18204 143 85 19 nd 18 86 70 nd 211 

!{31 火焔・王冠 2 1857 576 [9940 65 86 18 23 18 76 98 22 176 

K34 火焔 ・£冠 I 6916 923 41968 101 148 20 33 nd 70 26 nd 81 

1(35 火焔 ・王冠 2 3665 550 16100 nd 84 18 23 23 66 88 23 179 

付表 3

元索 T1 ¥In Fe ;'¥i Zn Ga I Pb I Th Rb Sr Y
 

Zr 

:;!〗~1ら〗 14845 士 20631800 土 225139972 土 7278170 土 451 143 土 28.4 11 8 土 0.914 1 土 8.713 士 0.8 180 土 24 .5 170 土 42 122 士 7.8 1 1 78 士 58.5
(25個休）

461]土 1779770土24722-115土603668土.Jl 88士13.6 18士0.823士7.7 16土5.366土22.275土23 2.J士7.3 217土 10.2
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写真 1 分析試料 （火焔型 ・王冠型土器片）
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写真2 分析試料 （縄文のみの土器片）
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m馬高遺跡における 自然科学分析

（火山灰 ・植物珪酸体 ・花粉分析）

1 . 馬高遺跡における火山灰分析

(1) はじめに

株式会社古環境 研 究所

長岡市域とその周辺に分布する後期更新世以降に形成された地陪の中には、妙高や浅間など信越地方や

その周辺の火山、中部地方や中同地））さらには九ヽ fl-I地方などの火山に由来するテフラ（火山砕屑物、いわ

ゆる火山灰）が多く認められる。テフラの中には、哨出年代が明らかにされている示標テフラがあり、こ

れらとのI曽位関係を辿跡で求めることで、逍構の構築年代や辿物包含層の堆栢年代を知る ことができるよ

うになっている。

そこで馬高遣跡においても 、平成12年度調査の際に採取された試料を対象に、テフラ組成分析や屈折率

測定を行い、示椋テフラの層位を把握して、上陪の年代に関する骰料を収集することになった。

(2) テフラ組成分析

①分析試料と分析方法

分析試料は、平成12年度調査の VIG区北壁中央付近 (5j区）において柱状に 5cm間隔で採取された堆

柏物である。テフラの特徴とその降灰楕準を把握するために、試料10、試料8、試料-7、試料-6、試料 5

の合計 5点（図 1)について、火山ガラス比分析と重鉱物組成分析を合わせたテフラ組成分析を行って示

標テフラの降灰］習準を求める ことにした。分析の手Jil月は次の通りである。

1)試料15gを秤拡。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80℃で恒温乾燥。

4)分析飾により 1・4-l/8mmの粒＋を飾別。

5)偏光顕微鏡下で250粒子を観察し、火山ガラスの色調形態別比率を求める（火山ガラス比分析）。

6)偏光顕微鏡下で屯鉱物250粒子を観察し、重鉱物組成を求める （重鉱物組成分析）。

②分析結果

テフラ組成分析の結呆をダイヤグラムにして ,~, 2に、火山ガラス比分析と重鉱物組成分析の結果の内訳

を表 lと表 2に示す。火山ガラス比分析の結果では、試料8に最も多くの火山ガラスが含まれている。火

山ガラスは植が多い順に、無色透明で平板状のバプル型ガラス (4.0%)、分厚い中間型ガラス (2.0%)、繊

維束状に発泡した軽石型ガラス (2.0%)、スポンジ状に発泡した軽石型ガラス (0.4%)である 一方、重

鉱物組成は、全体として斜方輝石や単斜輝石が多く含まれるいわゆる両輝石型であるが、とくに試料6に

多くの斜方輝石 (64.8%)や単斜輝石 (8%)が含まれている。

(3) 屈折率測定

①測定試料と測定方法

火山ガラスがとくに多く含まれている試料8と、斜方輝石や単斜輝石の割合がとくに大きい試料6の2

点について、テフラ粒子の起源を明らかにするために、温度一定型屈折率測定法 （新井1972、1993)により、
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テフラ粒子の屈折率測定を行った。

②測定結果

屈折率測定の結呆を表 3に示す。試料 8に含まれる火山ガラス (n)の屈折率は、 1.500-1.504である。

中でも、無色透明のバブル型ガラスの屈折率は、 1.500土である。重鉱物としては、斜）j輝石のほか、ご

く少品の堆斜輝石や角松l石が含まれている。斜方輝石 (y)の屈折率は、 1.707-1.710である。

試料6に含まれる火山ガラス (n)の屈折率は、 1.501-1.503である。重鉱物としては、斜方輝石や単斜

輝石のほか、ごく少拡の角I火］石が含まれている。斜方輝石 (y)の屈折率は、 1.706-1.708である。

(4)考察

試料 8に含まれるテフラ粒 fは、火山ガラス や斜方輝石の肘折率から、約1.3~1.4万年前• Iに浅間火

山から浅間板昴黄色軽石 (As - YP、新井1962、町田・新井1992 ) の一部、浅 ,~u 草津黄色軽石 (As-YPk 、

新井1979、町田・新井1992)に由来すると考えられる なお、無色透明のバブル型ガラスについては、そ

の色調や形態さらに屈折率などから、約2.4~2.5万年前*'に姶良カルデラか ら哨/11した始良Tn火山灰

(AT、町田・新井1976、1992、松本ほか1987、池田ほか1995)に由来すると考えられる

また試料6に含まれるテフラ粒子のうち斜方輝石は、約5.400年前 *Iに浅間火山から哨出した浅間六合

軽石 （早田1990、1996)に由来する可能性が考えられる。火山ガラスについては、その特徴からAs-YPk 

に由米すると考えられる。いずれのテフラについても、その産状からいずれも、 一次堆栢は認められず降

灰後に形成された K陪中に含まれていると息われる。

(5) まとめ

馬麻逍跡において、テフラ組成分析と屈折率測定を行った その結果、姶良Tn火山灰 (AT、約2.4~2.5

万年前*')、浅間板恥黄色軽石 (As-YP、約1.3~1.4万年前*I)、浅間六合軽石 (As-Kn、約5.400年前*')

などの示標テフラに由来するテフラ粒子を検出することができた。

注

・1 放射性炭素 (!IC)年代．
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表 1 馬高遺跡における火山ガラス比分析結果
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表2 馬高遺跡における重鉱物組成分析結果
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表3 馬高遺跡遺踪における屈折率測定結果

試料 火山ガラス (n) 重鉱物 斜方輝石 (y)

6

8

 

1.501 -1.503 

1.500 -1.504 

opx>cpx.(ho) 

opx.(cpx.ho) 

1.706-1.708 

1.707 -1.710 

屈折率の測定は、温疫一定型測定法 （新井1972、1993)による．

opx : 斜）］輝石、 cpx:ljt斜輝石、 ho:晋通角I刈石、 （） は、：心が少ないことを示す．
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2 馬高遺跡における植物珪酸体分析

(1) はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (SiOilが蓄積したものであり、植物が枯れ

たあとも微化石 （プラント ・オパール）とな って土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、こ

の微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定砿する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の

同定および古植生・占環槌の推定などに応用されている （杉山2000)。

(2) 試料

分析試料は平成12年度調査の¥I[G区北墜中央地点 （図 1)から採取された 6点である。試料採取箇所を

分析結果の模式柱状図 (l:;(I3)に示す。

(3) 分析法

植物珪酸体の抽出と定屈は、プラント ・オパール定拡分析法 （藤原1976)をもとに、次の手順で行った。

1)試料を105℃で24時問乾燥 （絶乾）

2)試料約 lgに直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加 （電子分析天秤により 0.1mgの精度で秤量）

3)電気炉灰化法 (550℃ ・6時間）による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・42KHz・10分間）による分散

5)沈底法による20μm以下の微粒子除去

6)封人剤 （オイキ ット）中に分散してプレパラート作成

7)検鏡 ・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラ ー ト1枚分の精杏に相当する。

試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料

lg中の植物珪酸休個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比直と各植物の換算係数 （機動細胞珪酸体 1個あたり

の植物体乾重、単位 ：10―5 g)をかけて、単位面積で陪厚 1cmあたりの植物体生産鉱を算出した。イネ （赤米）

の換算係数は2.94(種実瓜は1.03)、ススキ属 （ススキ）は1.24、クマザサ属 （チシマザサ節・チマキザサ節）

は0.75、ミヤコザサ節は0.30である。 タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を

求めた。

(4) 分析結果

①分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以ドのとおりである。これらの分類群について定批を行

い、その結呆を表4および図 3に示した。主要な分類群について顕微鏡写真（写真 1)を示す。

〔イネ科〕

イネ、アシカキ、キビ族型、ススキ屈型 （おもにススキ屈）、ウシクサ族A (チガヤ屈など）、シバ属

〔イネ科ータケ亜科〕

クマザサ属型 （チシマザサ節やチマキザサ節など）、 ミヤコザサ節型 （おもにクマザサ屈ミヤコザサ節）、

未分類等

〔イネ科ーその他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 （おもに結合組織細胞由来）、未分類等
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②植物珪酸体の検出状況

町 1習 （試科10)から I2料 （試料 1)までの各層について分析を行った。その結果、 Nl附 （試料10)から

II 2附 （試料6)にかけては、クマザサ属型やミヤコザサ節型が多誠に検出され、ウシクサ族Aなども検出

された。 II1陪 （試料 3)から I2陪 （試料 1)にかけては、クマザサ属型やミヤコザサ節型が減少してお

り、 I 2層 （試料 1)ではイネが出現している。イネの密度は13.900個lgとかなり高く、稲作跡の検証や探

杏を行う場合の判断基準としている5.000個lgを大きく上!1_11っている。おもな分類群の推定生産址による

と、 II1層より下位ではクマザサ属型やミヤコザサ節型が優勢であり、 I 2附ではイネが卓越していること

が分かる。

(5) 植物珪酸体分析から推定される植生と環境

縄文時代中期とされる II11惰~II 21習およびその下位のm罰~Nl層の堆積当時は、クマザサ属 （ミヤコ

ザサ節を含む）などのササ類を主体としたイネ科植生であったと考えられ、とくにNl附ではクマザサ属

が繁茂する状況であったと推定される。クマザサ！属は氷点下 5℃程度でも光合成活動をしており、雪の中

でも緑を保っていることから、大半の植物が落葉または枯死する秋から冬にかけてはシカなどの草食動物

の重要な食物となっている （翡槻1992)。遺跡周辺にこれらのササ類が豊富に存在したことは、当時の動

物相を考える上でも重要である。

その後、 I 2陪の時期には稲作が開始されていたと推定される。追跡の立地や周辺の植生から、ここで

行われた稲作ば灯11作の系統 （陸稲）であったと考えられる。

文献

杉山真二 (1987)タケ亜科植物の機動細胞珪酸休．富上竹類植物園報告，第31号. p.70-83. 

杉山真二 (2000)植物珪酸休 （プラント・オパール）．考古学と植物学． 同成社. p.189 -213. 

麻槻成紀 (1992)北に生きるシカたちーシカ．ササそして雪をめぐる生態学ー． どうぶつ社．

藤原宏志 (1976)プラント ・オパール分析法の』騒礎的研究(1)ー数種イネ科栽培植物の珪酸休標本と定贔分

析法ー ．考古学と白然科学. 9. p.15 -29. 

3 馬高遺跡における花粉分析

(1) はじめに

化粉分析は、 一般に低湿地堆積物を対象として比較的広域な地域の植生や古環境の復原に応用されてお

り、迅跡調査においては辿構内の堆積物などを対象とした周地的な植生の推定も試みられている。なお、

乾煉的な環境下の堆精物では、花粉などの植物辿体が分解されて残存しないこともある。

(2) 試料

試料は、平成12年度調在の¥'lG区北壁中央付近において柱状に5cm間隔で採取された堆梢物 （図 1)で、

上位より I2層 （試料①、耕作上）、II11邑（試料②、褐色上）、 []1/苦と []2層の境界 （試料J、褐色土）、 II2陪 （試

料②、乙、黒褐色土）、II2附と m陪の境界 （試料③、黒褐色上）、m層と I¥'1居の境界 （試料.9、黄褐色土）、

Nl陪 （試料⑩、黄褐色上）の8点である。

(3)方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973)を参考にして、試料に以下の物理化学処理を施して行った。

1) 5%水酸化カリウム溶液を加え 15分間湯煎する。

-115-



2)水洗した後、 0.5mmの飾で礫などの大きな粒 fを取り除き、沈澱法を川いて砂粒の除去を行う 。

3)25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する

4)水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処狸 （無水酢酸 g:濃硫酸 lのエルドマン氏液を

加え、 1分間湯煎）を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う 。

6)沈i査に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理 ・化学の各処理間の水洗は、遠心分離 0500rpm、 2分間）の後、 1こ澄みを捨てるという操

作を 31川繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに生物顕微鏡によって300-1000倍で行った。花粉の同定は、島倉0973)

および中村 0980)をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、

科亜科、属、 ,1E屈、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン （？）で結んで

示したなお、科 ・亜科や属の階級の分類群で一部が屈や節に細分できる場合はそれらを別の分類群とした。

(4)結果

①分類群

出現した分類群は、樹木花粉14、樹木花粉と信本花粉を含むもの 1、草本花粉14、シダ植物胞子 2形態

の計31である これらの学名とfll名および粒数を表 5に示した＾なお、主要な分類群は写真 2に示した＾

以 Fに出現した分類群を記す

〔樹木花粉〕

ツガ属、マツ屈複維管束亜属、スギ、クルミ属、サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ屈、クマシデ屈？ァサダ、

クリ、シイ属、コナラ屈コナラ亜属、コナラ屈アカガシ亜属、ニレ屈？ヶャキ、 トチノキ

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

ウコギ科

〔＼＇「．本花粉〕

イネ科、カヤツリグサ科、ユリ科、タデ属サナエタデ節、ソバ属、アカザ科？ヒユ科、ナデシコ科、ア

ブラナ科、アリノトウグサ屈？フサモI属、チドメグサ亜科、オミナエシ科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨ

モギ屈

〔シダ植物胞子〕

単．条溝胞子、 三条溝胞子

②花粉群集の特徴

下位の II1 I蜀と II21習の境界 （試料④）、 II2罰 （試料宕、 1)、 II2附と m 層の境界 （試料~ ) 、 1II 屑と NI

料の境界 （試料9')、NI層 （試料⑯ ）からは、花粉はほとんど検出されなかった

上位の I2層 （試料.l)、 II1附 （試料'2')は、樹木花粉よりも帷本花粉の出現率がやや裔い 草本花粉は、

ヨモギ属イネ科が多く検出され、キク亜科、タンポポ亜科、アリノトウグサ属？フサモ属、チドメグサ

亜科、アプラナ科、ソバ属などが伴われるッ樹木花粉ではスギが1憂占し、マツ屈複維管束亜屈、ハンノキ

）戒、コナラ属コナラ亜屈などが出現する

(5) 花粉分析から推定される植生と環境

下位の II1層と II2罰の境界 （試料 4)、 II2附 （試料⑤、⑦） 、 II2層と 1II層の境界 （試料⑧）、 1II層と NI

層の境界 （試料⑨）、NI層 （試料.10)の時期は、花粉がほとんど検出されないことから、花粉などの有機
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質追体が分解される乾燥あるいは乾湿を繰り返す堆積環境が推定される。

上位の I2/屑 （試料①） 、II1層 （試料②） の時期は、草本花粉の出現率がやや高く、堆梢地）剖辺は草本の

優勢な環境であり、イネ科、ヨモギ属、キク亜科、タンポポ亜科、アリノトウグサ属？、フサモ属、チド

メグサ亜科、アブラナ科、カヤツリグサ科、ソバ属などの草本が生育していたと推定される。 ソバ屈は

明らかな栽培植物であり、アブラナ科には栽培植物が多く含まれる。 ヨモギ属、キク亜科、タンポポ亜科、

アリノトウグサ屈、チドメグサ亜科、アブラナ科はやや乾媒を好み、畑作雑草の性格をもつ。 また、イネ

科にも多くの畑作雑草が含まれる。以上のことから、ソバ属やアブラナ科などの栽培が示唆され、 I 2層

とIIl /曽の時期は堆積地ないし周囲で畑作が腐まれていたと考えられる。

樹木花粉ではスギが最も高率に産出している。このことは、本地域の主要な森林としてスギ林が分布し

ていたことを示唆する。なお、スギは温帯に広く分布し、特に中間域の積雪地帝で純林を形成する針葉樹

である。やや低率なマツ屈複維管束亜屈、ハンノキ屈、コナラ屈コナラ亜属は周辺地域において周地的に

分布していたと考えられる。マツ属複維管束亜属は二次林要素と考えられ、アカマツニ次林の局地的な分

布が推定される。ハンノキ屈では谷間や湿地に河辺林ないし湿地林として分布するハンノキが考えられる。

(6) まとめ

馬高逍跡VIG区で花粉分析を行った結果、上位の I2層 （試科①）、 IIl /箇 （試料②） から比較的多くの花

粉が検出された。 I2層、 II1層の時期は、、:1:111作雑草が繁茂し、ソバ属やアプラナ科などの畑が堆積ないし

周囲で党まれていたことが示唆された。下位の II1陪と II2層の境界 （試料④） 、II2層 （試料③、⑦）、 II2 

層と皿層の境界 （試料⑧） 、m層と NI層の境界 （試料⑨）、Nl層 （試料⑩）からは花粉がほとんど検出され

ず、これらでは花粉などの有機質辿体が分解される乾燥あるいは乾湿を繰り返す堆積環境が雅定された。

文 献
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p.248-262. 
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図2 馬高遺跡におけるテフラ組成ダイヤグラム

検出密度 （単位： X 100個/g)

地点 ・試料 VIG区北壁中央付近

分類群 学名 1 3 6 8 ， 10 
イネ科 Gramineae (Grasses) 

イネ O,yza sativa (domestic rice) 139 

キピ族型 Paniceae type 15 13 

アシカキ Leersi.a japonica 15 

ススキ属型 Miscanthus type 7 

ウシクサ族A Andropogoneae A type 7 36 14 7 

シバ属 Zo切a 7 
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------

タケ亜科 Bambusoideae (Bamboo) 

クマザサ属型 Sasa (exceptMiyakozasa) 44 53 101 144 252 104 

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasa 88 204 304 159 483 463 

未分類等 Others 7 13 58 22 7 
------------------------------------------------------------------疇—------------------------ ----------------------

その他のイネ科 Others 

表皮毛起源 Husk hair origin 37 7 

棒状珪酸体 Rod-shaped 147 39 80 29 14 

未分類等 Others 381 263 384 282 210 249 
-----------------------------------------------------------幽・ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 囀一 — -------------------------
（海綿骨針） Sponge 7 

植物珪酸体総数 Total 880 599 964 657 966 821 

おもな分類群の推定生産量（単位： kg/面・cm)

イネ Oryza saliva (domestic rice) 4.10 

ススキ属型 Miscanthus type 0.09 

クマザサ属型 Sasa (except Miyakozasa) 0.33 0.39 0. 76 1.08 1.89 0.78 

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasa 0.26 0.61 0.91 0.48 1.45 1. 39 

タケ亜科の比率(%)

メダケ節型 Pleioblastus sect. Medake 

ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa 

クマザサ属型 Sasa (except Miyakozasa) 56 39 45 69 57 36 

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasa 44 61 55 31 43 64 

表4 馬高遺跡における植物珪酸1本分析結果
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分類群 VIG区北壁中央付近

学名 和名 ① ② ④ ⑤ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

Arboreal pollen 樹木花粉

Tsuga ツガ属 1 

Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属 16 12 

Ciyptomeria japonica スギ 84 57 1 

Juglans クルミ属 2 

Pteroca1ya rhoifolia サワグルミ 1 

A/nus ハンノキ属 5 12 

Betula カバノキ属 1 

Carpinus-Ostrya japonica クマシデ属ーアサダ 1 

Castanea crenata クリ 3 

Castano psis シイ属 1 

Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 6 5 3 1 

QuerctJS subgen. C)rclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 2 1 

Ulmus-Zelkova serrata ニレ属ケヤキ 2 

Aesculus turbinata トチノキ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..... 6. ................... J ............................................. . 
Ai・boreal・Nonarboreal poUen 樹木・草本花粉

Aralia匹 ae ウコギ科
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Nonarboreal pollen 草本花粉

Gramineae イネ科 69 74 2 

Cypera匹 ae カヤツリグサ科 11 1 

Liliaceae ユリ科 ， 
Polygonum sect. Persicaria タデ属サナエタデ節 3 4 

Fagopyru.m ソバ属 5 3 

Chenopodiaceae-Amarantha匹 ae アカザ科ヒユ科 3 7 

Caryophyllaceae ナデシコ科 3 2 

Cruciferae アプラナ科 7 4 

Ha/oragis-Myriophyllum アリノトウグサ属フサモ属 12 6 

Hydrocetyloideae チドメグサ亜科 7 5 

Valerianaceae オミナエシ科 3 

Lactucoideae タンポポ亜科 16 15 

A.steroideae キク亜科 23 22 

Artemisia ヨモギ属....................................................................................................................................................................................................................................................... 
66 69 

Fern spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子 6 11 2 

Trilate type spore 三条溝胞子 5 12 

Arboreal pollen 樹木花粉 116 102 4 2 

゜ ゜゚Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木 ・草本花粉

゜゚ ゜゚
2 

゜゚ ゜Nonarboreal pollen 草本花粉 225 221 2 5 

゜゚ ゜゚Total pollen 花粉総数 341 323 6 7 2 1 

゜゚Unknown pollen 未同定花粉 6 3 

゜゚ ゜゚ ゜゚Fern spore シダ植物胞子 11 23 2 

゜゚ ゜゚1-Ielminlh eggs 寄生虫卵 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) 

明らかな消化残潅 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) 

表 5 馬高遺跡における花粉分析結果
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写真 2 馬高遺跡の花粉 ・胞子
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W 三十稲場遺跡における自然科学分析

（植物珪酸体 ・花粉分析）

1 . 三十稲場遺跡における植物珪酸体分析

(1) はじめに

株式会社古環境研究所

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (SiOりが蓄積したものであり、植物が枯れ

たあとも微化石 （プラント・オパール）とな って上穣中に半永久的に残っている。植物珪酸休分析は、こ

の微化石を追跡上壌などから検出して同定 ・定屈する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の

同定および占植生・古環境の推定などに応Illされている （杉山2000)

(2)試料

分析試料は、平成12年）文調査の29トレンチ束壁中央地、点から採取された 4点である 試料採取箇所を分

析結果の模式柱状図に示す

(3) 分析法

植物珪酸体の抽出と定址は、プラント ・オパール定址分析法 （藤原1976)をもとに、次の手順で行ったc

1)試料を105℃で24時間乾媒 （絶乾）

2)試料約 lgに直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加（雷子分析天秤により 0.1mgの精度で秤倣）

3)軍気炉灰化法 (550℃ ・6時間）による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300¥V・42KHz・10分11:J)による分散

5)沈底法による20μm以 Fの微粒 f除去 ． 

6)封人剤 （オイキ ット）中に分散してプレパラ ー ト作成

7)検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、 400倍の偏光顕微鏡ドで行った

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぽプレパラート 1枚分の精杏に相当する J

試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料

lg中の植物珪酸休個数を求めたで

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比直と各植物の換算係数 （機動細胞珪酸体 1個あたり

の植物体乾重、巣位： 10-;g)をかけて、単位而積で層厚 1cmあたりの植物体生産麓を算出した。イネ （赤米）

の換符係数は2.94(種実重は1.03)、クマザサI属 （チシマザサ節 ・チマキザサ節）は0.75、ミヤコザサ節は0.30

であふタケ亜科については、植物休生産拡の椎定値から各分類群の比率を求めた。

(4) 分析結果

①分類群

分析試料から検出された植物珪酸休の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定誠を行

い、その結果を表 lおよび図 lに示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕
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イネ、オオムギ族 （穎の表皮細胞）、キビ族型、ウシクサ族A (チガヤ属など）、シバ属

〔イネ科ータケ亜科）

ネザサ節型 （メダケ属メダケ節 ・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、クマザサI属型 （チシマザサ節やチマ

キザサ節など）、 ミヤコザサ節型 （おもにクマザサ属ミヤコザサ節）、未分類等

〔イネ科ーその他）

表皮毛起源、棒状珪酸休 （おもに結合組織細胞由来）、未分類等

②植物珪酸体の検出状況

II 4層 （試料10)から II1陪 （試料 1)までの各層について分析を行った。その結果、 II4陪 （試料10)では

ミヤコザサ節型が多拡に検出され、クマザサ属型も比較的多く検出された。 II3層（試料 7)およびII2層（試

料 4)でも、おおむね同様の結果である。 II2屑 （試料4)ではイネやオオムギ族 （ムギ類）が検出されたが、

密度はいずれも 1.000個lg未満と低い値である。 II1層 （試料 1)ではイネが増加しており、シバ属やネザ

サ節型も出現している。 イネの密度は5.000個lgと高い値であり、稲作跡の検証や探在を行う場合の判断

基準としている5.000個lgに達している。おもな分類群の推定生産贔によると、 II2/i"'iより下位ではクマザ

サ属型やミヤコザサ節型が優勢であり、 II1層ではイネも多くな っていることが分かる。

(5) 植物珪酸体分析から推定される植生と環境

縄文時代後期とされる II41習の堆積当時は、クマザサ属 （ミヤコザサ節を含む）などのササ類を主体とし

たイネ科植生であったと考えられ、キビ族なども見られたと雅定される。クマザサ属は氷点下 5℃程度で

も光合成活動をしており、 雪の中でも緑を保っていることから、大半の植物が落葉または枯死する秋から

冬にかけてはシカなどの雄食動物の重要な食物となっている （高槻1992)。辿跡周辺にこれらのササ類が

豊富に存在したことは、当時の動物相を考える上でも重要である。

II 3層から II2附にかけても、おおむね同様の状況であ ったと考えられるが、 II2層の時期には周辺でイ

ネやムギ類の栽培が開始されていたと雅定されるし また、 II1層では稲作が行われていたと考えられ、周

辺にはシバ属なども生育していたと雅定される。逍跡の立地や周辺の植生から、ここで行われた稲作は畑

作の系統 （陸稲）であったと考えられる。

文献

杉山真二 (1987)タケ亜科植物の機動細胞珪酸体．富士竹類植物園報告．第31号. p.70-83. 

杉山真二 (2000)植物珪酸体 （プラント ・オパール）．考古学と植物学. I司成社. p.189-213. 

裔槻成紀 (1992)北に生きるシカたちーシカ、ササそして雪をめぐる生態学ー． どうぶつ社．

藤原宏志 (1976)プラント ・オパール分析法の基礎的研究(1)ー数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定贔分

析法ー．考古学と自然科学. 9. p.15-29. 
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2 三十稲場遺跡における花粉分析

(1) はじめに

花粉分析は、 一般に低湿地堆栢物を対象として比較的広域な地域の植生や占環境の復原に応用されて

おり、追跡調脊においては造構内の堆租物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。なお、

乾媒的な環境下の堆栢物では、花粉などの植物辿体が分解されて残存しないこともある。

(2) 試料

試料は、平成12年度調査の29トレンチ束壁中央付近において柱状に10cm間隔で採取された堆積物で、

上位より II1膀 （試料.rT'、暗褐色土） 、II2層 （試料③、⑤、暗褐色土）、 II3府 （試料⑥、⑧、II行褐色土）、

II 4層 （試料⑨、II、黒褐色土）の 7点である。

(3) 方 法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973)を参考にして、試料に以下の物理化学処理を施して行った。

1) 5%水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する

2)水洗した後、 0.5mmの飾で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う 。

3) 25%フッ化水索酸溶液を加えて30分放骰するッ

4)水洗した後、氷酢酸によ って脱水し、 アセトリシス処理 （無水酢酸g:濃硫酸lのエルドマン氏液を加

え、 1分間湯煎）を施す＾

5)再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う c

6)沈液に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、 グリセリンゼリーで封入しプレバラー トを作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、遠心分離 (l.500rpm、2分間）の後、 上澄みを捨てるという操

作を 3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラー ト作製後直ちに生物顕微鏡によ って300~1.000倍で行った花粉の同定は、島倉(1973)

および中村 (1980)をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行 ったc 結果は同定レベルによ って、

科亜科、属、亜｝属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン （？）で結んで

示した。なお、科・而科や属の階級の分類群で一部が屈や節に細分できる場合はそれらを別の分類群とした。

(4)結果

①分頷群

出現した分類群は、樹木花粉6、信本花粉9、シダ植物胞子2形態の計17である。これらの学名と和名お

よび粒数を表 2に示し、花粉数が200個以上計数できた試料は、花粉総数を培数とする花粉ダイアグラム

を図 2に示す。なお、主要な分類群は写真 2に示したー以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管束亜｝属、スギ、ハンノキ属、コナラ属コナラ亜属、サン ショウ属、 トチノキ

〔収本花粉〕

イネ科、カヤツリグサ科、ソバ属、アカザ科？ヒユ科、アリノトウグサ属？フサモ属、チドメグサ亜科、

タンポポ亜科、キク ,m科、ヨモギ屈

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、 三条溝胞子

②花粉群集の特徴

下位の II2層 （試料③、⑤） 、II3陪 （試料⑥、⑧）、II4層 （試料⑨、且） では、花粉がほとんど検出されなかった。
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上位の II1層 （試科 l)は、点本花粉の出現率が非常に邸い 特に、タンポポ亜科が1憂占する。他に、ヨモ

ギ属イネ科、チドメグサ亜科、カヤツリグサ科、アリノトウグサ属？、フサモ屈が検出され、少ないが

ソバ属が伴われる。樹木化粉ではスギ、サンショウ屈、マツ屈複維管束亜屈、ハンノキ屈、コナラ屈コナ

ラ亜属などが低率ながら出現する。

(5) 花粉分析から推定される植生と環境

下位の II2層 （試料 3、 5)、 II3層 （試料⑤、⑧） 、 II4層 （試料⑨、⑪） の時期は、堆柏物から花粉がほ

とんど検出されないことから、化粉などの有機質追休が分解される乾媒あるいは乾湿を繰り返す堆積環境

であったと推定される。

上位の II1層 （試料 l)の時期は、草本花粉の出現率が非常に高い。 よって、堆柏地周辺は雄本が優勢な

環境であり、特にタンポポ亜科が繁茂し、ヨモギ屈、イネ科、チドメグサ亜科、カヤツリグサ科、アリノ

トウグサ属？、フサモ屈、ソバ屈などの草本が生育していたとみられる ソバ属は明らかな栽培植物であり、

タンポポ亜科、ヨモギ）萬、イネ科、チドメグサ ,1~科、カヤツリグサ科、アリノトウグサI属はやや乾燥を好

み、畑作雑草の性格をもつ 以上のことから、ソバ屈の栽培が示唆され、 II1層の時期は堆積地ないし周

間で{IIIが営まれていたと拙定される。森林は近接しては分布せず、周辺地域にはスギ、サンショウ属、マ

ツ属複維管束亜屈、ハンノキ屈、コナラ屈コナラ亜I函などを要素とする森林が分布していたと考えられる。

(6) まとめ

＝ 卜稲場追跡29トレンチ束墜より採取された試料について花粉分析を行った その結呆、下位の II2府

（試料③、⑤） 、 II31\"~ ( 試料 6 、 ⑥) 、 II 4層 （試料§、 11)の時期は、花粉がほとんど検出されず、分解的

な乾媒あるいは乾湿を採り返す堆柏環境が推定されたし上位の II1陪 （試料 I)の時期は、タンポポ亜科が

繁茂し、ソバ属の畑作が示唆された。なお、森林は近傍には分布していなかったと推定された→
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表2 三十稲場遺跡における花粉分析結果
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図2 三十稲場遺跡29T東壁中央付近における花粉ダイアグラム
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v馬高・ 三十稲場遺跡の放射性炭素年代測定

パリノ ・サーヴェイ株式会社

1 . はじめに

馬翡追跡は、新潟県長岡市の中央部を流れる信濃川の左岸段丘上に立地する。追跡地は標高約60mの平

J且な畑地で、西側に小規模な沢を隔てて三十稲場追跡が立地する。馬高辿跡は縄文時代中期、 三十稲場辿

跡は縄文時代後期の追跡であり、多数の辿構 ・追物が検出されている。今阿の調査では、両辿跡にかかわ

る年代質料を得ることを II的として、馬高辿跡から出 I:した炭化材、三十稲場迅跡から炭化材および種 f

の放射性炭素年代測定を実施する

2. 試料

試料は馬尚逍跡から出 1こした炭化材 2点・炭化種子 1点と、 三十稲場辿跡から出土した炭化材 3点の計

6点である。試料の詳細は表 1に示す。なお、別項 (132頁）で記載した出上炭化材・炭化種子の樹種も併

記した。

3 分析方法

測定は、学習院大学放射性炭索年代測定室の協力を得た。なお、計尊には、放射性炭素の半減期として、

LIBBYの半減期5.570年を使用した また、付記した誤差はfJ線の計測値の標準偏差 aに基づいて算出し

た年代で、標準偏差に相当する年代（真の値が66.7%の割合でこの範囲内にあるということ ）である。

同位休比は標準値からのずれをパーミルで表した年代である。 b13Cの値は、試料炭素の13C 12 C原

子比を質鼠分析器で測定し、標準にPDBを用いて算出した値である。表中の測定年代は、この1直に基づ

いて補正をした年代である

4. 結果

結果を表 lに示す。馬邸追跡出土炭化材の年代値は、 UDNo.2916が約4.300年前、 UDNo.1994が約3.600

年前、 UDNo.2962が約3.200年前の値を示す 三 卜稲場辿跡出土炭化材の年代値は、 SJNo.2365が約3.100

年前、 SJNo.2436が約3.600年前、 SJNo.4190が約3.900年前の値を示す。

表 1 放射性炭素年代測定結果

辿跡名 ，式料•名 此構 試科の質 樹種 測定年代 BP o 13C (0 .. l Code'.¥o. 

馬，凋追跡

UD No2916 呵tiメ:¥lG-9j・fll6'118(炉跡焼 I:『(IJ 炭ft材 ケヤキ 1310土 70 -30.9 Gak -20695 

UD i¥o 199-1 中央区 11 G-・lc・a 11"1 炭化ト「¥f コナラ駈 ・クリ 3620土 60 -32.2 Gak -20696 

UD 1¥02962 南，Ita 11 1-6g・fl:J,,;-112 (l.!<1面） 炭化材 クリ 3210土 80 -318 Gak -20697 

~ I 稲場辿跡

SJ ¥o 2365 7T・大形 I:坑 （北西部） U'/4 炭化材 クリ 3100士 70 -305 Gak -20692 

SJ ¥o.2136 7T・大形.tJA(北西fflll Fk-1 炭化材 プナ屈・イネ科タケ，m科 3610士 70 -29.4 Gak-20693 

SJ \o~190 32T·I~ 杓'({U,,;-(I未1fll) 炭ィヒ材 コナラ屈コナラ •lli板コナラ節 39CIO土 70 -333 Gak-2069-1 

Iii年代1直： 1.950年を）＆点とした値

1216 13C : 試朴炭索のl3Cl2C原子比をt1他分析器で測定し、椋準にPDBをillいて籾出した値
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4. 考察

(1) 馬高遺跡

馬高追跡出上炭化材の年代値は、約4.300年前~3.200年前の間に含まれる。これは、キーリ ・武藤 (1982)

らによれば、縄文時代中期後半～縄文時代後期に相‘りする値である。縄文時代中期の土器を中心とする出

上状況に比べると、 UDNo.1994炭化種子とUDN o.2962 II¥上炭化材の年代値は新しい。これに対して第 8

号住居の炉跡焼上直上出上炭化材 (No.2916)の年代値は約4.300年前の値を示し、縄文時代中期に相当す

る。このように、焼上直上から採取した試料は、辿構と 1彫述が高い試料、すなわち年代値も辿構の機能し

ていた年代を示す可能性が翡い。よって、第 8号住柑の構築年代は約4.300年前頃の可能性がある。同様に、

住居床而出士炭化材 (No.2962)の約3.200年前の年代値も、住居構築年代を示す可能性がある。ただし上

述のように土器の年代観に比べて新しい傾向があり、その年代の確定には追加測定などの検討を要する。

-H、 ]]層出上炭化種 f(No.1994)の年代値は約3.600年前である。試料が炭化種子の場合、炭化材で

生じる樹齢による誤差を考磁しなくてもよい。よって、この年代は種子が炭化した年代を示すが、 1l層の

堆禎年代との関係については、やはり包含される土器の年代観よりやや新しいことから、検討を必要とする

(2) 三十稲場遺跡

三 卜稲場造跡出土炭化材の年代値は、約3.900年前～約3.100年前の間に含まれる c これは、キーリ・武

藤 (1982)らによれば、縄文時代後期に相当する値であり、発掘調査所見と調和的である また、大形土

坑 1マ屈出上炭化材 (No.2436)が約3.600年前、大形上坑上）習出上炭化材 (No.2365)が約3.100年前の年代値

を示すc よって、大形上坑上）円と下肘の腐準関係と矛）百しない。ただし、時間差が数百年あったかどうか

は、複数のデータを得た上で検討する必要がある。

一方、竪穴住居床面11-lヒ炭化材 (No.4190)は、約3.900年前の年代値を示す。このように、追構床面直

上から採取した試料は、前述の焼上直ヒから採取した試料と同様に、遣構と閾連性が翡い可能性がある。

よって、竪穴住居の構築年代は約3.900年前頃の可能性がある

引用文献

キーリC.T.・武藤康弘0982)縄文時代の年代． 「縄文文化の研究 l縄文人とその環境」.p.246 -275. 雄山閣．
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VI 馬高・ 三十稲場遺跡における炭化種子・炭化材圃定

パリノ ・サーヴェイ株式会社

1 . はじめに

馬高辿跡・ 三 卜稲場辿跡は、縄文時代中期～後期を中心とする集落で、多数の追構・辿物が検出されて

いる。今回、史跡整備に伴う トレンチ調査によ り、炭化材や炭化種実が多数検出された。今l叫の分析調介

では、これらの種類を明らかにし、当時の植物質食糧などの利川状況に関する情報を得る目的で、炭化材

同定と炭化種実同定を実施する。

2. 試料

試料は、馬，匂辿跡お よび三十稲場辿跡で検出された炭化材と炭化種実である c 炭化材は馬高辿跡が5点、

三十稲場追跡が3点であり、ほとんどが放射‘性炭素年代測定試料 (130頁）と重複している。一方、炭化種

実は、馬高辿跡から検出された11点であり、 一部が放射性炭素年代測定試料 (130頁）と重複している。試

料の詳細に関しては、それぞれの結果とともに表に示す

3 分析方法

(1) 樹種同定

木口 （横断面）．柾§ (放射断面）・板目 （接線断面）の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査

型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

(2) 種実同定

双眼実休顕微鋭下で、その形態的特徴から種類を同定した。

4. 結果

(1) 樹種同定

馬閾辿跡の結果を表 lに、 三 卜稲追跡の結

果を表 2に示す 以下に検出された種類の解

剖学的特徴を示す。

・プナ属 (Fagus) プナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向

に2~3個が複合して散在し、年輪界

番号

UD2916 

UD2954 

UD2962 

UD2963 

UD3041 

番り・

表 1 馬高遺踪の樹種同定結果

出土逍構など

中央区 ¥1G-9i 第8サ住居炉跡焼上直上

南北n VI I -6d 焼上中

南北[] ¥1 I -6g 住），叶112床面

南北 II ¥11-6g 住居H21未面

中央区 ¥1G-3d fl:);.;・? IT層

表 2 三十稲場遺跨の樹種同定結果

出土追構など 樹種
付近で径を減ずる 道管の分布密度は高

SJ2365 7T 大形上坑北西部上培 クリ

樹種

ケヤキ

クリ

クリ

クリ

クリ

い。道管は単穿孔および階段穿孔を右 SJ2436 7T 大Jfク土坑北iJ_y部下料 プナJ属 イネ科タケ亜科

し、壁孔は対列状～階段状に配列する。
SJ4190 32T 竪穴住居 1未而 コナラ駈コナラ瓶屈コナラ節

放射組織は同性～異性皿型、単列、数細胞寓のものから複合放射組織まである。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercussubgen. Lepidobalanus sect. Prinus) ブナ科

環孔材で、孔圏部は 1~2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道
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秤は単穿孔を有し、 ¥Jを孔は交互状に配列する 放射組織は同性、単列、 1 ~20細胞高のものと複合放射組

織とがある。

・クリ (Castaneacrenata Sieb. et Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で、 孔圏部は 1~4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に

配列する。道管はり1穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、淮列、 1 ~15細胞高。

・ケヤキ (Zelkovaserrata (Thunb.) Makino) ニレ科ケヤキ屈

環孔材で孔圏部は 1列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様をな

す。道符は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥原が認められる。放射組織は異

性皿刑、 1 ~10細胞幅、 1 ~30細胞高であるが、時に60細胞高を越える。 しばしば結晶を含む。

・イネ科タケ亜科 (Gramineaesubfam. Bambusoideae) 

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱が認められ、放射組織は認められない。タケ亜科は、タケ ・

ササ類であるが解剖学的特徴では区別できない。

(2) 種実同定

！馬高辿跡の結呆を表3に示す。以下に検出された種類の形態的特徴を示す。

・オニグルミ Uuglansmandshurica Maxim. subsp. sieboldiana (Maxim) Kitamura)クルミ科

炭化した核の破片が検出された 木質で非常に堅い。大きさは1.5cm程度3 表而は荒いしわ状となる。

・コナラ屈 (Quercus) ブナ科

炭化した子莱が検出された。形状は楕円形で大きさ 1.5cm程度のものが多いが、球形に近いもの、長楕

円形をするものなど様々である。表而には維管束の跡が筋状に残る 複数の種が混じっている可能性もあ

るが、変化が連続的であることから同一種の個休変異である可能性もある。

・クリ (Castaneacrenata Sieb. et Zicc.) プナ科クリ属

炭化した子菜が検出された。大きさは1.5cm程度で匝みは悔く、さじ状にi弯rtllしている。表而には粗い

しわが全面にある。

・ト チノキ (Aesculusturbinata Blume.) トチノキ科トチノキ屈

炭化した子葉が検出された。大きさは、大きなもので 2cm程度 完形はなく、 3-4裂する。 まれに

種皮がついているものがあるが、表面は著しく炭化している。

表3 馬高遺跡の種実同定結果

番号 出土追構など 種類（個数） 備考

UD 2943 南北 Il VII I -6 h II層 トチノキ （破片多数） 焼土上部

UD 2942 南北 II Vll I -6 h II層 トチノキ （破片多数） 住居内？

UD 1994 中央区 l¥「G-4c 1]層 コナラ属 （多数）．クリ(I)

UD 2675 中央区 [¥「G 第20号住居 トチノキ （破片 5) 焼土中

UD 2243 中央区 NG 第 15号住居 不明(1) 覆土

UD 998 中央区 NG -lOh II界 トチノキ （破片 1)

UD 1638 中央区 NG-5c II層 コナラ属(7)

UD 1793 中央区 NG-5d []層 オニグルミ (l)

UD 1985 中央区 NG-7g ]]陪 クリ I11 

UD 2084 中央区 IV G -2 c II陪 材

UD 630 南北 II ¥Ill I -6 h II陪 オニグルミ (l)
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5. 考 察

検出された種実はいずれも炭化しており、当時貯蔵されていたものが火熱を受けて炭化したものと考

えられる。これらの種実は）吉JI用の山野で採取可能であり、収緑が多く保存も利くことから古米から食用と

して利用されてきた。この中ではクリとオニグルミが生食可能であるが、コナラ屈とトチノキはあく抜き

が必要となる。「あく抜き 」の技術は縄文時代中期以降本格化したと考えられていることから （渡辺1975)、

本追跡で集落が営まれていた時期にはトチノキやコナラ）属も食用として利用されていたと考えられる。今

l叫検出されたコナラ屈は、形状がまちまちであるが、複数の種が混じったものか、同一種の個体変異であ

るかについては不明である。本辿跡では、ナラ類、カシ類ともに周囲の山野にて採取可能であったと思わ

れるが、種類によ ってあく抜きの方法が異なるため、これらを一緒に貯蔵していたとは考えにくい。炭化

した子業の形状から種類を特定することは難しいが、おそらく単ーかあるいは近縁種 （あく抜きの手法が

類似するため）を一紹にして貯蔵していたと考えられる。

炭化材は、住店を中心とした辿梢から出土しており、住届構築材や燃料材の一部が炭化・残存した可能

性がある 馬高追跡では、第 8号仕届の炉跡焼土直上の炭化材にケヤキが認められた以外は、全てクリで

あっに縄文時代の住居構築材や燃料材と考えられる炭化材にクリが多く認められる例は、津南町沖ノ原

追跡でも報告されている （西Lil1977)。同様の事例は、石川県 ・山形県や関東地方でも報告されており （藤

1986、古池1986、能城・鈴木1991、千野1991、高橋 ・植木1994、パリノ ・サーヴェイ株式会社1994など）、

関東地方から北陸・東北地）］にかけての広い範囲で、同様の）n材が行われていたことが椎定される。クリ

は植物食糧としても凪要な種類であり、縄文時代には栽培されていたことが指摘されている （辻1997、佐

藤1997)。現在栽培されているクリでは、 9年生~10年生以後から20年生前後の樹齢が成果期であり、 一

般に20年生以後は年毎に収屈が減少する （志村1984)。このことから、安定した収批を確保するために若

木の植栽するとともに、老木を伐採して用材としたことが雅定されている (T-野1983)。本地域における

クリの多用についても同様の可能性が指摘できるが詳細は不明であり、今後さらに賓料を搭秘したい。

三十稲場遣跡も含めると、クリ以外の樹種 （ケヤキ、コナラ亜属コナラ節、プナ属、タケ亜科）は、現

在周問の山野に将通にみられる種類であることから、‘片時からこれらを構染材や燃料材などとして利用

していたことがうかがわれる 本追跡周辺は、現在常緑広葉樹と落菓広菜樹が分布する境界付近であるが、

検出された樹木は全て落葉広菜樹である e これが周辺植生に由来するものか、あるいは選択的に利川して

いたのかは不明であり、低地の花粉分析や種実同定を実施するなどして情報の蓄栢をはかりたい。それに

よって、炭化したコナラ屈の植実がナラ類かカシ類かなどの点についても解明できるものと期待される

引用文献

千野裕道 (1983)縄文時代のクリと集落周辺植生ー南関東地方を中心に一．束京都哩蔵文化財センター研

究論集. II. p.25-42. 

千野裕道 (1991)縄文時代に二次林はあったかー辿跡出上の植物性遣物からの検討ー．束京都埋蔵文化財

センター研究論集. X. p.215-249. 

藤 則雄 (1986)植物辿休．「石川県能都町真脇辿跡ー牒村非盤総合整備事業能都東地区呉脇工区に係る発

掘調査報告書ー （本編）」. p.407-410. 能都町教育委貝会・真脇辿跡発掘調査団．

古池 博 0986)木柱根その他の木材ならびに大型堅呆類の植物学的検討．金沢市文化財紀要60 「金沢市

新保本町チカモリ辿跡ー第 4次発掘調究兼土器編ー 」.p.203-226. 金沢市教育委員会・金沢市埋蔵文

-134-



化財調査委員会・金沢市新保本町第一土地区画整理組合．

西田正規 (1977)樹種同定．津南町文化財調査報告書No.12「新潟県中魚沼郡津南町沖ノ原遺跡発掘調査報

告害」.p.40 -41. 津南町教育委貝会

能城修ー ・鈴木三男 (1991)米泉追跡出土木材の樹種．「金沢市米泉遺跡」. p.263-277. 

パリノ ・サー ヴェイ株式会社 (1994)栗山遺跡における自然科学分析．山形県埋蔵文化財センター調査報

告書第 6集「仲台追跡 ・栗山遺跡 ・柳沢A辿跡発掘調査報告書」.p.95-113. 財団法人山形県埋蔵文化

財センター．

佐藤洋一郎 (1997)DNA分析でよむクリ栽培の可能性．岡田康博 ・NHK青森放送局編 「縄文都市を掘る」．

p.163-173. NHK出版．

志村 勲 0984)クリの生育特性「農業技術休系果樹編 5 クリ基礎編」.p.11-16. 社団法人農山漁村文

化協会

高橋 敦 ・植木真吾 (1994)樹種同定からみた住居構築材の用材選択.PALYNO. 2. p. 5 -18. パリノ ・

サーヴェイ株式会社．

辻 誠一郎 (1997)三内丸山追跡を支えた生態系．岡田康栂 ・NHK青森放送局編「縄文都市を掘る 」．

p.174-188. NHK出版

渡辺 誡 (1975)縄文時代の植物食. 187p .. 雄山閣．

-135-



2
 

4
 

5
 

2集一

10 11 12 13 14 

一200μm:la 
- 200μm:lb,c ―1cm :2-14 一1cm : 15, 16 
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13. オニグルミ (UD630)
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16. トチノキ (UD2943)

写真 炭化材・種実遺体
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1 . はじめに

V11 馬高・ 三十稲場遺跡及び岩野原遺跡出士の

黒曜6製遺物の原材産地分析

腐 科 哲 男 （ 原 都 大 学 原 f炉研究所）

石器石材の産地を白然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定枇的に推定し、古代の交流、交易およ

び文化圏、交易圏を探るという且的で、蛍光X線分析法により黒曜石およびサヌカイト製造物の石材産地

推定を行っている I.2、:i,

石材移動を証明するにぱ必要条件と十分条件を満たす必要がある。地質時代に自然の力で移動した岩石

の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の盗ll成が一致すれば必要条件を満たし、その露

頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、十分条件を満たし、ただーか所の一致する露頭産地

の調究のみで移動原石の産地が特定できる。逍物の産地分析では、 『石器とある産地の原石が一致したか

らといって、そこの産地のものといい切れないが、しかし一致しなかった場合そこの産地のものでないと

いい切れる』が大原則である。考占学では、人工品の様式が一致するという結果が非常に重要な意味があり、

見える様式としての形態・文様、見えない様式として土器・青銅器 ・ガラスなどの人手が加わった調合索

材があり、一致するということは古代人が意識して一致させた可能性があり、 一致する ということは、古

代人の思考が一致すると考えてもよく 、相互関係を調売する重要な結果である。

石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば

石材産地が辿跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す七器が出土し

ているなどを卜分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石器原材であっ

ても、辿跡近くの似た組成の原石産地の石材と思いこみ誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の

元素組成と A産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出上遺跡のIll]に地質的関連性

がないため、 卜分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材がA産地の

原石と決定することができないッ従って、石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考古学の資料と

ならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、 B、C、Dの産地でないと

の証拠がないために、 A産地だといい切れない C B産地と一致しなかった場合、結果は考古学の資料とし

て非常に有用である。それは石器に関しては B産地と交流がなかったといい切れる。ここで、十分条件と

して、 11J能なかぎり地球上の全ての原産地 (A、B、C、D・・・）の原石群と比較して、 A産地以外の産地

とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器がA産地の原石と決定することができる。この十

分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不11J能であると思われる。また、自然科学的分析を用

いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実

際に行ってみなければ分からない。産地分析の結果の1言頼性は何か所の原材産地の原石と客観的に比較し

て得られたかにより、比較した産地が少なければ、信頼性の低い結呆といえる。

黒曜石・サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有さ

れる微贔成分組成には異同があると考えられるため、微羅成分を中心に元素分析を行い、これを産地を特

定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個
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の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値・分散などと追物のそれを対比して、各平均

値からの離れ具合 （マハラノビスの距離）を求める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分

析のために採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原

石から産地全体の無限に近い個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテリングのT2検定を行う 。こ

の検定を全ての産地について行い、ある石器原材と同じ成分組成の原石はA産地では10個中に一個みられ、

B産地では一万個中に一個、 C産地では百万個中に一個、 D産地では...一個と各産地毎にもとめられるよ

うな、客観的な検定結果から A産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変羅解析の手法を

用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析した追物は、新湯県長岡市に位骰する縄文時代中期 ・後期の各辿跡から出士したもので、馬高

辿跡の黒曜石製石器 ・剥片 5個、 三十稲場辿跡の黒曜石製石器 ・剥片10個 （平成12年度調壺）、岩野原辿

跡の黒曜石製石器 ・剥片20個 （中期10個、後期10個、昭和53-55年度調査）である。これら合計35個につ

いて産地分析の結果が得られたので報告する。

2 黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光x分析装骰

によ って元素分析を行う 。主に分析した元素はK、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nbの各元索である

塊試料の形状差による分析値への影醐を打ち梢すために元素批の比を収り 、それでもって産地を特定する

指標とした。黒曜石は、 Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、Y/Zr、Nb/Zrの比械をそれぞ

れ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山

陰、九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図 lに示す。黒曜石原産地のほとん

どすべてがつくされている。元素組成によ ってこれら原石を分類し表 1に示す。この原石群に原石産地は

不明の辿物で作った辿物群を加えると 197個の原石群になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域

の産地について記述する。

白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方 2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方

約2kmの幌加沢地点、また白上沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の焦

曜石は色に関係無く赤石山群 （旧白滝第 1群）にまとまる。 また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉

眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい群を作った （旧白滝第 2群）、また、八号沢の黒曜石

原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫

の中で70%は祝）un沢群になりあじさい滝群と 元素組成から両群を区別できず、残りの30%は赤石山群に一

致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸lllTの清水の沢林道より採取された原石の元素組成は所山悩戸群

に、また同町の秋田林道で採取される原石は悩戸山群にまとまる。留辺薬町のケショマップ川一帯で採取

される原石はケショマ ップ第 1および第 2群に分類される。この原産地は常呂川に通じる流域にあり、こ

の常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが現在まだ調壺していない。また置戸町では秋田林道でも原石

が採取でき、この原石は置戸山群にまとまる 留辺薬町のケショマ ップ川一帯で採取される原石はケショ

マップ第1および第 2群に分類された。十勝三股産原石は、北海道河東郡上上幌町の十勝三股の十三ノ沢

の谷筋および沢の中より原石が採取され、この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股産

原石は卜三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成

は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒
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曜石円礫の組成も卜勝竺股産原石の組成と相互に近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区

別できず、追物石材の産地分析で例え、この逍物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、これら

十勝三股、音更川、十勝）II、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。 しかし、この複数の

産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。 ま

た、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から 2個の美蔓原石群が作られた。

この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名

寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。これらを組成で分類すると88%は名寄第一群に、 また12%は名寄

第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円

礫は、 20%が近文台第一群、 69%が近文台第二群、 11%が近文台第三群それぞれ分類された。 また、滝川

市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79%が滝川群にまとまり、 21%が近文

台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取され

る。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。

産出状況とか裸状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第

二群に一致しさらに近文台第二群にも 一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域

およびこの付近の山腹より採取できる。ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として

良質とはいえない原石で赤井川第 1群を、また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤

井川第 2群を作った。これら第 1、2群の元素組成は非常に似ていて、辿物を分析したときしばしば、赤

井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によ って豊泉第 1、2群の 2群に区別され、

盟泉第 2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、 一部は

青森県に伝播している。

出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、この出

来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村川の上流で 1点採取さ

れ、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町

の悔岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産

出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜

石で作られた戸r111第二群である。戸門第一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群 （旧浪岡

群）は赤井）II産原石の第 1、2群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒

曜石の産出屈は非常に少なく、希に石鏃が作れる大きさがみられる程度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成

田地区産出の黒曜石で中には 5cm大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石につ

いても原石群を作った。男鹿群は秋田県男鹿市の男鹿半島の金ケ崎温泉のあった海岸より採取された原石

で作られ、男鹿半島の脇本地区で採取された原石の組成は男鹿群と相互に近似していることから、この両

産地の原石の起源は同じと考え られる。岩手県の黒曜石原産地は北上川に沿った範囲に点々と見られ、雫

石群は岩手郡雫石町の小赤沢地区の礫層から採取された原石で作られ、折居群は水沢市真城の折居地区の

礫層より採取された円礫で作られ、花泉群は西磐井郡花泉町の払田および金沢の両地区の礫層より採取さ

れた小円礫の原石で作られた原石群である。これら岩手県の原石群の組成は相互に似ていて、これら原産

地を元素組成で明確に区別できなく、遺物を分析してたとえこれら岩手県下の原石群の中の一地点に同定

されても、この遺物の原石産地はこれら岩手県内の複数の原産地を考えなければならない。月山群は羽黒

山から月山にかけての西麓付近に点々と分布する黒曜石産出地点より採取した原石で作った群である。最
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近、鈴木氏より提供された黒曜ハ原石は、寒河江市から転礫として産出した黒曜石原石で、西北九外1の中

町産地の原石と組成が似るが、 一致せず全く新しい組成の黒曜石と判明し、寒河江群として原石群に加え

た。湯倉群は宮城県加美郡宮崎町柳瀞の湯倉真珠岩層の露頭付近で採取された原石で作られた群である

新潟県内の原産地では、佐渡島は大佐渡山地の南部に位置し、所在地は佐渡郡金井町堂林、 ニツ坂地域

から佐和田町との境にかかる地僻である。今阿分析した黒曜石は林道工事のときに産出した円礫状の原石

で、 1cmから 3cmの大きさのものが大部分で、大きな原石は長径が約lQ:mのものが確認できた 現在、林

道での採取は困難で、僅かに同地域の沢で少屈採収できるにすぎない。この沢で採取した最大の原石は長

径が約 5cmの円礫で、小型の石鏃を作るには十分の大きさである 元素比の組成の似たもので群を作ると、

佐渡第一群と佐渡第二群の二つの群にまとまる これら佐渡第一、二群は佐渡固打の群で他の産地の原石

群と区別することができる。新発田市の板山原石は牧場内に総頭があり、小粒の黒曜石は無数に採取され、

牧場整備で七木工市で露出したi初頭からは握り拳大の原石を採取することができた。板山産地から北方約

5 kmに上石川黒曜石産地があり良質の黒曜石を産出している。また、新津市の秋築山地区から小粒の黒曜

石が産出することが知られていた また、秋業山南ガ約 3kmの金津地区から新たに黒曜石が産出している

地点が明らかになり金津産原石で金津群を作ったU この他新溺県では人広瀬村の大白川地区から採取され

る黒II祉石は大半が視指大で肉眼的には良質であるが石器原材として使用された例はない。

中信高原地域の黒曜石産地の中で、霧ケ峰群は長野県下諏訪IIIT金明水、足ヶ塔、足ヶ台の地点より採取

した原石でも って作られた群で、同町観音沢の露碩の原石も、松ケ峰群に一致する元素組成を示した。和

|」]峠地域原産の原石は、星ヶ塔の,,q)Iの山に位[iりする旧和田峠トンネルを中心にした数百メートルの範皿

より採取され、これらを元素組成で分類すると、和田峠第一、第二、第竺、第四、第五、第六の各群に分

かれる。和田峠第一、第三群に分類された原石はILiトンネル付近より北側の地点より採取され、和田峠

第二群のものは、 トンネルの南側の原石に多くみられる。和田峠第四群は男女介jf!IJの新トンネルの人り 17、

また、和田峠第五、第六群は男女倉側新トンネル人り 17左側で、和田峠第一、第三の両群の産地とは逆の

方向である。男女介原産地の原石は男女倉群にまとまり組成は和田峠第五群に似る。胞山、星糞峠の黒耀

石の中に和田峠第一群に属する物が多数みられる 友草峠群は大石川の上流および麦草峠より採取された

原石で作られた これら中信裔原の原産地は、元索組成で和田峠、森ケ峰、男女倉、麦紅峠の各地域に区

別される。

伊豆箱根地方の原産地は笛塚、畑宿、鍛冶屋、 ヒ多賀、柏峠西の各地にあり、良質の石材は、畑宿、柏

峠西で斑晶の多いやや石質の悪いものは鍛冶屋、上多賀の両原産地でみられる 笛塚産のものはピ ッチス

トーン様で、石器原材としては良くないであろう 伊豆諸島の神津島原産地は砂糠崎、長浜、沢尻湾、恩

馳島の各地点から黒曜石が採取され、これら/J;(,r'から神津島第一群および第二群の原石群にまとめられる

浅間山の大窪沢の黒1濯石は貝殻状剥離せず石器の原材料としては不適当ではあるが、考占学者の間でしば

しば話題に上るため大窪沢群として追物と比較したe

3. 結果と考察

辿跡から出土した石器、石片は風化 しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄い水

和府が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考え

られる。産地分析で水和層の影牌は、軽い元索の分析ほど大きいと考えられるが、影評はほとんど見られ

ない Ca K、TiKの両軽元素比砒を除いて産地分析を行った場合、また除かずに産地分析を行った場合
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同定される原産地に差はない 他の元素比益についても風化の影評を完全に否定することができないので、

得られた確率の数値にはやや不確実さを伴うが、辿物の石材産地の判定を誤るようなことはない。

(1) 馬高•三十稲場遺跡出土の黒曜石製遺物

今回分析した馬高辿跡出士、 三 卜稲場の黒曜石製追物の分析結果を表 2に示した。石器の分析結果か

ら石材産地を 111]定するためには数理統計の手法を）TJいて原石群との比較をする。説明を簡単にするため

Rb Zrの一変贔だけを考えると、表 2の試料番号74127番の追物ではRb/Zrの値は1.031で、森ヶ峰群の ［平

均値］士 ［標準偏差値］は、 1.076士0.047である。辿物と原石群の差を標準偏差値 ((J)を基準にして考える

と辿物は原石群から0.95CJ離れている。 ところで栃ヶ峰群の原産地から100ヶの原石を採ってきて分析す

ると、平均値から土0.95CJのずれより大きいものが34個ある U すなわち、こ の追物が、栃ヶ峰群の原石か

ら作られていたと仮定しても、 0.95CJ以上離れる確率は34%であると 言える。だから、 :r・怜ヶ峰群の平均値

から0.95CJしか離れていないときには、この逍物が霧ヶ峰群の原石から作られたものでないとは、到底言

い切れない。 ところがこの追物を板山群に比較すると、板山群の平均値からの隔たりは、約 8(Jである。

これを確率の言菜で表現すると、板山群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から 8(J以上離れてい

る確率は、 一億分の一であると 言えるりこのように、 一｛登:11乱に一個しかないような原石をたまたま採取して、

この追物が作られたとは考えられないから、この追物は、板山群の原石から作られたものではないと断定

できるりこれらのことを簡凩にまとめて言うと、 「この辿物は為ヶ峰群に34%の確率で帰），外され、信頼限

界の0.1%を満たしていることから霧ヶ峰産原石が使）llされいると同定され、さらに板山群に百万分の一％

の低い確率で婦属され、信頼限界の0.1%に満たないことから板山産原石でないと同定される」。追物が一 ヶ

所の産地 （霧ヶ峰産地）と一致したからと言っ て、例え森ヶ峰群と板山群の原石は成分が異なっていても、

分析している試料は原爪でなく辿物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形 （非破壊分析）であることか

ら、他の産地に一致しないとは 言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも 一致する可能

性は推測される。叫ちある産地 （栃ヶ峰産地）に一致し必要条件を満足したと 言っ ても、 一致した産地の

原石とは限らないために、帰属確率による判断を表 lの197個すべての原石群について行い十分条件を求

め、低い確率で帰属された原石群の原石は使）llしていないとして梢していくことにより、はじめて霧ヶ峰

産地の石材のみが使）廿されていると判定される 実際はRbZrといった唯 lヶの変凪だけでなく、前述し

た8ヶの変砿で取り扱うので変屈I間の相関を考應しなければならならい。例えばA原産地のA群で、 Ca

元索とRb元素との間に相関があり、 Caの蟄を計ればRbの鼠は分析しなくても分かるようなときは、 A群

の石材で作られた逍物であれば、 A群と比較したとき、 ca:社が一致すれば当然Rb砿も 一致するはずであ

る。 したがって、もしRb姑だけが少しずれている場合には、この試料はA群に屈していないと 言わなけ

ればならない。このことを数址的に導き出せるようにしたのが相l見を考慮した多変批統計の手法であるマ

ハラノビスの距離を求めて行うホテリングのT2乗検定である これによって、それぞれの群に帰属する

確率を求めて産地を同定する I.31 産地の同定結呆は 1個の辿物に対して、黒曜石製では197個の推定確率

結果が得られている

今回産地分析を行った辿物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の椎定確率は紙面の

都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低い ことを確認したという非常に

重要な意味を含んでいる、すなわち、粉ヶ峰産原石と 判定された追物について、カムチャッカ産原石とか

ロシア、北朝鮮の追跡で使用されている原石および北悔追n滝地域産の原石の可能性を考える必要がない

結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表 3に記入した 原石群を作った原石試料は直径 3cm以
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上であるが、多数の試料を処理するために、小さな辿物試料の分析に多くの時間をかけられない准情があ

り、短時間で測定を打ち切る。このため、得 られた辿物の測定値には、大きな誤差範囲が含 まれ、とき

には原石群の元索組成のバラッキの範囲を越て大きくなる。 したがって、小さな逍物の産地椎定を行った

ときに、判定の信頼限界としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。 この場合に

は、原石産地 （確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2乗の値を記した。この辿物につい

ては、記入されたD2乗の値が原石群の中で最も小さな D2乗値で、この値が小さい程、遺物の元素組成

はその原石群の組成と似ていると 言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほぼ間違いな

いと判断されたものである。分析番号74133番の追物は軽元素比Ca/K、Ti/Kを入れると帰属確率が低く同

定されている。一般的に、辿物に被熱などの｝履歴があり風化屑が非常に厚くなっている場合が多い。匝い

風化の場合には、 Kの元索が風化の影孵の少ない遺物に比べて、より大きく観測される。これは推測であ

るが、風化陪内のK元素が黒曜石表而に移動し濃縮し、マトリクス効果の自己吸収によるK元素蛍光X線

の減衰が減少するために、 K元素のピークが大きく観測される。従ってK元素が分母のCa/K、Ti/Kの比

値が小さくなる、同じ産地同定された分析番号74128のSi/K元素比をみると74133番は小さな値となって

いる。将来的には風化層の厚さから補正が可能の様に思える。現時点でば怪元素比を抜いてマハラノビス

の距離を求めて行うホテリングのT2乗検定を表 1の197群の全ての原石、逍物群について行った結果を

推定確率の欄に ［和田峠第1群 (34%), .. ]と区別して記した。

今桓l分析した馬高遺跡結果の中で、各原材産地別の原石使用頻度を見ると、最も多く使用されていた産

地は、新発田市の板山産原石で、40% (2個）を占め、山形県の月山産、長野県霧ヶ峰産と和田峠産がそ

れぞれ20% (各 1個）使用されていることが判明した。また、 三十稲場追跡でも最も多く使用されていた

産地は、新発田市の板山産原石で、 50%(5個）を占め、長野県和田峠産が30%(3個）で、滋ヶ峰産が

20% (2個）1史illされていることが判明した。これら原石の伝播に伴って、生活情報が伝達されると推測

すると、馬高追跡では北方に直線距離約150km離れた月山産地地方とか、南方に直線距離約150kmの霧ヶ峰 ・

和田峠産地地方の文化 • 生活情報を入手していたと、また、 三十稲場では、霧ヶ峰 ・和田峠産地地方の文

化・ 生活情報を人手していたと推測しても産地分析の結果と矛盾しない。

(2) 岩野原遺跡出土の黒曜石製遺物

今回分析した岩野原追跡出士の黒U祉石製辿物の分析結呆を表4に示 した。石器の分析結果から石材産地

を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするためRb/Zrの一変

最だけを考えると、表 4の試料番号74204番の辿物ではRb/Zrの値は1.060で、 霧ヶ峰群の［平均伯］土［標

準偏差値］は、 1.076士0.047である。追物と原石群の差を標準偏差値 (a)を甚準にして考えると追物は原

石群から0.34a離れている。 ところで霧ヶ峰群の原産地から100ヶの原石を採ってきて分析すると、平均

値から士0.34aのずれより大きいものが73個ある。すなわち、この追物が、霧ヶ峰群の原石から作られて

いたと仮定しても、 0.34a以上離れる確率は73%であると 言える。だから、栃ヶ峰群の平均値から0.34a 

しか離れていないときには、この追物が霧ヶ峰群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。

ところがこの追物を板山群に比較すると、板山群の平均伯からの隔たりは、約 7aである。これを確率の

言葉で表現すると、板山群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から 7a以上離れている確率は、 一

千万分の一であると言える。このように、 一 千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この

追物が作られたとは考えられないから、この追物は、板山群の原石から作られたものではないと断定でき

る。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は森ヶ峰群に73%の確率で帰屈され、信頼限界の
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0.1%を満たしていることから彩ヶ峰産原石が使用されいると同定され、さらに板Lil群に十万分の一％の

低い確率で帰属され、信頼限界の0.1%に満たないことから板山産原石でないと同定される」。追物が一ヶ

所の産地 （霧ヶ峰産地）と一致したからと言って、例え霧ヶ峰群と板山群の原石は成分が異なっていても、

分析 している試料は原石でなく追物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）であることか

ら、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも 一致する可能

性は推測される。即ちある産地 （霧ヶ峰産地）に一致し必要条件を満足したと 言っ ても、 一致した産地の

原石とは限らないために、帰屈確率による判断を表 lの197個すべての原石群について行い十分条件を求

め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用していないとして消していくことにより、はじめて霧ヶ峰

産地の石材のみが使川されていると判定される。実際はRb/Zrといった唯 lヶの変屈だけでなく、前述し

た8ヶの変輩で取り扱うので変拭間の相関を考慮しなければならならい。例えばA原産地のA群で、 Ca

元素とRb元素との間に札ll及］があり、 Caの巌を計ればRbの批は分析しなくても分かるようなときは、 A群

の石材で作られた辿物であれば、 A群と比較したとき、 Ca紐が一致すれば当然Rb紐も 一致するはずであ

る。 したがって、もしRb址だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属していないと 言わなけ

ればならない。このことを数凪的に消き出せるようにしたのが相関を考慇した多変批統計の手法であるマ

ハラノビスの距離を求めて行うホテリングのT2乗検定である。これによ って、それぞれの群に帰属する

確率を求めて産地を同定する 1、51。産地の同定結果は 1個の辿物に対して、黒曜石製では197個の推定確率

結果が得られている。今,,,1産地分析を行った追物の産地推定結呆については低い確率で帰屈された原産地

の椎定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確

認したという非常に重要な慈味を含んでいる 、すなわち、 令格ヶ峰産原石と 判定された辿物について、カム

チャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の追跡で使川されている原石および北海道白滝地域産の原石の可能性

を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表 5に記入した。原石群を作った原

石試料は直径 3cm以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遣物試料の分析に多くの時間をか

けられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範

囲が含まれ、ときには原石群の元素組成のバラッキの範問を越て大きくなる。 したがって、小さな追物の

産地推定を行ったときに、判定の信頼限界としている0.1°oに達しない確率を示す場合が比較的多くみら

れる。この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2乗の値を記した。

この追物については、記入された D2乗の値が原石群の中で最も小さなD2乗値で、この値が小さい程、

辿物の元素組成はその原石群の組成と似ていると 言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考

えてほぼ間違いないと判断されたものである。分析番号74223番の追物は軽元素比Ca/K、Ti/Kを入れる

と怖｝戒確率が低く同定され、信頼限界の0.1%に達しない。一般的に、遺物に被熱などの履歴があり風化

屑が非常に厚くなっている場合が多い。厚い風化の場合には、 Kの元素が風化の影評の少ない辿物に比べ

て、より大きく観測される これは推測であるが、風化1罰内のK元素が黒曜石表面に移動しi農縮し、マト

リクス効果の自己吸収によるK元素蛍光X線の減哀が減少するために、 K元素のピークが大きく観測され

る。従ってK元素が分局のCa/K、TiKの比値が小さくなる、同じ産地同定された逍物のSi/K元素比 （表4)

をみると74223番は小さな値となっている。将来的には風化層の厚さから補正が可能の様に思える。現時

点では軽元素比を抜いてマハラノビスの距離を求めて行うホテリングのT2乗検定を表 1の197群の全て

の原石、逍物群について行った結果を推定確率の欄に 【霧ヶ峰 (21%).. ,]と区別して記した。

今回分析した結果の中で、各原材産地別の原石使用頻度を見ると、最も多く使用されていた産地は、長
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野県霧ヶ峰産原石で、 55%01個）を占め、和田峠産が10%(2個）で、新発田市板山産原石は15%(3個）

であった。また、分析した20°0(4個）については産地が特定できなかった 産地が特定できなかった理

巾としては、石器の原材として未発見の産地の原石が使用されている場合、また、追物が被熱などの履歴

があり異常に風化した場合、分析追物試料が非’常に源く平均1厄さが lllllll以下のJ肛さで、元素の比を取って

も形の影聾が消去されず、分析値に残った場合などが考えられる。今匝分析した辿物では、未発見の産地

の原石が使用されている可能性を推測した＾分析番号74213、74217、7418番の辿物の組成は新発田市上石

川産原石の組成に似ていて、 74218番の追物では上石川産に一致する結果が得られている。これらの辿物

を上石川産地産でないと推測した理由は、上石川産地では、透明感のあるガラス状の原石が産出している

が、逍物はピ ッチストーン感が強く白色の微少斑、点を含んでいる岩石で、上石川産地では見られない石質

である。 ヒ石川産原石と区別するために、 74213、74217、7418番の辿物の分析場所を変えて複数1111測定して、

INl辿物群を作った これで、 INl辿物群に一致する他の辿跡の追物を上石川産地産出原石と誤判定する

可能性が防げる 今後、 INl追物群の原石産地の発見に努力しなければならない。 また、分析番号74212

番の辿物は長径 4cm x短径 3cmの扁平楕円形の円礫で石質は透明感のある良質ガラスで、礫／屑から採取さ

れらしくローリング痕は見られない この辿物を48回分析して、 IN2辿物群を作り他の追跡で同質の黒曜

石が使）I」されていた場合、判定できるようにした

今IJJI分析した結果を時期別に考察すると、縄文時代中期には霧ヶ峰産が80°0で、 INl辿物群とIN2追物

群がそれぞれ10%を示し、縄文時代後期になると栃ヶ峰産が30%、和田峠産が20%、板山産が30%、INl

逍物群が20%、と多くの産地の原石の伝播が見られ、縄文時代中期より後期が活発であったと推測しても

産地分析の結果と ,f•)百しない。 また、関東地方での信朴I産原石の使川のされかたをみると、栃ヶ峰産原石

は111石器から縄文時代晩期まで続けて使用されている ，和田峠産原石で、鷹山原産地辿跡からの供給と

息われる石材 （和IJ」峠第 1群）はIll石器時代を中心に使用され、縄文時代前期、 中期に減少または途絶え、

縄文時代後期に再び使用され始める図式があり、日本海側の岩野原追跡も定性的に同じ図式が見られこと

は、信州産黒ll祉石を辿じて）、平洋側と日本海側との交流を物語った結果の可能性もある。
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表 1-1.各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

原廂地 分析 ／じ 姦 比

lf,¥./i群名 個数 Ca K Ti K :lln Zr f'e Zr Rb Zr Sr Z, Y Zr Nb Zr ,¥I K S, K 

名‘，仔第一 lll 0.478土O.QJJ 0.121土0.005 0.0:E土0邸 2.011土0邸 0.614±0.032 0.57•1 土 O.O'll O.laJ土0017 0珈士O.QJ6 0.033土0.002 0.451土O.QJO

，， お ニ 35 0籾土0.015 0.103土0.005 0.0'21土0.0:沿 l.i71土o.055 o.~ 沿土00.J.l 0公5土0.011 03'.ll士OJJl2 o.oa; 土0.020 0.0'28土O.OO'i 0.39-1士0.010

赤 {i 山 130 0.173土0.014 0.001土O.oo:J 0邸ェ0.013 2.71に0.112 1310士0.0:,9 0283土0.019 OJ.IIェ0ml 0.073±0.026 0.0'. ぷ士0.00! 03"i I士0.0IO

>i'I i'I I:. 沢 切 0.138土0.001 00'21士0.002 0.10'2±0.015 3.019土0.181 Ill茨辻o.oos a.rm"'0.016 o_.1g2"'0.039 o.1fJi土0.019 a.an士0.002 0.31渇土O.!XXi

八サ沢 30 0.138土0.010 0.0'22土0.002 0.105土0.0li 3.123土O.l'!J l.&16土0.055 0.105土0.019 0.4i: う士0.015 O.W6土0.016 0.(/lJ土0.008 0.3.59土0.012

祝 /Jll 沢 23 0.139土0.009 0.0'23士0001 0.000土0.015 2. 切5士0.1(12 1.791土0.07i 0.10に0.010 0.470土0邸 0.103土0.0'?1 O.C/27±0.002 0汲刃±o.rm

あじさい滝 29 0.1 12 = 0.010 0.0Zlェ0.001 0.101土O.Dl-1 1038土0.1あ l冗r士0釘6 0.115土O.DI5 0.457士0035 0釘6土0的 o.rm= o.005 o知土O.Dll

近文台筍ー 30 0.819士0013 0.1応土O.roi 0.001±0.010 326(江 0.lli 0.601士0.031 0.9-11±0.03l 0.1ほ江o.cm o.039士0016 0039士0.002 0•15i 士 0.000

9 筍二 107 0.51i士O.Qll 0.009土0.005 O.OOi土O.OCO Di3土O.Wi 0.812土a.rm a.sis土0.031 0.1卯土00:み1 0.0.11土0.019 0. ⑮土ocm o.e12士O.OOJ

＇， 箱二 17 O.'il I土0.012 0暉土0.005 0. 妖沿土0.01,i 2.100土0.1ぁ Oll l •I 土 0総 Olll5土0.012 0.199士0039 O.Oi8土0.0:沼 0.0:,1士0.002 0.1-13±0.01 I 

秩父り1j箱一 51 02-19土0.017 0ぶ2土0⑮ 0.078士O.QJJ 1.611土O.ffi8 0. 蜘士0.0.>1 0.458±Q.()'23 。23.5士0.0'2-1 0. 四 ±0.021 0.02'2土0.001 0.33-1土0.013

＇， 第二 25 0沃沿土0.016 O.~ 土0.005 0.070土O.DIJ 2T:il土0.四 。臨士0.012 0籾土0.032 O.!Cfi土0幽 o.rm土0.016 o.a石土0.003 03il士0.010

! 滝川第一 31 0邸土O.Ql8 0.122土o.ro; o.w, 士o.rm 1.613士0.000 1.017±0.015 0.159土0.0:あ 0.233 土 0•四 0.038 士 O.Ql8 0.025士0.003 03i0 = 0.023 

＇， 第二 15 0.5!0士0.015 0. び迅土o.005 a.ex迅土o.rui 2.110土0.0,2 Oil辺土0.0!9 0.812土0.0!9 0.19'2士0.0'26 0.03'2土0.0:ぶ 0.03l土0.001 0393二0.031

i11 Ji•/所 ILL 65 0.3'26土0.008 0.128土0.005 0.0.15士0.008 1.8]3士0.002 0泣は0.031 0.-151土O.OlfJ 0ぶ刃士0.四 0.Q.W士0.0'20 0.0l'.)士0.002 0.-112土0.010

ill ,;. ii/戸111 汲 0.1&1 coQ.016 0.138土0.005 0.0-19 co 0.(re 1.726士O.rJi2 0.1-19土0.0'2-1 0. 船7土0.0:必 0.13.3土O.Ql9 0.026土0.01I 0.032士0.003 0.456土0.010

ケショマ ップ

り~- 68 0575土0.056 0」10土0.01I O.ffil "'0.01 I 2.555土0.006 0-595土0.068 0.636土Q.(/?i 0.167土OO'?i 0037土o.o:ぶ） 0.0: 刃士0.003 03初士0.013

が•Aヽ 』ー. 岱 0.676士0.011 0.115士O.oo.5 0.056土0.01I 2.631土0.126 Q,(i(Xj土0.0改） 0712土0.03'2 0170土0028 ocm土0.013 0.0: 灼士0.003 0.39'2士0010

1-1勝 二II文 60 0256士0.018 0釘4士O.oo5 0.(X迅土0.010 2281土0.007 I. 面士0.05.う 0.431土0.0:ふ 0.331土00:ぶ） 0. 知土0.()25 0.029土0.002 0迅沿士0.013

贔必伐第一 II 0.499士O.OW 0.12に0邸 O.Cl氾土0.010 263.5土0.181 0.80'2士O.ool O.iOi土001-l 0.199士0029 0.039土00'23 0.033土0.002 0.1-12土0.015

＇， 第二 28 0臨士0.036 0.1~I 士 OOl2 0.056土0.010 1(128土0.251 0.762士0.0-IO 0.761土0.051 0.197土0026 0.038土0.(122 O.<m土0.002 0. ↓ 19土0.009

赤）t-川第一 沃） 0公l士0.029 0.070土0.00-1 0妓沿土0.010 2213ェ0.101 0.%9土0.⑱ 0.cl28土0.021 02-19土OfJ.lcl O.ffi8土o.a23 o.cm土0002 03il土0.009

，， 第二 30 0公迅士0.005 0. 町2土0.00'2 0妓幻士0.010 22f.J7±0.003 0.<JiO土0.0-15 0.436土0.026 OZ-15土0.0'2I 0.0'21土0.029 0.0'25土o.007 o:rr1土O.Wi

数泉第一 i5 0.173士0.019 0.118士O.Wi O.OOJ土0.015 l.i61土O.W2 0」38土0.(l万 O.OOi土0.(lぷ 0.15i±0.(lめ 0.Q?.-5土0.0li 0.032土0.002 O.ci的土0.013

＇， 筍二 10 O.Vi土0.009 0.133土0.00, 0.055土0.008 J.723土0.伐る 。.'il6±0.0!9 O.'il3±0.018 0.1万=ODl6 0. ⑰士0.015 O.~ 士0.005 0.131士O.OIO

折腰内 35 O.l!Xl士0.015 O.Oi5土0.003 0.010士0⑬ 1575土0.⑮ 12-11 =0.016 0318土0.014 0.111±0.033 0.(Ji6土0.021 0.0'24土0.00'2 0碑土0.010

/1¥ 米島 切 03'l6土0.0'2'2 0.13'2土0.007 0231土0.019 2268土0妓¥5 0.865 =O. 叩 1100土0.ぽi6 0.399工00:lS 0.179土o.031 o.~ 土0.003 0..199土0.0!3

深illt，'; 角沢 36 〇紋幻土o.roi o. 四土O.QJI 0.013土0.002 o. 邸土o.a21 0.128 = o.roi 0.002±0.002 o. 伐 I土0.007 003.5工0.001 0.026土0.002 0379士0.010

八森 111 II 0如土0005 0: ⑬士0.003 0.013士0.002 0.70 I土O.Dl8 0.131 = 0.005 O.OO'l土0.002 0.070土0.005 0.031±O.IX沿 O.O'Zi土0.005 0381土0.009

し森i'r11 ’ `  舟II ，て

1; l"I第一 28 0公沿土0.021 OOI沿士0.003 O.OI沼士0012 2358±0.25, I I 68 = 0.(X;2 0521土0.003 0Zi7±0.0':i.5 0.076土0.0:る 0.0'26 = 0.00'2 03(泣工0.015

，, 第二 28 0知土0.⑮ 0.10-1土0.001 0.013±0.002 0.691±0.021 0.123=0妖沿 0.002土0.002 0. ⑱土OOIO 0.033土0.005 0.0: あ土0.002 0籾土0-⑮

観ケ坂 33 03-14士0.017 0.132士o.rm 0.232土O.OZJ 2261土0.113 0泌 l士0.僻 1.001土0.000 o:iro土0.039 0.186士0037 0.037士0.002 0.4%土0.018

牒森 UI 17 0252土0.01, a.ex沿土Q(X刃 0.079士0.033 2ふ18土0.131 I 1-19土0.009 051没は0.100 0288士0037 0.019土0.036 0.0-28土0.005 0汲氾土0.018

ド湯川 36 9.673士0.-1刃 2.703士0.149 3.267±0217 21. 碑土 l籾 0. ⑱土0.0'21 1.7~ 土0.10'2 0.1蕊土0015 0.169士0.031 0.0: 沼土0.012 0.8! 咲}土0.088

大釈迦 6i 0253土0.0!6 0約7士0.!Xll 0.1Ji7土 0.029 2.519士0.148 11-17土O.tm 。5汲江0.007 02汝i±0035 0.017±0.010 0.0: お土0.003 0.385cc0.018 

',I,¥ 石 II 8. 知土02-13 2..JS-1土o.臨 0.161土0.018 7.570土0ぶ36 O.tx沿土0.011 1.621±0. ⑱ 02-1-に O.O'Zi=0.01 I O.IZ.1=0.014 I 109土0.01-1

秋県Ill 鹿， , 1 金ヶ責'~ 13 0お1士0.009 0.087士0.00.1 0.220土O.D18 1.61-1士0.001 I 193土0.001 0.9孜）土0.013 0.287土0039 0.098土0.010 0.0: ぶ）土0.00'2 0.368"'0.000 

脇本 45 0.295士0.0:沿 0.087±0.00-1 0219士O.Oli I.Gil土a.rm 1.503土0.072 0.939土0.05-1 0286土0.015 0.108土O.ffil 0.0: 及｝士O.OOi 036i士0.009

表 1-2. 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

原原{,j,r群名地 揺
,c 索 比

Ca K T, K ~In Zr Fe Zr Rb Zr Sr Zr Y Zr .、:bZr Al K S1 K 

県塩
JI 山 1-1 0蕊士0.021 0.123士0.007 0.182土0.016 1.9: 沿土O.~沿 0.咲i6±0.009 1.0'22士O.O'il OZ76土0,02,i 0.119土0.033 0.033土0.002 0,1"3工0.014

寒 jnf ff ,18 0.385土0.008 0.116士0.005 0.019±0.017 lllOO土O.C&I 0.500土0.025 0,J.11土0.0'23 0212土0.0'20 0.056±O.Q¥5 0.033土0.003 0,160土0.010

孟,•. ・1.c {,. 25 0.636士0.033 0.187士0.012 0. お2土o.rm 1.101工0.(Xil 0.3'.l5土O.ol6 0.-131土0.C/21 0.209土0.0!6 0.015土O.DII 0.011土0.003 059-1工0.01I 

折 ,,,;・ 泣 0.615士0.05.5 0. 180士0.016 0. ぽ8土O.Wi 1.751±0.002 0汲沿土0.033 0.-121土0.051 0228士0.079 0.015土0.011 0.011士0.005 0斑 l=O.臨

化 泉 30 0.596土0.016 0.177士O.D18 0.056土o.cre 1,12土O./Ji'2 0311土0.019 OA公は0.0"..5 023)士O.D16 0.0-1-1土0.013 0.0-il土0.003 0汲l(jco0.0:刃

益県
湯 介 21 公171士0.嶼 03-19士0.017 0.057土0.005 251-1土0.149 0.116土O.CX1.J 0.6汲｝土0.0'bl 0」38土0.015 0.020土O.Ql3 0.073土0.003 0.9泌土0.010

J'皿" 釜 37 1.828土〇迅!J5 J.63)土0.101 0.1冗｝士0.Ql7 11362士1150 0.168土O.Ql8 1298±0.(X;3 0」55士0.016 0.037士0.018 0.077士0.002 0.7'刃士0.0:氾

悶 ,・::; /J;(,1, 10 O.i38土O.CXi7 0初土0.010 0.0~1 土 o.r:m 2.016土0.110 0.381士0.幽 0碑土00'28 0100土0,0)7 0.023士001I 0.036士0.002 0.516±O.Ol2 

腐束 神 ii'島第一 ilt 56 0.381士O.DlI 0.136土0.005 0.102士O.Oll 1.i: ぷ)±0.0刃 0.171土o.rm o.689±0.037 0~7 士 0.0'2I O.OXJ cc 0.0: ぷ 0.036土0.003 O.:Dlェ0.012

，， 筍二島 23 0317土0.016 0.1公)±0.⑱ 0.111土0.01・1 1.83:l±0. ⑱ 0.615土0.039 0.656士0.ぽiO 0知土0.031 0. 107 = 0.(Jlf.; 0.033±0.002 0.111士0.009

長根 ,10 0318土0.⑱ 0.120士0.005 0.118士O.QII 1.805士0.⑮ 0.611土0.036 0. お 1士0.015 02iJI土0.0-29 0.093土0.039 0.03-l土O.CXXi 0Ai6土0.012

⑱ 神 箱根・笛塚 30 6.76.5土0251 2219土0.05i 0228土O.Dl9 92氾土0.622 0.0-18工0.017 1.757±0.001 0252 = 0.017 0.0: よう土O.Dl9 0.1船土(10沿 1.528土0.016

，， ．灯llli, II 2056ニQ()うI 0.669土0.019 0.1Ji6土OWi 2912 = 0.10-I 0.0: 辺±O.Wi 0.680土0.0:ぶ） 03'.l2=0.QI I 0.011工0.0IO 0.000土0.0C6 1126士〇ffil

鍛冶困 31 1.663土O.fJil 0381士0.019 0.056土OIYJi 2.139士o.rm o.m土0.0:沼 0.62冷=0.025 O.Ji>-1 = Offil 0.0JI士0.00i) 0.007土O.OC6 0.901土o.om

喜
I・. 多 'Ci 31 1.329土0(Yi8 0公H土0018 0.011土0.005 l.ff!7士0008 0.007±0.009 0551工O.OZJ 0.138土0.011 0.0IO土0.009 O.Q茨）土0.001 0.8沃；土0.018

打'1、('1'1j 35 1213土0.1&1 0314土0.028 0.031土000-1 1.699士0.167 0.113±O.<JJi 0.191士0.0'22 0.143士O<JJi 0(X1.)士O(U) 0047土0.001 0.61沼士0.020

小，.,: 峠 10 0.1 IO士O.OCB 0.052士0.00-l 0公r土0.038 3211 ct 0.319 Oll29士0.009 0.1:>l工0.⑱ 0ふ17士0.051 0.007土0.057 O.Q?..5土O.Dl・I 0.429土0.016

・"．．' ． ilt 12 0278士0.013 0妖る土0.00-l O.lli-に0.003 2.001士0:⑮ O.¥XXi土Offi7 0.&11士0.016 0.1!).I土0.01I 0.102土O!J2I 0027土0.002 o:rr2士〇・OC1.J

宜山県 '[.ii，"Y.; .. i ' j ・-. J-.1,, 1 1第第一二36 0319土0.017 0.113土0.003 0.010土O.tm I.,20士0.000 0.7•10 士 O.<E2 0.66iう土0.0'29 0. I 2 I土0.0:及 0.017士0.031 O.Glo士O.GII 0.3¥氾土oms

10 0.i!O土0.0li 0202土0.00l 0.051土0.011 1.W-1土Ol52 0.413士0.028 0.810土0.0&0 0.118土0.0'25 。.051土0.001 o.aぶ）土o.O'Z!J om土0.0'2-l

，， 第 二 15 0.1-11士0.臨 0.100士0.01・1 0.079±0.C/21 2.251±0. 138 0.79-1±0.155 l切土0.008 O.IT! 土0.oll 0.057土0.053 0.015土0.011 0.4l2土o.a公

，ぷケ峠 171 0.138土o.m> o.036士0.003 0.101 =0.DI I Iぶ沿±0.0:,7 1.076土0.017 0.300土o.023 0275 = o.cro 0.1 12土0.023 0.026土0.002 0361工0.013

和IIIIP第 一 113 0.167土O.C/28 0.019土O.Oll 0.117土01)11 13-16z0.005 1.853±0.12--1 0.112士O.!li6 U-10'J土0.018 0.139土0.026 0.C/25 I 0.(X/2 0.3去i土0.016

＇， 席二 17 0 J,J6土0.003 0.032土0.003 0.151士0.010 I 161土0.039 2.149土0.135 0.036土0.012 0517 士 0.0.~I 0.186土O.C/25 O.W士0.002 0368±O.OOi 

,， 第 三 62 02'18士0.0.18 0. 伐>I土0.012 0.111士0.Qtl 1.520士0.182 1.673土O.lclO QZicl±0.10.1 O:Ii・ に：0.018 0.122±0.0'.bl 0.025士0.003 0.3-18工0.017

，，筍l咀 3i OHi土0.0li O.Cx;:J±0.00-1 0.09 I土0.(XY.) l:ri3±0.005 131 I工0.03i 0.200±Qfil) 0.263土0.038 O.O!Xl士0.0'2'2 0.0?..3土0.002 0.331土0.019

長 ヽ，第―Ii 17 0.176c!c0.019 0.075士0.010 0.073士ODll I公氾土0.006 I.(); 迅土0.196 0Zi5士0.058 0.181土0.012 0.006"'0.023 0.0'2I土0.002 0ぶ泊土0.013

野 ＇， 第パ 53 0.15(江 0.011 0. 臨土0.005 0紅)5x0.0l2 1333ェO.tx;-1 Iぷ 土0.003 0.13-1土o.031 om土0039 0010土0.0li 0.0'21土0.00l 0313土0.012

県 閲11・ 和111 53 o」38ェ0.001 0.012土0.002 0.123土0.010 I公沿土0.0.¥1 1.9万l±0.007 0015士O.DIO 0.'142土0.039 0.1-12土0.0'22 0.0: ぷ江0.002 0.3(沿士0.0IO

男女れ 119 0223士0026 0.102士0.010 0.039士O.rol l.169士O.ffil 0.701士0.109 0 109土0.Q.52 0.128土0.0tl 0.053士0.017 0.026士0.002 0.3,;1土o.cx沼

女,';, 峠 68 0.263土0.0'al 0」38士O.QII 0.019士o.cre uo:i ±O.~ 沿 053'2土0.0-18 0.7&1土0.031 0.101士O.Ql8 0.056工0.016 0.0'29土0.00'2 0. IOI土0.017

以 f- 池 83 0寧 ±O.D:2万 0」29±0.邸 0.⑮土0.010 I⑬ = 0. I 79 0.669±0. 臨。flfJZ土0.お8 0.111土0.00-1 0知 ±0.03'l 0. 四士o.r:m 0 . .1()1士0.011

k rn沢 12 1.-IBl二0.lli 0.16(江 0(121 0.012土o.cm 2.oos = 0.1あ 0.182±0.011 0&11±0.01-1 0.1①土0.010 0.009士00:沿 0.033土0.005 0.159土0.012

横 Ill 41 3.().17土0.006 I釘l土0.0'26 0.115土O.Dl5 7.380士0知 0.158土O.Dl6 0.833土0010 0.186±0.015 0.023±0.012 0.015士0.005 0.513±0.021 
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表 1-3. 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

/J孔 ，li: 地 分析 /[ 索 比

原石群名 個数 Ca K T, K ,In Zr Fe Zr Rb Zr Sr Zr Y Zr Nb Zr Al K S1 K 
佐渡第一 3'I 0.228土0.013 0.078土o.oo, o.cm±0.005 l.~9'2 土 O.Oi9 0.821士O.Oli 0288土0.018 0.142土0018 0.019士O.Qli O.ffil土0.001 0.338土0.013

'， 第二 12 026.'J土0.032 0. 侶7土0.01s o.a伽 O.txX:i 1政）1土0.知 0.il7土0.100 03: お士0.029 0.001士0.022 0. 引6士0.015 0.026土0.002 0ぶ沿土0.000

>
I: 石川 lo 0泣 1土ow omo土0.003 0.0: 沿±O.Q¥I 2.051土O.rJiO 0.981土00,12 0773士O.Q3.l 0.182士00'23 0.038士o.rm o.0'26士O.W 0.359土0.00'.l
板 山 M 0公氾土0.011 0.008土0.003 0.169士0.017 2.178士0.110 1.772±0.0沿 o.m土0.(}16 O::Ii~ 土0.(}17 0.15'1土0.()3.l 0.0: 石~土 0.00'2 0.359士0.009
大白川 22 0ぷ刃土0.0l2 OJ,12土0.007 0.013士0.005 1.600土0.019 0261土OOL2 0332土0.011 0.150土0015 0.013土0.011 0.036士0.003 0.491土0.014

＾ ,K 
津 ・16 0331士oou arm士0037 0.0: 刃土O.Wi I.ill土0.(Xi6 0618工o.rm 0283士0.012 0181士0016 0.035士O.ot8 O.Cl石’士O.oo.J 0.40'2土O.Gl2

羽 根 川 55 0.163土0.0l9 005.'l土0005 0.(1. 刃±O.QJJ 1.351士0.058 1.615土O.Cfil 0.00! 土0.012 o.:m土0.036 0.100土0.028 0.023士O.OOi 03-10士0.030

咽 比 JJli 17 0印 0.087士O.OOJ OJ)刃士O.OCf.J 2.699土0.167 0.639土OJ!あ 0.53-1土0.0?..3 0.172土0.028 0.052士0.018 0.032士0.002 03¥Xi士0.017

屈
クヽ： 島 21 0-lO'i土O.Wi 0.123士0.005 0. 暉土0.⑮ 1.628土0.お I 0.6'13土0.0,¥] 0.675土0.0:rl 0.113土0020 O<Xil土O.D!6 0.032士0.002 0.450土0010
て 1且 111 21 0350士O.Dl8 0.123士0.0:沿 0.036士0.0:沿 1.561土0.081 0.fl没は0.03] 0.798ェ0.039 0.0: 沿土0.0:ぶ） 0.0: 氾土O.Ql3 0.028土0.002 0381土00:沿

汎
香住第一詳 30 0216土0.005 0.002土0.00'2 O.Q.l5土O.OOi lll公｝土0.056 0.883士0.031 0265士0.0l2 O.rffi士0.0'21 0.139土0.018 0.0: み土O.OC!T 0365土0.(X沼

'，第二 群 40 0278土0.012 0.100土0.00-l O.Q.18土0009 1.7(>1士0.006 0.813士OMS O:Hi±0.020 0.112土00泌 0.138土o.024 omう土0.012 0.446土0.012

闘県
/Jii 伐 20 0.166士0.(XX:i 0.093±O.~0.014 土 0.003 OS99土O.Q.31 02i8土O.Ql7 O<XB土0000 0001土O.Ql5 0.154土0018 0⑱土0001 0249土0016
ii' n 30 O.l61土O.Wl 0.132士0.182 O.Ql5土0.003 0.9-10土OMI O.lll士0.014 0.015士0.005 O.IXiO土O.Ol3 O.l44土O.Wl 0.0公）士0.002 0241士O.Wl
久 見 31 0.1-15土o.ro; o妬l土0.003 0.021土0.00l 0.91文）土00'23 0.3泌士0.011 O.OO'i土0.003 0.109士0.013 0238土0.011 0.023土0.002 0.315土0.0:沿
奥池第一群 51 l碑土o.rm 0.1n土O.OlO 0.0: 氾士0.0:沼 3.126±0.170 0.686土0.005 1.350土0.002 0.fJ26土0.026 0.005土0.019 0. 糾l土0.00-1 0沃r士0.011
，、第 一．群 ;;o lゑ5士0.126 0.19-1士0.018 0.035土0.邸 2邸土0.160 0.423土0.058 1.0-1<1士o.(li7 o.aみ1土0.019 0.012土0.013 0.0'15土0.001 0以汀土0.013

fl 雄 山 50 IZZ-1土0.IBl 0.14-1士0.011 0臨土0.012 3.138土0.163 0頗 ±0.078 lぶ土0.001 0.fJ23土o.an 0.001土0.0'al 0.0-ll土0.⑬ 0.500土0.012
神谷・南111 51 1186土0お 7 0.143土0暉 0.033土O.Ql2 3202士0.163 0. 冗r土0.001 I及妨土o.a沿 0.<129土OJJ25 OrJ13土0.021 0011土o.oo; oぶ乃土0.014

人麻1l11ti第一 群 39 l.-167工0.120 0.20.'l土0.四 O.Q.12土0.009 3.125ェ0.179 0.494土0.000 1.010士0.(/73 0.038土0.C/23 0.Q.17土0.013 00-11土0.003 0.487土0.016
，， 窮二群 34 1.018土〇.(}13 0.116土0.012 0.(}13土O.ot4 3ぷ5士0.199 0径ら士0.暉 1256士0.060 O.fJ!!,)士O.Wl 0.072土O.ot8 0.038土0.0(}J 0.476土0012

Iiリ1,1，,,t¥ 1 八女昭和iffi池 68 0.261士0.010 0211土o.r:m o.033土0.003 0.798土o.w 0.326士0013 028.'l土O.Ql5 0.071土0000 003-1土0.()沿 O.IJ2.I土O.CXX:i 0Zi9土0.009

中野第一群 39 0267土o.r:m o. 伐汀土o.003 o.rm土0.005 1.619土0.⑱ 0.628土0028 0.348土0.015 0.103土0.018 0.0万土0.018 0.(123士0.007 0.321士0.011
,, ~---: 群 40 OJ.15土0⑮ 0.101士o.003 o.rw士0.00, 15没う士0.039 0.455士omr o:m士OOH O{l笠はOD16 0.059土0.014 0.0お土a.rm 0328土O{IB

惰
梅 野 39 0面7士0.01.J 020'2土o.rm om1士0.013 じ~土0.205 1.0-16士O.oo.5 1269土0.058 0.10.J士0.032 0汲幻土0.0-17 0(128土0.005 0.345土O.m>
腰 岳 4-1 0211土0.009 0.031土0.005 0.075士0.019 2.572土0212 1.600土0.006 0.-114土0.012 0.311士O.D-16 0256士0.013 0.0'2: う土0.002 0.3安江0.00l
椎 岱 川 59 0,114土0.⑫ 0釘］土0.003 0.101土0.017 2.9-17土0.112 1253土0.001 2.Ql5土o.rm 0.147士O.ll35 02ふ5士0.010 omは o.rm o.388土O.<W
松 1が筍一 群 10 0.600土O.(X:;7 0.1ぷ 土0.(0.) 0.125士O.Ql8 cl.69'2士0369 1.170士0.111 2.0Z! 土0.122 0.171土OD:32 0.255士0.037 0.032士0.003 O:fi6士O.OCE

，，第二群 10 0.953土o.an o汲r土0.010 0.126土0.013 6.666土0:,12 0.856土0.0'70 l.'Xli土0.119 0.147士0.029 O.ISl士0.0'28 0.033士0.003 0.383士0.010
観;';・崎 011 0216士0.017 0.0-15土0.003 0.428士0.057 6.8'Ji士0.806 l.S:29、±0.2al 1572士0.180 0.325土〇伐l8 0.622士0.009 0.035土0.002 0.418土0.Dll

人紅減； 
両瀬節一 33 OZ21土0()21 O.oJ5土0.003 0.450土O.CXil i.Z.18土OEI沿 1.917土0.191 I.El沿土0.173 0.355土0.05i 0.669土0.105 0.035土0.0()2 0.419士0.009
＊ ，, 筍 ニ 32 0. 四土0.0.17 0.140土0.013 0.19.J土0.0'26 1.399土0322 0.614土0.077 3.162土0.189 0.14-l土O.D.31 0240士0.0.11 0.038士0.002 0451士0.011
* ,, 第三 IO 1.013土0.140 0211士0.026 0.126土0.016 3.491土0.231 03)5土0.067 <I.IX氾士0.174 0.109士0.0'21 0.137土0.0'28 0.010土0.001 0.471土0.017
＊オ イ 鯰 29 ］．切4士O.llO 022-1士0.0'J.I 0.122士O.Gl2 3.-100±O.JJl 0.286土0.0-18 4.0lO士0.197 0.10! 士0.0'2'2 0」33土0.0?..5 0.0-lO土0.000 0.469土0.01'1
＊稲梢 25 0.6.53土0.(Xi(i 0.],1]±0.016 0.189土0.⑯ .J.398土0.'四 0.暉士O.ll'Xi 3231土02&1 0.151±0.033 02'15士0.050 0037士0.002 0448土0015

塚 瀬 30 0313士0.四 0.1勿 土o.cm o.r)沿土0.010 J,189土0.12-1 000)土0.051 0.686土0.伐氾 O.lro士0.018 0.102士0.0:ぶ） 0.0: 丞土0.002 O:rll土o.cm
荻台 地 50 1.615土0.0-12 0.670士0.013 O.Cf.l6土0.0没I 5ぷ"Ji)士0269 0.2Sl士0.031 1.526士o.053 o.rm土0.016 0.032土0.018 0.032土0.005 0.310土0.011
絣Jrfir'. 平 6.J 0.482士0036 0.286士0.015 0.051土a.cm 1361土0.095 0邸土ODl9 O.il2土0.013 0.009士ODIS 0.055士0.021 0012士0.0IO 0.288土0016

表 1-4. 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

原原石産群名地 f贔 7じ 索 比

Ca Iヽ T1 K ,In Zr Fe Zr Rb Zr Sr Zr Y Zr Nb Zr Al K Si K 

必 久 況・ノ辻

” 
0.172土Orol 0⑮土000'2 0.030士0.005 1176土00-13 038.5士0.012 OOLI士000-l 0.1あ土O.Ql8 O.'.BI土0.01<1 o.a23土0.002 0Zi6土0.007

岐 村ケ i11i 28 0.174土orm o.o疋心0.00'2 0.033土0.005 117-1士0035 0389士0.012 0013土0.005 0.129ェ0.01-1 0356土0.012 0.0'23土0.003 02宍；士0.008
角 Ill 28 0.146±0.009 0.038士0.002 0.059±0.009 1.691土0.100 l.126土0.005 0.035土0.(re 0叫士O.Q.lO 0.717土0.Q.l7 0.023士0002 0.338土0.010

島 n・NII ~9 O.l安 江O.OJO 0.037土0.002 O.ffii士0.(Xf.) l.i•l6 土 O.Oi3 l.83-1土0.06-1 0.022土0.013 0.33-1土0.016 0.714士0-°'10 0.021±0.0刃 0.339 =O.Ol5 
松浦第一 23 0215土0.018 0.032土0.0:沿 0.(/i'2土0.016 2.55-は 0.181 1.538士0.176 0 . .J: 吝｝士0.026 OZil士003'1 025-1土O.Qcl6 0.Q'J.,5土0.002 03'10工0.006
，, 第 二 17 0.183土O.Qll 0.031土O.OOi O.CJil土0.()J-1 2288ェ03[9 1.523土0.193 0309土0.003 0.UI土0.切~0.201 士 0.019 O.O'bl土0.002 o::m土0.0lO
，， 第て 16 0249土o.aぶ 。妖氾士a.cm o. お l土0.016 1.936土0231 0ぶ沿土0.112 0知士0.093 0.1侶土0.052 0.139土0.031 O.Q?--5土0.002 0333士0.014

l~ ,, 
第J/4 22 0公汁土0.⑫ 0.CX沿土0.008 0.0-15土0.012 i.800=0.l5i 0.71・1土0.1刃 0.4引士0.036 0.1公）土0.0-Jcl 0.132土0.036 0.0'26土0.00'2 O.:,t3士0.010

‘＂.’ じ,, 姫 44 0ぷ1土0.0I ,1 0.000土0.00.1 0.014土0.⑬ J.7,JI土0.(Xi9 0ぷ氾土0.0:刃 0.485土0.039 0妖H土0.0-2'2 0.ll9土0.011 o.rm土0.00-2 0寧土0.0ll
中町第一 25 0.243土0019 0.059土0.007 0.057土0015 1.8-19士0.10-1 0.811土0009 0.398土0.028 0.1あ士0.03.5 0.147土0.0'23 0.0'26土0.00'2 034, 士0.009
,, 

第 二 17 03泣 土0.034 0.001土0.015 0.0-15土0.0ll 1.788土0.100 0. 岱 I土0.005 0.485士0.042 0.118土0.0?..5 0(1.1.)土0.016 0.026士0.002 0338土oms
占 'I!.第一 38 0.1!1. に：0.011 0.030土0.00-1 0. 伐沼土0.018 2紺9土0.195 l.714土0.195 o.,t21土O.OOl 0.3li土0.05.5 0265士0.01..J 0.02.J士0.002 0333土O.WJ
，' 第 コ 19 0.413土0.013 OfJi6士0.005 O.cI土0.0'23 286(ぅ士0.173 120-l士O.fJil 1$74土0.100 0.144士0.037 02-17土0.03.3 0.028土0.002 0.3.57士0.0:沿
,, 

第て 19 0公泊土0⑮ O<m土0.010 0.051土O.OOJ IJl.17土0.1'16 0.788土0.100 0.419土o.ws o.m土0.010 0.1芍士O.WO O.Q?..5土0.002 o:i: 友江0.0!0
松 岳 43 0.19-1土O.CU.J 0.0;;I士0.005 O.D-10土a.ere 1.686土0.114 0.833土0,0:,8 0251士00?..5 0192土0.032 0.124土0039 0018土001I 0.331士0017
大： 崎 i<I O.li6土0012 0.053土0.002 0.()」j土0.012 l.ilO土0.001 0.912土0036 0.181土0.022 0公氾土0.0:各） 0.133士0.024 0.(123土0.00'2 0.319土0.010

小 F<I 30 0:317土0.023 0.1切 ±0.005 0. ⑮土O.Wi I ,II士O.WO 0.61 I土0.032 0.703±0.(>J.j 0175土0233 0.C!Ji土0.017 0.023土0.002 o.:rn士O.Wi
南 関 30 0261土0.016 0214土0.007 0.03-1土0.003 0.788土0.03.3 03汲江0.012 0278土0.015 O.CX沿土0.012 0.031士0.009 0.021土0.002 0243土o.cx沿

轟 4'I 0258土0.009 0214土0⑮ 0.03.3土0.005 0.7'Jcl土0.078 0329土0.017 02乃土0.010 O.CX沿士0.01I 0.03.3土0.009 0. ⑳土0.003 02-13士0.008
大 柿 53 lぷ引土0.139 0.665土0.035 00冗う士o.cm -1● 9.J土0,160 0247土0.01.J 1236士0.092 0.(1.X)土0.018 0.011土0.012 o.cm土0.003 029'2土0.010

>
冠 ケ 岳 21 0261土0.012 021 l土a.ere o.032土0.003 0. 花O土0.038 0ぶ 1土O.DlI OT!9cc0Dl7 0妖汁土0.QJJ 0.037土0.0:沿 0.0'25土0.002 om土0.009
滝 室 坂 0--1 l紐 士O.lrJi 0.712土0.016 O.Clお土0.Dll 6公b土0.3お 0256土O.DJ8 115-1土0.Cm 0.103土0.014 0.(}17士0.013 o.rm土0.00! 0247土O.Dl6
箱 石 峠 &I 0.791士0妓氾 0邸 ±0.009 0.0-15±0.005 I公沿土0.0'23 O:lJ9±0.018 0.811士0.⑮ 0. ⑮土0.012 0.0: ぷ）土0.014 O.D.31土0.009 0.366士0.0.33
屁谷峠 ぷ l.668士0.165 O.@I土0.036 O.OOJ土0.010 1977土0587 0253土O.Gl5 lぶあ±0.101 0.098土0.016 0.040士0.008 0.031士0.003 0295土O.Gl2
Liヶ 瀬 川 .JS 1.471士0.136 0.002±0.0-ll 0. ⑩士0.011 -1ぶお士0.的 。252士0.016 1288士0.124 0.101土0.014 0.013土O.Ol3 O.W士0.003 02お土QI);ぶ）

御 船 19 1ふ丞土O.H6 0応l士0.⑱ 0.075土0.011 1..571土0572 0257土0.016 1252土0.112 0.091士0.016 Q(}jQ士0.009 0.0双）土0.001 0291土0.010
白 浜 78 0邸土0.0'21 0.101士0.009 0.(01士0.005 1.382士0.006 l.0'21士0.009 0.3.51土0.037 0.162土o.rm o.0?7土0.0?2 0.0'22士O.OCli 0317士0009
えノ木津留

i県i ク 第一 ／洋 47 02fJ1±O.oJ5 0. ⑲士O.IXXi O.fJiO士0.009 152[士O.fJi5 1.000士0.048 0.418土0.0'20 0266土O.Q.'>l 0.ffil土O.o:z.J 0.020士0.003 0314土0.Qll
，'第：群 33 0261士0015 0⑱土0.C(沿 ooo; 土0.010 1.743土0.びる 1242土0.00J 0.7: 迅土O.D.39 0205士0.029 0.0-17士0036 0.0'22ェ0.002 0.323土0.019

；；； 島 36 35.158士1118 5.001土0.175 0.Q.ll士0.002 0.038土0.002 O.oo.J土0.00-1 0.155土0.005 0.035士0.019 0.000士0.000 0.035土0.019 Q.<J.16土0.0'2'2
1:11根ヶ、,,

，, 第 一 群 45 0.1泌 土0.010 0.003±0.005 0. 釘7訊）．⑱ 1.611土0.079 0. 咄土0.底 0.310土0.03'2 0.281土0.031 0."11土0.03'2 O.C/22土Q(X沿 0.3.58土0.014
，，第二 群 45 024i土0.018 0.100土O.<XXi 0.0 Ii土0.00S l.0l88土O.Oi4 O.i68土o.cm 0.4汲迂00-!9 0.23.5土0.020 0.039土0.0万 om, 士O.OOS O:Ii8土0.013

>
，、第二群 ~2 0汲士0.012 0.176土0.005 0. 邸土0.007 l..J8. に 0007 Q.,i-19土0.031 0.6で江0.(}19 0.1-13士0.0'23 0.036土O(J2"2 0.023土0.014 0.39J土0.019

II 東 42 0262土0.018 0.113土0⑮ 0.0?2土0.001 I li8土0.0.IO 0.712土0.028 0.400土〇Q'J.,5 0.100土O.Q18 0.029土0.013 0.019土0001 OZ/5土0.0:泊
1,: 女木 37 0266士0.021 0.140土O.CXXi 0.019土0.003 l liO土O.(X;J 0.70, 士o.an oAお士0.021 0.100土0.0!5 0.028土0.013 0.019土0.001 0275土0.伐沿

上 'I―'~.\ 41 1629士0.008 0.801土0037 0.0ぷ3士0.0:沿 3.3, 立±0215 0.188土0.013 11お 土o.056 o.rw土O.IX1.l 0.02'2土o.cm o.03(迂 0.002 0391土0.011
平木）易 3-1 1.9.W土0ほi4 0.912土0.0'28 O.<Xi2士0.005 3.975±0.182 0.181士0.011 1266土0,(,19 0.093土0.0IO 0.0'21士0.0IO 0.038土0.003 0.408土0.010
泡ケ水 48 0ぷ士0.0'29 0. I 67士0.005 0.001土0.013 1.49-は o.crn 0.611土0.039 0.688土0.052 o.m士OOZl 0.009土0.0'22 0.033土0.003 0.49'I土0.011
艮 谷 30 0ぷ "0.032 O.l芍土0.003 0.(Xi.'i土0.010 IB15土0.1)';2 0.6'14士o.cr.?.8 o.55: 廷 0.Cf29 0.146土O.Cf21 0.006士O.Cf20 0.0'5i土0.003 05訊土0.012

台切 台東山脈 37 0.510士O.QIO O.HJ8土0.001 0.038士0.00i l.862土0.0i9 O.:Bl土0.019 0.519土0.017 0.123土0.012 0.0'24±0.017 0.0: 区）士0001 0.4fJI士0.010

ロ
カムチャ ソカ 72 0.473 = 0.012 O.l伍 土0.00i 0.016土0.00i l.572士0.059 0.199士0.011 0.4初土0.016 0ぶあ土0.011 0.009cc0.0l-l 0.039土0.010 OAW 土o.~

名
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表 1-5. 各黒曜石の原産地における黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

/J;(11;({Ii平肝名地 謡
／じ 索 比

Ca K Ti K ¥In Zr Fe Zr Rb Zr Sr Zr Y Zr :>lb Zr ¥I K S, K 

11S1追物群 67 0211士0.021 0.1釘士0.005 O.Dl8土0.005 I笠沿±O.<Jii OA~=0.016 0.15.3土0.009 0.1船土0.015 O<X沿士0.013 O.Dl8±0.012 0325 = 0.0-12 

II S 2直物群 60 01さl±0.011 0.1没江0.00! 0.011土o.roi 1.165ェ0.075 o. 凶l=O.(Jll 0.119土O.Dl9 0.1箕に(1Ql5 0.015±O.Ql9 0.031±O.OIO 0籾土0.015

FR 1追物群 51 0.613土0.012 0.12-1ェ0.003 0. ぽ氾土0.007 2.';li士0.113 0ぶ ±0032 0689土0.032 0.156土(1015 0.00.1士0.⑬ O.!Jl'-J土om1 0.10, 土O.Qli

FI< 2逍物群 59 0蕊士0.001 0.100土0.012 0.053±0.0'1.J 2ふIS±0.138 0迅'"'OおI 0妓5士0.(]29 0.165土Q(Jll 0.016土0(]?2 0.(J!:i土0⑱ 0ぷ3土0.0-13

FR 3追物群 37 0.'380土0.037 0. 伐｝にO.Wi O.O; 辺土0.000 2518土0.115 0.586士0.0;沿 0.681土0.033 0.16-1土00'2I 0.017士0.0'23 0.0'23±o.oo; OZ-12土0.037

北盟FR I逍物群 1-1 0261土0.0.13 O.rJi」土0.010 0. おl土0⑱ 碑土0.1¥i 0.639土0おi 0.6i9土0032 01あ土0.0'21 0. ⑬土0.017 O.Ql8土0.003 02改｝士0.036

FIii逍物群 32 0総 =O.四 0221=O.f'IJi 0. 面I士(10:沿益10士O.l01 0.126土0.018 0胆土0.0'23 0.100±(1013 0.017土O.C!21 0.037士0.00:l 0.+17土0.011

KTJ追物群 而 11().1土0.050 0.116土0.⑮ O.IBI土o.cre 2.9-12 = 0.133 0314士0.053 0. 芍 ±0.002 0.133士0.016 0.019士0.0'21 0.0-13土O.C1Ji 0516士0.015

KT2逍物群 38 09: 沿士0.0:石 (lJ:,1士o.oo:; 0.(ffi = 0.0! 0 寧 ±0.Cf.'Jl 0ふむ土0.0:ぶ 1111 =O.OJO O.lrJi二0.015 0.012土0.016 0.012±o. ⑱ 0519土0.0!0

KSI迎物詳 32 0勾土O.OOi O.lfJi土0.005 OM士0.010 I. 乃l土0.(J;;l 0ぶ沿土0.038 0.168士O.all 0.180土0.019 O.Q?..3土0.0:丞 0.025士0.00i 03-15士0.010

KS2辿物群 62 0211土0.011 0⑩土0001 0、Ooo士0.013 1719±0.168 1000=0.IOO 0.121土0.036 0.327士0.012 O.D.37土0.031 0.0: よl±0.011 OJ冗）土0.011

KS3辿物詳 ,18 0.16は O.rol 0.().11±0.002 0. ⑱土0.013 2.5(jiう土0.126 I 100土0.05i 0.162土0.019 0.389士Q_().I,! 0.()況l土0.028 O.rJ24土0.002 0ぶダ士0.015

I¥ I 9迎物詳 18 0.185土O.Wi 00-19土0003 0.001土0.013 2.1位 ±0.122 1.031二0.011 0.13.o土0.臨 0.263士0.0'28 0.050土0.019 0.0'23土0.002 02ro士0.009

~ ', ! H Yi且物群 31 0.238土0.011 0.131土O.lXXi 0.018土0.0:迅 1.636土0.006 0.118ェ0.0-28 I.I-II士(l.015 0.182土OOl-1 0.0-.'9土0.0-28 0.0-al士0.015 0.181土0.()父｝

S'.¥ l逍物詳 33 0公汀土o.⑮ 0. 面土0001 0.033土0.005 I珈土0.037 0.2+1±0.0 II 0公迅士0.011 0281土0012 0.w.l土0.012 0.021 cc 0.005 0.3:.>9 = 0.005 

S :'i 2追物群 29 碑 ±o.ro; 0.116士0.0沿 0.fJiG工0.0沼 15'il土O.c≫没 O.'ilG二0.035 0292土O.Dl, 026-1士(l(Y29 0.0: ぷ士0.03l 0.0: ぶ土0.W.) 0383土O.Dl5

叫I秋ll K~ 此物群 !Oi 0.3. うl士0.011 0.121土0.0:沿 0ほ迅士0.邸 l迅l土O.fJil O.Jl7士0.0:ぶ） 0219士0.014 0216土0.015 0.(61土0.017 0.0: ぷ）土0.011 0.1,~ ニ0.0IO

TB追物詳 60 零土0.011 0.113土0.00i 0.12'1土O.Ql5 IID5士0.0沼 0.875士0.066 0.663士O.O:l8 0Zi2±QO'l9 0.003土0.037 0.0-26±O.Oll 0.378士0.0'2I

.¥II追物群 II 1519士0.0'26 0巧7土0.010 00i8士O.CX沿 2.819士0.073 0.167士0.010 05泌士O.ot, 0251土0.013 0.009土0.012 0.058土0.017 O.¥l29土O.O'Z.1

,¥ I 2辿物群 61 3.111士O.rJil 0ふ氾土0.021 0.000士Of.<冶 2.752士0.002 O.Cl'.J.l土Ooo<J 0.716土0.019 0242土0.011 0.ru¥土O.Ql1 0.CR沿士0.0:ど） 1.3ぶ3士0.019

孟"' .¥ I 3追物群 61 伍咲沿土0.013 0215土0.001 0.117土0.009 I汲沿土0.100 0.111土O.rol O.'Xl':lェ0.028 OZ-18土0.012 0.01 I土0.016 0.028士0.roi 0.360土0.009

.¥ I 4迅物群 122 1ぶ刃土0.059 0.lil土0.0:ぷ O.OOi土O.rl.Ji 2. ⑮ =0. 釘i 0. 仮¥3=0.000 0刃l土0.0ll 0.1万士0.010 0.011士0.013 0.(X; I = 0.0'25 LOOI土0.105

¥ I 5追物群 l'!:2 1167士0.09'2 0. 姻土0.0:石 0.101士0.009 3.787土0.1お 0.111ェ0010 0餃氾士0.026 02-11土0.012 0⑮二0.012 0.001工O.fJ2fJ I邸 土0.052

F Sii'l物群 15 (t.'71土0.0':XJ O.C!Ji = O.O'~J 0.003土0邸 I. 刃l士0.003 0邸 ±0.019 0ぷ迅土O.O'Z-1 02/Ji土0.01s oa泊土OA石 0.017土0.011 0ぶ扮士0.011

SD逍物群 18 :!. ⑱士0.ぽiO 0.711土0.016 0.118土ODlO 3笠2土0.077 0.lli士0.012 o.ro江（）．（加 。公16±0.013 0.0: 沿士0.017 0.003土0.013 I 195土o.四

¥ C I逍物群 （沼 IJ..179土O.DII 0.19'2 = 0.(XX; 0. お1土O.(nl I沃l士0.075 0.100土0.017 0.1-10土0.019 0.169土O.Dl9 0001土0015 0.033土o.1Xlii o.m士O.Dl6

.¥ C 2逍物群 18 0251土O.roi 0.IBl土0.003 0.112土0013 2.IBI土0.076 O.WI土0.035 0.100土0.0'20 0,109±O.Q2.I 0.1伐士0.023 0.036土0.003 O.ll9土o.rm

新i県i) .¥ C 3逍物群 36 0.6.57士0.016 0.1 11 ce 0.00, 0.003土0.010 1.891士o.お1 0公氾土0.010 0.381土0.017 0286士0.018 0.011士0012 0019土0.⑮ 0.616土0013

I:,; I逍物肝 18 碑士ODl2 0.078土0.001 0妖沿土0.0IO 2.ffi6土0.111 0知l土0暉 0.751土0.015 0.172土a.cm o紋8土0.016 0.0: ぶェo.cro o.338土0.007

IX2追物詳 18 Uil5土0.013 O.IIO土0.001 0.140±0.015 11i6士0212 0.i:lS±0.039 1.582土o.mi 0.101土O.Oll 0.038士0013 O.m:i土0.00.1 0.3%ニO.OIO

野見Jと '.¥" K逍物肝 57 碑土0.019 0.163士o.cm o.006士0.011 I ぶど2±0.~I 0.167土0.031 1.001±Q,(X,J 0.10'2土0.0'21 0.011土00:ぶ 0.038±0.003 0$に0.011

n1逍物群 泌 Q.381士ODl6 0138土0.006 0は038士0012 1.611土0.10'2 0.721士0039 0.l<Ji土0.0'26 0」28土0.0't2 。.Ql7土0.016 0.0公｝土0.003 0331土0.013

111 :01逍物群 10 0ぶ刃土O.OIO 0103ェ0.003 0.0-区士O.Ol2 1.751土0.⑮ 1.0-18土0,();j7 0518土0.031 0.196土0.037 0はる±oms o.al2土0.003 0.326土0.011

闊 ~IK -I追物群 18 0.007土O.rol 0.059 = 0.00'2 0.010土0.003 0.611土o.o-23 o;r,o土0邸 0⑮ ±0.00'2 0.125士0.012 0公氾土0.010 0.0'22土0.00'2 0337土0.0IO

↓ :XI K -2追物群 .J8 0.258土O.OIO 0.026士0.002 0ほる士0.013 1.715士0.121 11,19士009'2 02!fi土O.U.'9 02fJ2土0.037 0.111土0.0'22 0.0'21±0.002 0268土O.OOt

Kil沿物群 15 0没B土0.012 0.101 = o.oo, om土0姐 I 1913土0.158 o. 臨 =0.057 0.52万=0.038 0.1初士O.o:JJ 0.079土o.a.丞 0.028 = 0.(JJ]. 0. 1(1. に：0. ⑱ 

IはJ"g Kl2逍物群 16 0.102=0.015 0.116土0.(X沿 000)士ODl'i 1529土0.118 O'i: 五）土〇.052 0565±0.038 0.137士0.021 0.003土o.m; o.o:.19 = o.oo:i o. ↓ 13ェ0.0'22

L"T逍物群 16 O:..XJi土0.013 O.Jrr; 土0.005 D. お3cc0.DIO 1.638±O.lDI I.Ol2~0.056 0.736土0039 0.168土o.ar. 0.031±0.0'28 Q.fJ./,.1士0.01I O.:W士0.Qll

SG逍物群 18 1.668土0.031 0.i78土0.0:l8 O.rfil土0.010 I l(X社：0公!"2 0以氾ェ0.QJI 0紐1.)土0.0:る 。.13.'J士0.013 0.015土0.019 0.02万士om1 0553 = o.033 

OK逍物／打 32 I芍 l士0釘 I 0687士0.0:あ 0.(Xi¥士O.<m 3.109土0.161 020'2±0.012 0.579±0.0: 石. 0122土O.Q¥1 0.009土0.011 0.0: 万±0.018 0.518土0.0'21

表 1-6. 各黒曜石の原産地における黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

/J;(IJ;tイp［・（群．名地 謡
／じ ふ 比

Ca K Ti K ~In Zr Fe Zr Rb Zr Sr Zr Y Zr ¥b Zr .¥I K S, K 

.1t,m息i迅会跡喝追i城物外詳 70 0.13iう土0.012 0.(X氾士0.(XX; 0.0 l 7士0.003 1118±0. お1 0.585士0.036 0.(X沿土O.Dl9 O.l50土0.022 O:ri'2土0.035 00: ぷ士0.001 0.319土0.012

イリスタヤ 26 I碑 土2.100 6.008±0郷 0.293土0.032'!i.!Xi:l土2.tm 0. 臨ェOfJ17 2.716土0.162 0.163土0.019 0.036±0.03'.l 0.173士0.⑱ 1.674士02船

/¥うけンカー 156 (li(X泣：0.暉 02る土0.011 o. 碑土0010 Iおl土0.100 。2-16士0.01I 0.i52土O.OiO 0釦3土(1016 0.015土0⑬ 0.011士0.00I 0. 182 = 0.0-22 

"う怜ンカー2 10 Uili土O.Ql8 0.269土0.005 0.031士U005 1.001士0.013 0.119士0.暉 。哀沿士O.Ql6 0. ⑱土0.00! 0.016ェ0.005 0.031士O.Oo.J O.-I0'2土0.0IO

ロシア ,, う怜ンカー3 18 u.381土0.(X沿 O.W,土Q.(X)I 0.013士O.OOi 1.612±0.0:il 0262=0.011 OT:,3±0.0: 必 0.006士0.0'.26 0.013土0.(X;2 O.Qli士0.003 0176士(Jill)

"ラ怜ンカー 1 18 0.111±0.007 0.074士0.003 0.0'.!9土0.001 l妖刃土0.0'25 0203土0.007 0.150土o.⑮ 0.lCXi土O.(X}.) 0.0'2"1土0.0:め 0.016土0.002 O.l 16土0.001

ナチキ 48 o.m士0.⑬ OlOI土0.001 0.(1.19士00l6 1261土Q(Xi2 061. 沿土0.028 0丑n土0.0:必 0.12"2士0.0:項） 0.0,.1土00'23 0.0'l-1土0.00.1 0.310士O.CXXi

アパチャ 10 0公る±O.OOi 0.100土O.CXti 0.0: ぶ）土0.⑱ 1.121土O.IX!I 0.19'2土0.007 0.151±O.OO'l 0.100土0⑱ 0.<12-1土O.Of17 0.0: ぷ江0.00:l o.:m±0.007 

~,, よ科 JG-I'' l切 0. 志土0.010 0公!'2±0.00;; 0釘6±0.011 1志土0.111 mm土0036 1.131土0.016 02.51±O.()!i 0. I 05士0.01, 0.028ェ0.002 0312ェ0.001

HS  21作＝閥戸・ 附） i山群に一致、 FR2群＝ケショマ ップ第一群に一致

平均イill土椋準偏差値、 ＊ ：ガラス質安111岩 KK追物群：中ッ原追跡、 HY追物群： IHn1L1追跡、 s:;-逍物群：口内）LILI 

辿跡,'I¥I:、KN逍物群：此掛沢辿跡、 HS辿物群：北進迎跡、

K I辿物群：柿l木辿跡、 UT追物群：内｝至敷逍跡、 A I逍物群：相ノ沢辿跡、 FS追物詳：房ノ沢追跡、 SD逍物群：下舘

銅吊辿跡、 FR辿物／作：東麓郷 1.2辿跡、 FH逍物群：束 9線 8追跡、

KT逍物群：北区 1追跡、 KS辿物群：キウス 4追跡A-R地区、 SG辿物群：志風頭追跡、 OK辿物群：奥名野逍跡、 T

B逍物群：戸平川辿跡、 NM辿物群：長桝辿跡、 !Ill(逍物群：南）］追跡、

YM辿物群：南方、藤尾、岩上辿跡、 AC l 、 2 、 3 辿物群：アチャ •j"!.辿跡、 I N 1、2辿物／作：岩野原辿跡、 Kl9辿物群・

K39追跡など出上辿物の廂地不明の原ィii作。

ウラジオストック付近：イリスタヤ辿跡、南カムチャッカ：パラトウンカ、ナチキ、アパチャ逍跡

a) : Ando.:¥ .. Kurasawa.H .. Ohmori.T. & Takeda.E.(1974). 1974 compilation of data on the GJS geochemical reference 

samples JG-1 granodiorite 

and JB-1 basalt. Geochemical Journal Vol.8. 175-192. 
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表2-1.馬高遺跡出土黒曜石製石器、剥片の元素比分析結果

分析 元 素 比

番り Ca K Ti K l¥ln Zr Fe Zr Rb Zr Sr Zr Y Zr :¥Jb Zr Al K S1 K 
74127 0.155 0.066 0.077 1326 1.031 0.356 0.301 
74128 0154 0.045 0106 1207 1.834 0.046 0.436 
74129 0.292 0.120 0.191 1.927 0.965 1.027 0276 
74130 0240 0.065 0.144 2.035 1.720 0.733 0.348 
74131 0.241 0.071 0.158 2.212 1.715 0.766 0.471 

表 2-2. 三十稲場遺踪出土黒曜石製石器、剥片の元素比分析結果

分析 元 索 比

番号 Ca K Ti K llln Zr Fe Zr Rb Zr Sr Zr Y Zr 
74132 0 2,14 0.072 0.166 2.056 1.637 0.739 0.296 
74133 0074 0028 0.102 1.169 1.769 0.042 0.400 
74134 0.241 0071 0.179 2.127 1.686 0.726 0.337 
74135 0.251 0.071 0.172 2.094 1.640 0.732 0.434 
74136 0.164 0.064 0.095 1.414 1.117 0.380 0.288 
74137 0.145 0066 0.100 1306 1045 0365 0.285 
74138 0.146 0042 0113 1289 1933 0.085 0.480 
74139 0.155 0012 0138 1265 1863 0.046 0.428 
74140 0.244 0.070 0.132 2.194 1723 0.786 0.436 
74141 0.251 0.070 0.167 2.-W7 1.808 0.809 0.359 
JG-I 0.772 0.210 0.063 3877 0.960 1.274 0.257 

JG-1: 標準試料--Ando.A.. Kurasawa.H .. Ohmori.T.& Takeda.E. 1974 compilation of 

data on the GJS geochemical reference samples JG-1 granodiorite and 

JB-1 basalt. Geochemical Journal. Yol.8 175-192 0974) 

表 3-1.馬高遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の原産地推定結果

0.112 

0.148 

0.067 

0.166 

0.242 

Nb Zr 

0107 

0.155 

0.114 

0.166 

0.072 

0.122 

0.149 

0167 

0.081 

0.197 

0.101 

分析番号 1ft料番け．辿物注記 原石産地（確率）

74127 1.UD-462-v1IH-7f-ll 森ヶ峰(98°ol
74128 2.UD-1761-¥1G-5i-II 和田峠第1群(73°0).和田峠第3群(52°0)
74129 3. GD -1822 -¥ 1 G -7v: -Il 月111(92°0)
74130 4.UD-1760-¥1G-51-II 板III(78°0) 
74131 5.UD-1056-斗![IりI-IXG-9g-り1,l:'11 板111(9°0) 

表 3-2. 三十稲場遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の原産地推定結果

分析番号 質判•番り．辿物注記 原石産地（確率）

74132 1.SJ-2194-7T-VD(大形上坑）一覆土 板山(32°0)

和山峠第3詳(03°0) 

0033 

0031 

0.030 

0.028 

0036 

r¥l K 

0.030 

0.022 

0033 

0.027 

0.030 

0.032 

0.032 

0.027 

0.029 

0.03°1 

0.026 

74l33 2.SJ-lll4-23T-VJ--I-8g-Il 
［禾IIITI峠第1詳(3.J0olJnLL! 峠第3群(20°ol鷹II I. fll llJ (12°0) l 

74134 3.SJ-3770-32T-¥1J-8g-I 板山 (73°0)

74135 4.SJ-3571-28T-¥IJI-7f-I 板山 (48°0)

74136 5.SJ -1524 -29T -vll I -9e -11 t洛ヶ峰(4°0)

74137 6.SJ-639-12T-¥'E-10f-I 霧ヶ峰(99°0)

74138 7.SJ-1494-27T-¥'I-Sf-II 和田峠第1群(92%).和田峠第3群(53°ol.J.I翌lli・.J:IIITI0°o)
74139 8.SJ-1214-23T-¥'Il-9g-Il 和III峠第3群(37°0).和田峠第1群(16°0)

74140 9.SJ -1255 -27T -¥'I -6g -Il 板iii(4°0) 

74141 10.SJ -3471-2,1T -¥1Il--! -6f-l 板山(4°0)

0.344 

0344 

0.418 

0.330 

0.356 

Si K 

0357 

0.224 

0.337 

0.344 

0.345 

0.332 

0.339 

0.344 

0.334 

0366 

0 321 

判定 器種

森ヶ峰 石鏃
和田峠 石鏃

JJ 山 剥片
板山 剥片

板 ill 石核

判定 器種

板 111 石鏃

和田峠 石鏃

板山 石鏃

板山 石鍬

姦ヶ峰 剥片

扮ヶ峰 剥片

和田峠 剥片

手IILll峠 剥片

板 111 剥片

板山 剥片

注揺：近年産地分析を行う所が多 くなりましたが、判定根拠が曖味にも関わらず結呆のみを報告される楊合がありますe

本報告では H本における各辿跡の産地分析の判定枯準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の楳なるliJf

究方法 （土器様式の基準も研究方法で異なるように）にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、

全く関係 （相万ーチェ ックなし）ありませんc 本研究結呆に連続させるには本研究法で再分析が必要です 本報告の分析

結果を考古学惰料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で占代交流圏などを考察をする必要がありますし

【和田峠第1群 (34°ol_ ... l : [ lで示された推定確率は風化IMの影秤を受けやすい軽元索 (CaK.Ti K)の軽元素比を抜

いて判定を行った結果で、 19711月原イi群の中で0.1°o以上の確率で判定された原石産地を記した
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表 4. 岩野原遺跡出土黒曜石製剥片の元素比分析結果

分析 元 索 比

番号 Ca K Ti/K Mn Zr Fe Zr Rb Zr Sr Zr Y Zr 

74204 0.159 0065 0.098 1372 1.060 0.321 0.239 

74205 0.153 0066 0.101 1367 1.054 0363 0.306 

74206 0.148 0.068 Oll7 1.378 1.070 0.388 0.316 

74207 0.145 0066 0.123 1.493 1.078 0358 0.234 

74208 0.152 0.067 0.118 1.492 1.182 0.414 0242 

74209 0155 0.067 0.108 1285 1.050 0.347 0295 

74210 0.162 0.069 0140 1390 1.092 0367 0.221 

74211 0.153 0.068 0121 1.271 1.088 0323 0.283 

74212 0.758 0.109 0.139 3.123 0746 1.637 0.159 

74213 0.324 0.081 0.055 2.111 0.944 0.808 0183 

74214 0.155 0.072 0.115 1.328 1.063 0.329 0275 

74215 0.153 0.045 0135 1.221 1.916 0.076 0452 

74216 0168 0.045 0.117 1.261 1763 0.107 0.490 

74217 0 331 0.081 0.082 2503 0987 0.788 0.136 

74218 0.342 0.073 0.072 2008 0.919 0826 0.166 

74219 0.150 0.066 0.112 1.313 1.047 0.309 0.273 

74220 0 241 0072 0.173 2.141 1.703 0759 0.352 

74221 0.223 0.068 0.134 1.804 1.489 0.647 0.318 

74222 0231 0.069 0.154 2.142 1.666 0.712 0266 

74223 0.092 0.052 0099 1298 1.121 0.337 0.313 

JG-1 0.772 0.210 0.065 3877 0.960 1.274 0257 

JG-1: 標準試料・-Ando.A .. Kurasawa.H .. Ohmori.T.& Takeda.E. 1974 compilation of 

data on the GJS geochemical reference samples JG-I granodiorite and 

JB-1 basalt. Geochemical Journal. Vol.8175-192 (1974) 

表 5.岩野原遺跡出土の黒曜石製剥片の原産地推定結果

分析番号 質判番号．追物注記 時期 原石産地（確率）

74204 LIN -28579 -lll住一覆 I: "'期 霧ヶ峰 (2%)

74205 2.IN -38380-126住 "'期 霧ヶ峰 (58%)

74206 3.I¥T -40327 -l 79住 中期 霧ヶ峰 (58°0)

74207 LI.[¥! -38929 -6F -P37 中期 霧ヶ峰 (2%)

74208 5.IN -38411-55-Pl3 中期 粉ヶ峰 06%)

74209 6.IN -22129 -51―,'lllh-I Il 中期 森ヶ峰 (4590)

74210 7.IN -22129 -51 -¥'III h -I a 叶―iJ月 霧ヶ峰 (1%)

74211 8.1:'J -2261 中期 窃ヶ峰 (4%)

74212 9.IN -2278 -9F -I II 中期 IN2辿物群 (71°0)

74213 10.IN-21643-611-Ilh-l 11 中期 INl逍物群 (80'fo)

74214 11.IK -13991-91'.1-PllO 後期 霧ヶ峰 (13%)

74215 12.I~- 6539 -9P -le 後期 和田峠第1群 (56°0)'和Ill峠第3群 (2lgo)

74216 13.IN -22292 -SI -IX f -I ll 後期 和田峠第1群 (32%).和田峠第3群 (12%)

74217 14.I)J -2072-9N -Pl9 後期 INl追物群 (9°0)

74218 15.IN -1392-90-VI Vae-I II 後期 INl辿物群 (57%)上石川 (2%)

74219 16.l:'s -10602-9!¥I -l¥1f-l ll 後期 霧ヶ峰 (21%)

74220 17.IN -15982 -8K -PlOO 後期 板111(78°0) 

74221 18.IN -13282 -9M -V f -I II 後期 板111(ll ~ol 

74222 19.IN -6027 -SN -P93 後期 板山 (35%)

74223 20.IN-144,6-7Q-P24ー覆上 後期 ［霧ヶ峰 (21%))

Nb Zr Al K S1 K 

0.154 0026 0350 

0.080 0.033 0.340 

0.085 0.026 0.342 

0.064 0.031 0.382 

0.116 0.030 0.345 

0.079 0027 0336 

0.110 0035 0349 

0.116 0.033 0.358 

0.048 0.040 0.408 

0.078 0028 0.334 

0.080 0.027 0.335 

0.173 0.028 0.346 

0.140 0.027 0349 

0075 0.030 0347 

0073 0.027 0343 

0.108 0.029 0338 

0199 0.029 0335 

0.123 0.025 0.299 

0.182 0.026 0.350 

0.129 0024 0.254 

0.101 0.026 0321 

判定 器種
礫の

形状

霧ヶ峰 剥片

窃ヶ峰 剥片

霧ヶ峰 剥片

霧ヶ峰 剥片

霧ヶ峰 剥片

霧ヶ峰 剥片

森ヶ峰 剥片

霧ヶ峰 剥片

IN2辿物群 剥片原石 円礫

INl辿物群 剥片原石 円礫

霧ヶ鋒 剥片

和田峠 剥片

和1□II峠 剥片

I.Kl逍物群 剥片 円礫

INl辿物群 剥片 円礫

霧ヶ峰 剥片

板 111 剥片 角礫

板山 剥片 角裸

板山 剥片 角礫

霧ヶ峰 剥片 角礫

注意：近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があります。

本報告では日本における各追跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の楳なる研

究方法 （上器様式の基準も研究方法で異なるように）にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、

全く関係（相互チェックなし）ありません 本研究結呆に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析

結果を考古学汽料とする楊合には前に 1司じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。

（霧ヶ峰 (21°oll : I lで示された推定確率は風化J曽の影評を受けやすい軽元索 (CaK.Ti/K)の軽元索比を抜いて判定

を行った結果で、 1971固原石群の中で0.1°o以上の確率で判定された原石産地を記したe
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V111 馬高遺跡出士の琥珀製遺物の原材産地同定

1 . 分析の概要

(1) 分析目的

財団法人元興寺文化財研究所

馬高造跡出土の琥珀製品 （垂玉、 VD-4e区Pl出土）が、琥珀であるかどうかの確認と産地同定を行う 。

(2) 使用機器• 原理

・フーリエ変換型赤外分光光度計 (FT-IR)(日本電子（株）製JIR-600)

・赤外線を試料に照射することにより得られる、分子の構造に応じた固有の周波数の吸収を解析し、 化

合物の種類を同定する。

(3) 分析方法・条件

・KBr錠剤法 （臭化カリウム錠剤法、試料をKBrと混合 ・圧縮し錠剤を作製して行う分析法）

・分解能 2cm-1、検出器TGS

2 分析結果

出七琥珀は、劣化していない部分の赤外吸収スペクトルが得られれば、その産地同定は可能である。 し

かし、劣化が激しいと、全体的に吸収はブロードになり、特徴的な吸収が消失し、新たに異なった位置に

ピークが表れることがある。

分析に使用した破片は、肉眼による観察では、比較的失透がなく、全体的に劣化は少ないと思われた。

その中でも堅くてより健全な部分を選んでFT-IRによる分析を行った。

その結果、 3.500~2,800、1.720、l.500~800cm-1付近の吸収から琥珀である ことが確認できた （図 1)。

次に、 l.800~800cm-1付近の吸収位置及び強度により、産地の判明している標準となる琥珀から得ら

れた吸収と比較し、産地同定を試みた。その結果、今回分析した試料は、 l.300~800cm-1の吸収が銚子

産の琥珀と 比較的似ている。 しかし、 1.230、1.160、1.030、970cm-1の吸収位置及び強度が銚子産のも

のと完全に一致しなかったc また、日本で最も産出餓の多い久慈産及びいわき産の琥珀とは、かなり異なっ

た吸収が得られた （図2・3・4)。

また、新潟県内における同時代の出土琥珀 2点 （中郷村和泉A追跡、中郷村大久保迅跡）の赤外吸収ス

ペク トルと比較した。その結果、いずれのスペクトルも非常によく似た吸収位置と強度を示した （屈15-

1・2、図 6)。このことから、これらの琥珀の産地は同ーであると推測できた。

琥珀の産地は国内でも、少磁の産出地を含めると 10か所以上もある。 また、国外でも各地で産出する。

そのうち、主産地についてのFT-IR分析はすでに報告されている。 また、出土琥珀は劣化状態が様々で、

それによって吸収位置や強度が変化する。

以上のことにより、現時点でこの琥珀は銚子産に似ているが産地を限定することはできなかった。

今後は、少最産地の分析を行い、より多くの標準となる分析値を収集するとともにFT-IR以外の分析

法も併用することで、様々な状態の琥珀の産地同定が可能になると考える。

文献

室賀照子 (1976).赤外吸収スペクトルによる琥珀の産地分析．考古学と自然科学. 9 : 59-63 
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図 1. 馬喬遺跡出土琥珀の赤外吸収スペクトル （透過）
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UMATAKA-SANJUINABA SITE 

Archaeological Report I. Excavations for Presentation of the Umataka-Sunjuinaba Remains a 

Historic Site: Settlements of the Middle and the Late Jomon period. on the Shinano River terrace in 

Central North Japan 
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